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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あああ！　なんでこのあたしがおばけキノコに追い回されなきゃなんないのよーっ！」

　鮮あざやかな緋ひ袴ばかまを揺ゆらしてひとりの巫み女こが薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中を駆けていた。

「そんだけ叫びまわる余裕がありゃ大だい丈じよう夫ぶだよ。っと」

　並走していた青年が目の前の岩を軽やかに跳ちよう躍やくしてかわす。青年の年ねん齢れいは二十代後半だろうか。隣を行く少女が十代半ばの女子高生だとするとやや不釣り合いなカップルだ。

　一寸先もわからぬ暗くら闇やみである。

　都会のきらびやかな明かりに慣れた現代人には身動きも取れそうにない闇の中で、青年と少女は後方から追って来る脅きよう威いから逃れるためとにかく走り続けていた。

「てか、紅くれないっ。前、前──っ！」

「へ？　──ふにゃあああっ」

　きゃんきゃんと怒ど鳴なり散らしていたせいで集中力が途と切ぎれたのか紅と呼ばれた少女は思い切り地中より突き出した岩に蹴け躓つまずくとものすごい勢いでバランスを崩した。

「んなっ」

　青年は一瞬表情を変えたが素早く動いて紅を抱きかかえると、いわゆるお姫ひめさま抱っこの状態でそのまま駆け出した。

「ば、ばかあっ。おろしなさいよーっ。上総かずさってば！」

「ワリぃ。けど、今はそんな余裕ないかも」

　上総と呼ばれた古風な名を持つ青年は、紅を抱きかかえながらもまったくスピードを落とさず、バランスを保ったまま移動を続けている。












「ば、今、ヘンなところ触ったでしょ！」

「さ、触ってねーよ！　てか、そういう状況じゃないだろっ」

「へんたーい、ちかーん、お巡まわりさーんコイツです」

「……いや、だからマジで触れたとしてもわかんない程度のささやかさだからな」

「がぶーっ」

「ぎゃああっ。嚙かみつくなっての！」

「あ、落としたら訴そ訟しようだからね」

「酷ひど過すぎるよこの娘っ」

　少女がいくら軽くても四十キロはあるだろう。人ひとりを抱いたまま歩くというだけでも実は相当な膂りよ力りよくが必要とされるが、上総は小さな小箱を持っているだけというように、まったく表情を変えず、ステップを刻みながら曲がりくねった道を器用に進んでゆく。

「にしても、なーんで俺たちゃあんなバケモンに追われてるんだろうな」

「そんなことこっちが聞きたいわよ。てか、こけないでよねっ」

　彼らが逃げるにはわけがある──。

　後方から津つ波なみのように上総たちを追っているのは人ひと形がたのキノコモンスターであるポイズンマタンゴだ。

　この怪物は全身に毒を帯おびた胞子を無数に持っており、不用意に人が触れようものならたちまちに菌を植えつけ苗なえ床どこにして命を奪ってしまう恐ろしい特性を有していた。

　無論、上総たちが走っている場所はジャングルの奥地でも地図にも記載されない外国の離れ小島でもそして流は行やりのなんちゃってファンタジーが蔓延はびこる異世界でもない。

　東とう京きよう都と千ち代よ田だ区くにある秋あき葉は原ばら駅えきの構内である──。

「駅員や鉄道警察隊はなにしてるんだよ」

「知んないわよ。あとでクレームでも入れときなさい」

　もっとも、その世界にも知られる日本のサブカルチャーのメッカは人じん外がい魔ま境きように変わり果てていたのだった。

　秋葉原ダンジョン。

　ある日を境に、この駅はすべてを拒絶する地下迷宮へと変へん貌ぼうを遂とげた。

「俺は社しや畜ちくであってもはた迷めい惑わくなクレーマーじゃねえから！」

　冴さえないサラリーマン『雪ゆき村むら上総』と女子高生退たい魔ま巫み女こ『白しら河かわ紅』。

　ふたりの長い冒険がはじまりを告げようとしていた。













「今日というこの日を一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待ち望んでおりましたわ」

　総そう石いし造づくりの狭い地下の一室で、ある一国の王女が蠢うごめく魔方陣を前にし、長く息を吐き出した。艶つややかな黒髪は腰まで届くほどの長さだ。裾すその広がった純白のドレスはまばゆいほどの光沢を放っていた。

「姫ひめさま。今更ですがお覚悟はよろしいですか。この門をくぐれば、もはやロムレスに二度と戻れる保証はありません」

　すぐそばに佇たたずんでいたメイド服の少女が整った顔に愁うれいを滲にじませ静かに語りかけた。

　メイドの少女は銀のティアラも神こう々ごうしく、一国の王女に負けず劣らず美しかった。

　明るい栗くり色いろの髪が肩のあたりで魔方陣から放射される魔力の余波で波打っている。

『星ほし跳とび』と呼ばれるこの禁きん呪じゆはロムレス王家に伝わる秘伝を逆さか手てに取った、術者を異世界へと渡らせる秘ひ儀ぎである。

　それは、ロムレス王国の王女リリアーヌ・フォン・ロムレスが、かつて勇者が魔王を倒してこの世界から消え去ったその後、一年かけて必死に書庫の魔道書を読よみ漁あさり、独自に探し出した最後の手段であった。

「本当に後悔なさらぬのですね、姫さま」

「心得ておりますとも」

「ほんとーに、ホントですね。いや、これ老ろう婆ば心しんながら本気でいっているのですよ。ゆめゆめお忘れなきように。あとになって、あのときクリスが止めなかったから！　とかなんとかいわれても私、一切の保証は致しかねますからね」

「クリス？　あなたはこの状況でどうしてそのような戯ざれ言ごとを口にするのですか。わたくしたち、これで本当に最後かもしれないのですよ。最後の最後までこんなふうに、するのって……嫌です」

「姫さま、最後じゃないですよ」

「え」

「このクリスタル・ザラ。たとえ姫さまが地の果てまでゆこうが、たとえ屍しかばねになろうとも最後の最後までついてゆきます。だから、お別れなんてする必要ないのです」












「クリス、あなたって本当に……！」

「なんちゃって、ですけどね。本心では私もあのお方に姫さまと同じくらいお会いしたいです。だって、悔しいじゃないですか。私たちの心をさんっざんに振り回しておきながら、やることだけやったらちゃちゃっと故郷に帰っておしまいになられたあのお方に会って、ひとこといってやりたいのですよ」

「本当、クリスのいうとおり。それじゃあ、今度はわたくしたちふたりで押しかけていって、あのときの責任を取らせることと致しましょうか」

「ですね」

　王女とメイドは互いに顔を見合わせてくすりと微笑ほほえむと手を繋つないだまま、異音を発しうずを巻く魔力の激流がたゆたう魔方陣の中へと飛び込んでいった。




「た、ただいま戻りました」

　元勇者現社しや畜ちくの雪ゆき村むら上総かずさは１ＤＫのアパートの自室に戻るなり力尽きたように倒れ伏した。

　ひとり暮らしの彼に応える相手はいない。これもいわば習慣というやつだった。ドアを開けキッチンを通り抜け自室へと前のめりに倒れたまま長くなる。じんわりと一日の疲れが身体からだ中じゆうから染み出してゆくような快さがあった。

（きょ、今日も長かったァー。怒ど濤とうの九十七連勤達成だ）

　上総の軽く天パがかったクセっ毛がいつも以上にくるくるくるりとうず巻いている。

　百七十八センチ、六十二キロとやや細身ながらかつて鍛きたえ上あげた身体は贅ぜい肉にくはほぼなし。

　元勇者、というのは日々の労働に疲れた上総の妄もう言げんではない。

　事実、彼は十五歳の春から十八歳の夏まで、俗ぞくにいう異世界招しよう喚かんの術によりかの地へ導かれ見事に魔王を倒したという見事な業績があったが、一旦地球に戻ればそんなものは幼児の戯言ほどの価値も持たない。

　高校中退という輝かがやかしいレッテルのもとようやくフリーター生活から抜け出せたのも、ここ数年のことであった。

　が、学歴も取り立てて技術もない青年を好待遇で迎えてくる会社もなく、日々身をすり減らすブラック業務に従じゆう事じしなければならない日々があるだけだった。

「だが、あの世界よりかは、マシ……なにをやったってあの泥水を啜すするような生活よりかはマシ……！」

　あろうことか上総は異世界で食うか食われるかの生活を送ったため、どのような不遇な雇用条件でもこらえられてしまう耐性がついてしまっていた。これで人並みに己の境きよう遇ぐうにケチをつけられる性格ならば、まだ救いはあったのだろうが、彼は異世界の姫に国を救ってくれと頼まれれば命すら投げ出してしまうお人好し。待遇改善など思いもよらず、仕えに仕えて、会社のほうが先に沈むことが幾度もあった。

「と、とにかく、今の会社を辞めなけりゃ、生きてはいける……生きていけるんだ」

　職種は営業である。

　ロクな販路も持たない新しん興こうの小規模企業。

　おまけに雑ぞう兵ひようである彼に許される道は飛び込みのみ。

　成績は、聞くまでもなくといったところか。

　ギリギリの部分で命めい脈みやくを繋いでいる上総はすでに慢まん性せい的てきな思考停止に陥おちいっていた。

　ずりずりと這はいながら短い廊下を進んでゆくとすぐ自室にたどり着いた。うつぶせのまま、左手でポケットの中から飴あめ玉だまを摑つかむと器用に包装紙を剝むき、口の中に放り込む。疲れたときは糖分が必要なのだ。

「ほ、補給完了。おお、なんと二十二時三十五分とは。人並みの時間に帰れるなんて。奇き跡せきじゃなかろうか」

　上総は器用にスーツの上着を脱ぐと、六畳の自室をゴロゴロ転がりながら移動した。

「しかも明日は、なんと休みだ。神が与えたもうた安息の日。一日中だらだらできるなんて最高過ぎるよう」

　ノルマも仕事の配分も上司の怒ど鳴なり声も一切聞く必要がない。

　まさにストレスフリーだ。

　よろぼうように立ち上がって、近所のスーパーで買った見切り品をレンジにかける。レンジの機械的な音だけがしばし上総の心に過去を振り返るゆとりを持たせた。

（久々の休みだっていうのに……なんの予定もないんだもんなぁ）

　上総は今年で二十八になる。高校、中学の同級生たちは次々に結婚し家庭を持ち、人として取るべき道を選択し着実に歩んでいるというのに、自分はまだ成人の端たん緒しよにすらついていない。

　だが、こうしてまだ生きている。

　ならば未来はこの手でいかようにも摑める──のではないか。

（俺は勝ち組、就職してるから勝ち組、絶対勝ち組）

　上総はこの時点で自分が勤めているブラック企業に軽く洗脳されていたが、もっとも問題なのはそれを指し摘てきする親しい人間が周りに誰ひとりいないことであった。

「この国じゃ俺は落ちこぼれの営業マン。それでいいじゃないか。道は、きっとそのうち見つかるさ。さて、そろそろあたたまったかな」

　ぴかぴか光りながら電子レンジのターンテーブルで踊おどっていた弁当が突とつ如じよとして異音を発しはじめた。

　ぶおお、という音が今にも地の底から悪あく魔ま大たい帝ていでも招喚しそうな勢いである。

「ちょ、ちょっと待った。いくら安かったからって、まだ買って一年も経たってねーんだぞ。壊れるのはＮＯで！」

　上総は慌ててレンジのツマミを停止にするが、機械本体から発せられる異音は唸うなりを上げて大きくなるばかり。

「ノオオッ。あたためできなくなるの嫌なのおっ」

　頭を抱えて騒ぐ。隣室から男の声で「うるせえっ」と叫ばれ壁ドンされ、上総は目の縁にうるっと涙を溜ためた。

（なぜだ。神はなぜ俺にここまで試練を与えるのだ……！）

　同時に嵌はめている腕時計や壁掛け時計がもの凄すごい勢いで逆転するのを見て、かつて味わった懐かしい感触に身震いした。

（あのときと同じだ……！　彼女が俺を異世界に招喚したあのときと）

　魔力の発現場所は電子レンジからだった。

　異音が一層強まると、部屋の窓枠がガタガタと揺ゆれ、強い吐き気に似ためまいに上総は襲おそわれた。こうなればいかなる回避行動も取れない。勇者としての超人的身体能力をその身に有していたとしても。

　身体を一層強こわ張ばらせたとき揺れていたレンジが、

　ちーん！

　と鳴った。

「ってそこかよっ！」

　思わずツッコミを入れる。

　うず巻く奔ほん流りゆうのような勢いとともに開いたレンジの開口部から巨大な魔方陣が吐き出され、次に上総が目を開けた瞬間、目の前には白い豪ごう奢しやなドレスを着た黒髪の少女と紺色のメイド服を着た栗色の髪をした少女が目を逸そらすことなく上総を真まっ直すぐ見つめていた。

「決して諦あきらめてはいけないと、教えてくれたのはカズサさまでしょう？」

　白はく磁じのような肌をした少女がそっと距離を詰めてくる。上総は両目を見開いたままおかしなポーズで固まっていたが、やがて魔法が溶けたように唇を震わせた。

「リリアーヌ、それにクリスも──わぷっ」

　上総が王女とメイドの名を呼ぶが早いか、ふたりは感極まったように抱き着いてきた。

　キッチンの床に押し倒される格好で転ぶ。リリアーヌはわんわん泣きながら抱き留めた胸の中で号泣し、クリスは顔を肩に押しつけて静かに啜り泣いていた。

「ずっと、ずっと会いたかったのですよ、カズサさまっ！」

「勇者さまの薄情者っ！」

「なんだ、これ……夢か」

　目の前の少女たちは、上総が十年前異世界ロムレスで別れたときと寸分変わらぬ年恰かつ好こうであたりまえのように目の前にいた。




「それにしてもいきなりでびっくりだな。まさか、本気でこっちまで来るなんて」

　上総が改めて妖よう精せいのように美しい少女たちを見ながら、クリッと視線を落ち着かなくあたりにさまよわせた。

「もお、カズサさま。わたくしはあのとき確かに伝えたはずですよ。たとえあなたがどこに行こうと、必ず探し出して会いにゆくと」

　上総はふたりが落ち着いたのを見計らって六畳の自室へと招き入れた。部屋は越してきて三年も経つが驚くほど簡素である。ベッドと書きものをする机のほか上総のパーソナリティを表すものはほとんどない。

　ふたりはきょろりと部屋の中を見回したが、上総のことしか目に入らないのか部屋の調度品のことは気にならないようであった。

「しかし、失礼ですが勇者さまは随ずい分ぶんとご成長なされたご様子ですが。もしかして、ロムレスとこの世界では時間の流れが違うのではないのでしょうか？」

　ラグの上で女の子座りをしていたクリスが不思議そうに小首をかしげる。並の女がやったら腹に前蹴りを喰くらわせてベランダから落としたくなるようなわざとらしい仕草だが、彼女がやると文句のつけどころのないほどかわゆいので自然、頰ほおがゆるんでしまう。

（まあ、確かにそういいたくなるのはわかるよなー。ふたりは、十年前とまったく変わってないもん。あの頃の俺は、確か十八か。若かったなー。それ考えると、今の俺なんてただのおっさんにしか見えないよなー）

　上総が異世界で彼女たちに別れを告げたときは、リリアーヌは十六でクリスは十九だったはず。みっつ、よっつの年の差ならともかく一回りも離れてしまえば千年の恋も冷めるだろう。まだ心のどこかで、かつての一晩のアバンチュールとロマンスを期待していた上総は目の前に突きつけられた現実に打ちのめされた。

「勇者さま、私たちがお別れしてから、まだ一年程度しか経っていないのですが」

　クリスが両者の認識の違いを確認するようにいった。

「俺の世界じゃ十年経ってる。てことは、今はリリアーヌは十七で」

「私は二十になりました。ええ、どーせ年とし増までございますよう」

　クリスがツンと形のいい鼻を反らして拗すねた振りをしている。ロムレスでは結婚適齢期は十五、六とされ彼女なりに悩んでいる様子であったが、今の上総から見れば女子高生くらいにしか見えない。そんな若い娘が年のことで拗ねてみても違和感を覚えるだけだ。

（しっかし、こうしてみるとやっぱふたりとも、マジ半端なくかわいいなぁー）

　日頃のっぺりした顔つきの日本人ばかり見ているせいで、ふたりの容姿はややくどさを感じつつも、やはりそこらへんの人間とは住む世界が違う美しさというものをまざまざと思い知らされた。

　ハリウッド映画女優さえ霞かすむような繊せん細さいさと優美さを兼ね備えている。特にリリアーヌの美しさは、この安やす普ぶ請しんの一室からは隔かく絶ぜつしていた。

（うう、なんというまばゆさだ。一緒にいるだけで、なんか手汗とかびっちょり出てくる。昔の俺は、よくこんなカワイイ子たちと平気で喋しやべっていられたなぁ。今なら三十分百万出しても不可能すぎるレベルの逸いつ材ざい）

「俺は今年で二十八になった。はは。つまりはふたりに比べてひと回りくらいは年取っちまったわけだ。なんか、隔世の感があるっつーか。ロムレスを旅して回った日々がすっごく遠い昔の話に思えるよ」

「そんな……カズサさま。わたくしたちからすれば別れたのは去年の話でございますのよ。そんなふうに、過去の話にされてしまうと、悲しいです」

　リリアーヌはうつむくと目元のあたりをそっと長く細い指先で押さえた。

「しかたないさ。俺は、とんだ浦うら島しま太た郎ろうだ。なんか、ガッカリさせちまったな。こんなジジイになっちまってよ。……って、んでべっ！」

　ぐしゃぐしゃと頭をかいていると、鼻の頭を指先でぺしんとはたかれた。

　クリスだ。

「もうっ、勇者さまったら。またそんなふうにご自分のことを卑ひ下げなされて。そういう癖くせは直すよう、常つね々づねいっておりますのに。もう、もうっ」

　クリスは手のひらを素早く動かして上総の肩を打つような真ま似ねをした。驚いて鼻の頭を押さえるとクリスは片目をつむって子供のように赤い舌をんべっと出しておどけて見せた。

「ご、ごめんよクリス」

（ああ、なんだか懐かしいな、このやり取り）

　ひとつだけ年上ということで、稀き代たいの勇者と姫付きのメイドという身分を超えクリスはよく年上ぶっていた。三み十そ路じ前の今の自分から見ればただかわいいだけである。

「もう、なんです。ニヨニヨしておられて。ちょーっとばっかり私より年上になったからってクリスはクリスなんですからねっ」

「あーはいはい。わかったわかった……」

　魔ま王おう討とう伐ばつの旅の途中、野営地でこうやってよく叱られた。不意に蘇よみがえった思い出に胸が震えた。上総は不意に目頭が熱くなってそっぽを向いた。

「カズサさま？」

「勇者さま。なにか私の口ぶりがお気に障さわりましたでしょうか？」

　おろおろとクリスが心配げに顔を覗のぞき込こんでくる。若い女性特有の香りと膝の上に載せられたクリスの手の温度が目の前の現実にさらに厚みを帯おびさせ、いい知れぬ感情が沸き上がってきた。

「いや、そうじゃなくて……年のせいか……なんだか涙るい腺せんがゆるくなってさ……あはは……でもうれしいのはホントでさ……また会えるなんて……もう一度おまえたちに会えるなんてよ……ッ」

（泣くんじゃないよ上総。これじゃまるでホントに涙もろいジジイじゃんか）

　下唇を嚙かんで我慢するとそれが伝わったのか、リリアーヌとクリスが再び顔をくしゃくしゃにして身体にしがみついてきた。彼女たちロムレス人は日本人などよりも遙かに情に動かされやすい。感情のふり幅が大きいのだ。

　そして一度心を許した相手にならなおさらである。再会時の感情が再び高ぶってきたのか、ふたりは声を押し殺して啜り泣きをはじめた。

「カズサさまあ……」

「勇者さまぁ……」

　──う。だから俺が泣いてどうするんだってよ。落ち着けよ、俺。

　とりあえず場の勢いに流されず持ちこたえた上総はなんとか平静を取り繕った。

「じゃ、とりあえず今日はお開きってことでいいかな」

「ところでカズサさま、そろそろこの物置き場から出てカズサさまの部屋に移動したほうがよろしいのではないでしょうか？」

「え」

「え」

　上総とリリアーヌが顔を見合わせる。

　クリスはきょとんとした顔で不思議そうにふたりの顔をかわるがわる見つめた。

　──とてもここが今の自分の部屋だといい出せなくなった上総だった。




　キッチンルームにはいつの間にか見慣れない膨大な数のトランクがゴロゴロと置いてあり呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「こ、これはいったいなんなんだ……？」

「あー。それですかぁ。姫さまや私たちのお着替えや生活道具一式ですよー。いやあ、勇者さまぁ、苦労しましたんですよ。城の者たちにナイショでいろいろ持ち出すのって。結局こんなにコンパクトになっちゃいましたけど、ま、結果オッケーてことで」

　クリスはころころ笑いながらばたんばたんとトランクを開いてゆく。部屋中が色とりどりの様々な女物の服であふれかえった。

　──埋もれるぞ、おい。

　野や卑ひな独身男の悲ひ哀あいが漂っていた部屋がなにやら年頃の乙女おとめのかぐわしき匂いで満たされ上総はどこか落ち着かない犬のように所在なく立ったり座ったりしはじめる。

（あ、パンツだ……）

　いかにもな年頃の女性が穿はく小さめの下着を目にして上総はサッと視線を逸らした。

　気まずいのだ。おまけにずいぶんと女おんな日ひ照でりの上総には目の毒であった。

「すみませんカズサさま。本来ならば、もう少しマシなものを持ち出す予定でしたのですが、自室のクローゼットにあったのは普段着ばかりで。あ、でも、こちらの世界で新たにあつらえれば問題はないかと……」

「あ、あはは。ま、ま、その内にね」

（しくったわー。こいつらマジもんのお姫さまやった……あは、あはは）

　上総はとりあえずレンジでチンした値引き弁当二百八十円を持って自室に移動した。

　パキッと割り箸を割って、まだホコホコ湯気を立てるから揚げにぶっ刺し口に運ぶ。

　この安っぽくて身体によくなさそうな粗悪な脂が彼を現実へと引き戻す。

「えっと、俺の手取りが十九万だろ。ここの家賃が八万で、それからこのふたり分の食費と生活費と、ドレス代……あ、あはは。どうしようか」

　実際問題、口約束であるがリリアーヌとは結婚の約束らしきものを交わしている。彼女も二度とは王国に戻らない覚悟で異世界転移の術を使い日本にやって来たのだ。ここで上総が面倒を見ないという選択肢は当然あり得ない。弁当を完食してペットボトルの茶を飲み干す頃には覚悟は決まっていた。

「なんとしてもふたりを養っていかなければならない」

　決意も新たに食い終わった弁当容器を袋に放り込み割り箸をへし折った。




「大変素晴らしいお湯をいただきましたわ」

「とってもほっこりしましたー」

　ゴミを片しているとリリアーヌとクリスがさっぱりした表情で部屋に入ってきた。

「よ、よお。もう、出たのかな」

　ふたりとも今から就寝するということで薄い夜着に着替えている。リリアーヌは白、クリスは黒のぴったりとしたベビードールだ。メリハリのあるふたりのむっちりとした身体が否応なしに目について上総は非常に落ち着かない気分であたふたし出した。

「？　どうかいたしましたか、カズサさま」

「あ、あはは。なんでもないよ。ホントになんでもないから」

　スッとあたりまえのようにリリアーヌが身体を寄せてくる。説明しておいたシャンプーとボディソープは上う手まく使えたようでふんわりとしたよい匂いが漂い上総は長らく女っ気がなかったこともありあからさまに挙きよ動どう不ふ審しんになった。

「ふふふ。姫さま。そういじめてしまってはいけませんよ。勇者さまは久々の床入りで照れてらっしゃるのです」

「まあっ。もう。もうもうもうっ。カズサさまったら。お気が早いのですから」

「ちょ、ちょーっと待った！　あいにくだがそういった時間はもうないぞ。明日も早いから、今日は。な」

（時間はないぞじゃねぇよ。否定するか開き直るかどっちかにしろよ、情けないなぁ俺）

　リリアーヌもクリスもなぜかやる気満々だったらしく、この言葉に唇を尖とがらせた。

　が、上総はふたりまとめて相手にすることに躊ちゆう躇ちよし、日本人特有の「問題の棚上げ」を行った。

「この部屋にはベッドがひとつしかないから、悪いけど」

「確かに小さいですねえ。勇者さまのいうとおり、今夜はここでふたりそろってお情けを頂戴するのも難しそうですよ姫さま」

「ま。わたくし、大きな声を出してしまったらどういたしましょう」

「あ、あのなぁ。絶対ふたりともわかってからかってるだろう」

　軽く脱力するとリリアーヌとクリスがそろって楽しそうに微笑んだ。

「だって、カズサさま。からかうとかわいいんですもの」

「あ。ひとつ提案があります。ベッドが無理なら、久しぶりに三人で一緒に並んで寝るのはどうでしょうか！」

　クリスが閃ひらめいた！　というように軽くぴょんと跳ねながらいった。

　ばよんと、中々に大きめの胸が弾む。

　その動きに逆らえる男などいるはずもなく。

「お、おう。そうだな。昔を思い出して仲よくみんなで川の字になるか」

　上総は視線を忙せわしなく上下に動かしながらクリスの意見に同意し、ベッドの下に毛布を二枚並べ寝る態勢に入った。

　電気を消すと部屋はたちまち真っ暗になる。薄汚れた窓ガラスの向こうには、眠らぬ街の灯あかりがぽつぽつと見えた。無論のこと、右側にリリアーヌ、左側にクリスと両手に花である。ふたりはあたりまえのように上総の両腕を取るのでたわわな胸や太ふと股ももの感触が直じかに伝わってくる。

　上総は自分で良識派のセリフを吐いておきながら朝まで理性が保つかどうか確信が持てなかった。

「……な、なんか悪いな。せっかく来てもらったのに、こんな待遇で」

「カズサさま。わたくしたち旅の途中で野営などいつものことだったじゃありませんか」

「姫さまのいうとおりですよー。野天で大地を褥しとねにしたことを思えば、不満などなにもありませんよう」

「悪い。実は薄々感づいていると思うけど、俺、こっちの世界じゃぜんぜん成功してない」

　声が自然と暗くなった。失望されても仕方がない。異世界で戦う上総と日本であくせくこき使われる上総の差は隠すことなどできるはずもなく、それがすべての真実なのだ。

「カズサさま……」

「むしろ底辺だと思う。これから、なんとか目め途どがつくまで一生懸命頑張って働くつもりだけど、不自由があるかも知れないし、そこんところあらかじめ謝っておこうと──」

「カズサさま。め！　そこまでっ」

「んぐっ──ちょ、なにを」

　横に寝ていたリリアーヌが両手で上総の顔を摑んでぎゅるんと無理やり顔を捻ねじ曲まげた。

　リリアーヌの瞳。

　黒々とした目は力強く上総を見据えていた。

「わたくし、カズサさまが思うほどそれほどおバカでも世間知らずでもありませぬ。贅ぜい沢たくで満ち足りた暮らしをしたいと思えば最初から城を出てなどおりませぬ。あなたさまが、あなたさまがこの世界にいるからわたくしはすべてを捨ててここにやって来たのですよ。あのドレスを持ってきたのだって、困ったときに売り払って生活の潰ついえにしようと思ったからです。それに苦労ならばともにさせてください。わたくしとクリスを頼ってください。なにができるかはわかりませんが、暮らしの金銭が必要とあらばわたくしもクリスもどんな仕事だってやってみせます。だから、そんなふうに謝らないでください。お願い、お願いだから」

「姫さま。ええ、勇者さま。姫さまの仰おつしやられるとおりです。私にできることがあるのならば、どんどんいいつけてくださいね。子守りでも洗濯でも掃除でも炊飯でも、なんでもやってのけますとも」

　なんだ。一番なんにもわかってなかったのは、この俺じゃないか。ふたりは泥水を啜り埃ほこりに塗まみれても上総と生活をともにするつもりでやってきたのだ。この場所で覚悟が決まっていないのは上総ひとりである。底辺平社員であることよりも、そちらの方がよほど上総の胸を鋭く抉えぐった。

　なら、負けていられないな。

「ありがとう、ふたりとも。俺、リリアーヌとクリスのことなんもわかっちゃいなかったな。これからは、三人で力を合わせて頑張ろう。メサイアパーティー復活だな」

「そうですよカズサさま。今度はわたくしたち家族のため、戦いましょうね」

　リリアーヌの笑顔。もう見られないと思っていたものがまた見られたことが、本当の奇跡だと上総はまた泣きそうになり毛布に顔を埋うずめ耐えた。




「う、ううう。すびばぜん。ノルマ……今月のノルマが……はばっ！」

　まったく棒が伸びないグラフにケツ穴を突かれるという悪夢に魘うなされながら上総が飛び起きると、目の前には白のドレスをかっちり着込んで化粧を決めたプリンセスがジッと顔を覗き込んでいた。

「おはようございますわ、カズサさま」

「え、あ、え？　えーと、お、おあよう、リリアーヌ」

　──夢ではなかった。

　上総は超絶黒髪美少女に起こされるという全国独身男子噴ふん飯ぱん物ものの事象に寝起きの頭が追いつけず、差し伸ばされる白の長手袋が自分の頭に回されるのを黙って見ていた。

「んっ……んうっ……ちゅ、ちゅちゅ」

「ん──んむっ」

　されるがままにリリアーヌのキスを受ける。寝起きであるとかそういったことに一切の躊ちゆう躇ちよはないのか、彼女の艶めかしい唇から舌がぬるりと口こう腔くうに入り込んできて不覚にも、身体の一部がより一層硬化してゆく。

「ぷはっ。おあようって、カズサさま。かわいいですわ」

　リリアーヌはくすくす笑って人差し指を伸ばすと上総の上唇についた唾液を拭ぬぐった。

　そのちょっとした仕草がなんともいえず艶めいていて、朝っぱらからイケナイ気持ちになってゆく。

「え、う、うーん。ちょっと待って。まだ、寝起きで……頭が回らなくて」

「おはようのキスですわ。さ、お目覚めのお湯を用意いたしました。お顔を綺き麗れいにいたしましょうね」

　見ればリリアーヌは緑の洗面器に張ったお湯へとタオルを入れようとしている。

（まさか幼児のようにそれで俺の顔を拭ふき拭ふきしてくれるというのだろうか）

「ん、んむっ。ちょ、顔くらい自分で洗うからさ」

「だーめ、ですの。わたくし、ずーっとカズサさまのお世話ができなかったのですから。これくらいさせてくださいませ。ね」

「う──そういわれるとなあ」

　上総に返事の暇を与えずリリアーヌは洗面器に張った湯にタオルを浸し、顔を丁寧に拭ってくれた。まだ半身は毛布をかぶっているというのに、これではまるで王国貴族のようだ。

「今、クリスが朝食を用意しておりますから、それまで湯ゆ浴あみでもなされてはいかがでしょうか」

　あー。そういえばなんだかんだで昨日は風呂に入らなかったな。

　上総はリリアーヌに促されるまま部屋を出ると、キッチンで器用にフライパンを使っているクリスに出会いギョッとした。

「おはようございます、勇者さま。すぐに朝ご飯を用意しますので今しばしお待ちを」

「あ、うん。おはようクリス」

「あー。その顔。もしかして私が〝こんろ〟なるものを使いこなしていることに驚いてらっしゃいますのね」

（実はそうなのだ。ベタな漫画のように、なにもないところから火がっ。とかいって驚いてなにもしていないかと思っていたのだが）

「以前、旅の途中で勇者さまがお話ししてくだすったではありませんか。ツマミを捻ひねれば火が出る不思議な調理器の話を。これってアレですよね。燃えるガスをここから出しているだけのことですよね。私たちは森のゴブリンじゃございませんの。理り合あいを聞けば想像がつきます。それとも、私、勇者さまの前でびっくりして怖がった振りをしていたほうがよろしかったでしょうか？」

「い、いえ。大変助かっておりますです、はい」

　──そうだよな。いくら異世界人とはいえ、猿じゃないんだ。ちょっとでも理屈を聞いたことがあればあとはなんとなく想像はつくだろう。

　上総はちょっぴりがっかりしている反面、これならすぐにこの世界に慣れてもらえそうで心の重しがわずかに楽になるのを感じていた。

　クリスが作った朝食はキッチンではなく上総の自室でとった。まだ、昨晩広げたリリアーヌたちの荷物が整理されていなかったからだ。メニューは目玉焼きとサラダ、それにこんがり焼き目のついたトーストである。

「勝手に食材を使用して申し訳ございません」

「いや、ごめんよ。寝坊した上に飯まで作らせちゃってさ」

「いいえ。これからは私が三食勇者さまのお腹の面倒を見て差し上げます。昨晩のようなできあいのものばかりお召し上がりになられては身体によくありませんよ」

　クリスは目め敏ざとく丸めた安売り弁当のゴミを見つけていたのか、ちょっと悲しそうな顔をした。

（そういやクリスは外食とか物売りとか屋台とか嫌いだったな。手料理が世界一美お味いしいのです！　とかいつもいってたっけ）

　ちなみにトーストはガスコンロの火で直接炙あぶったらしい。電子レンジの使い方も教えてあげなくちゃと思う上総であった。

　なぜか丸いちゃぶ台があったので自室にスペースを作って三人で輪になった。黄身はとろりと半熟で添えられたレタスとプチトマトの色どりがうれしい。

「うまっ、うまっ」

「もう、勇者さまったら。そんなに急いで食べなくてもご飯はどこにも逃げて行ったりしませんよ」

「悪い。手料理なんて、もう何年ぶりかなあと思ってさ」

「むー。あ、カズサさま。このレタスはわたくしが千ち切ぎったんですよ、あ！　これと、これと、これもですわ！」

　一方的にクリスを褒ほめまくる上総が気に入らなかったのかリリアーヌが手にしたフォークをそっと置くと、子供のように激しい自己主張をしはじめた。

「そーですよー勇者さま。姫さまも今朝の朝食作り手伝ってくれたんですよう」

　すごいっしょ、といいたげなクリスと褒めて褒めてオーラを出しまくる一国の王女。

　なにかシュールだなと思いつつも、冒険の旅では常に奉仕される側であったリリアーヌにも成長があったかと思うと、やはりときの流れを感じずにはいられなかった。

「あ、あー。そっか。リリアーヌも頑張ったんだな。あの薪まき集めしかできなかったお姫さまがサラダ作りを手伝うなんて。よし、よし」

「えへへー」

　上総は大型犬をかわいがるかのように頭を差し出す彼女の髪をそっと撫なでると、ついでに人差し指で顎あごのあたりをくすぐってあげた。完全に愛玩動物扱いだがリリアーヌはとろんとした目で恍こう惚こつに浸っている。

「ちなみにメインディッシュはいつものとおりメイドのクリスめが作成したのでした。えっへん」

「クリスもクリスでありがとなー」

「……あのぉ、私にはご褒ほう美びは」

　クリスは座ったまま頰を若干赤くすると身体をもじもじ動かした。

「そうだな。リリアーヌだけじゃ不公平だし。おし、手を出せ」

　上総はポケットから飴玉を出すとクリスに握らせた。彼女はどこかお預けを喰らったのち、想定していた以外のものを与えられた狆ちんくしゃっぽい表情をした。

（ぶさカワイイな）

　なんとなく微妙な雰囲気になってしまったので空気を変えよう。上総はフォークを咥くわえながらクリスのジト目から逃れるようにテレビのリモコンを手に取った。

「な、なんかニュースやってるかな」

　ぴ、とモニタに電源オンのしるしが点灯して画面に公共放送の野暮ったいスーツを着た男性が映し出される。

「ひ！」

「な、なんですかあなたは！　いったいどこから入ったのですか！」

　クリスはぴょーんと座った状態から飛び上がると上総の背に隠れた。リリアーヌはパッとベッドの上に飛び乗ると、枕元に隠してあった杖つえを引き抜き戦闘態勢に移行する。

「ちょっと待った、ちょっと待った！　これはただの映像だよ。いきなりお約束をありがとうよ異世界のお姫さまっ」

　上総は背に引っついたクリスをぶらーんとさせながら招喚魔術の詠唱に入ったリリアーヌの口元を手でふさいだ。

「もがもごもごーっ」

「勇者さま、勇者さまーっ。異民族の男が私たちに見知らぬ言語で話しかけてきますぅ。それになんかコイツ身体がすっごく小さくて気持ち悪いです」

「だあっ。あれは映像だ。ただの画面だよ──！」

　上総はまずリモコンを操作して画面を消すと、ぶるぶる震えるふたりを抱いて、ゆっくりとテレビについて解説した。

（そういや、俺が喋ってたのは共通ロムレス語で日本語じゃねぇし。まずいな。ナチュラルであっちに脳が浸ってたわ）

　ふたりは若くて思考に柔軟性があるとはいえ、昨日まで剣と魔法の世界で暮らしていたおとぎ話の住人なのである。

（そうだ。とりあえずこのふたりは見かけが若くても、基本が古いにしえの生き物なのだ）

　宗教観、死生観、倫りん理り観かんなどあらゆるものが根本から違うのだ。徐々に慣れさせてゆくほかはない。とりあえず、ふたりには日本の技術で遠くから動く絵を送っていると教えた。

　けれどもふたりは用心深く薄型モニタの裏を四よつん這ばいになって誰かいないか本気で探していた。

「姫さま、とりあえず不審な者はおりませんね」

「クリス、気をつけて。もしやカズサさまにもわからぬほど小さくなってあたりに潜んでいるやもしれませぬ。細心の注意を払って。索敵はやってやり過ぎるということはありませぬ」

　メイドとプリンセスのかわいらしい尻がぷりぷりと動いている。魅惑のトライアングル地帯や白のニーソが丸見えであり甚はなはだ教育にはよろしくない状況だった。

「いましたかね」

「いえ。でも、まだそこの奥のほうが。怪しく感じますわ」

「むうー。埃っぽいです。けふんけふんっ」

「クリス、我慢ですよ」

（こ、このふたり。最初からあまり過剰な情報は与えないほうがいいかもしれないな）

　今日が休みでよかったと心底思う上総であった。




「カズサさまは寝入ってしまわれたようですね」

「そのようでございます、姫さま」

　クリスはベッドに頭をもたれさせて寝入る上総の鼻をつまんだり放したりして深く落ちていることを確かめた。上総の縮れたくしゃくしゃの髪を見ているだけで無性にいとおしさがこみ上げてくる。両手で彼の頰をぎゅっと押さえていると背後からじっとりとした視線を感じ渋々放した。

「ん。こほん。この〝てれびじょん〟というものは、要するにお芝居のことなんですね。実に迫力のあるお芝居ですが、今はわりかしどうだっていいことですわ」

「そうでございますね。それよりも私たちにとって現実ほど重要なものはございません」

「では、クリス。カズサさまが寝入ってしまわれているうちに、臨検をはじめるといたしましょうか」

「心得ております。姫さま」

　クリスたちは互いにうなずくとさっそく上総の部屋の家探しをはじめた。結局昨晩は期待して待っていたにもかかわらず、上総は自分とリリアーヌどちらにも手を出して来なかった。

（解げせぬ……じゃなくっておかしいですね。いくら取とり繕つくろっていたとしてもこうして並んで寝ていれば我慢し切れなくなってお情けを頂戴できると踏んでおりましたものを）

「朝方、カズサさまが寝ておられる隙に見た限りでは女の影は見受けられませんでしたが。もっとよく探してみましょう」

　がさごそとふたりして上総の部屋を探し回る。クリスは一瞬だけ躊躇したが果敢にもベッドの下へとずりずり潜り込んでいった。

「なにをしているのですか、クリス」

「姫さま。こーいう、狭い場所は、殿方が、危あぶな絵えを隠す、定番で、ございますよっと。田舎いなかの弟も、こういった狭い場所に、艶えん本ぽんを隠しておりましたので、私は、よく探し出して、机の上に整理して、種類ごとに並べて、反応を見るのが、得意でした」

「そのようなことをしているから嫁の貰もらい手てがないのですよ」

（──むむっ。姫さまとて聞き捨てならぬお言葉ですが。生あい憎にくと私、男を知らぬわけではないので、ここは寛大な心で許してあげましょうかねっ）

　クリスは狭いベッドの下でふがふがやりながら見えないのをいいことにほくそ笑んだ。

　実はクリスがすべてを捨ててリリアーヌについてきたのはわけがある。なにを隠そう彼女は魔王との最後の決戦の夜、酔って前後不覚となった上総を上手いこと誘導して男女の仲になった事実があった。だいたいが、そんなことでもなければ女は簡単に故郷を捨てて異世界になどゆけるはずがないのだ。

（かわいそうな姫さま。まだ勇者さまのお手付きでいらっしゃらないなんて……）

　まあ、無礼といえば無礼であるが、リリアーヌもその前日に酔った上総を無理やり寝所に引き込み抱くように誘導していた事実があるとはこの時点では知る由よしもなかった。

「なにか、めぼしいものは見つかりましたか？」

「けふっけふっ。ダメですー。ここも埃っぽいだけで。ちぇー。絶対にあると思ったんですがねぇ。おや……？」

　がさごそとやっているとクリスの手になにか固いものが触れた。そっと引きずり出してみると、白い新書サイズのプラケースが現れた。

「なんでしょうかこれは。なにかのマジックアイテムでしょうか」

「うーん。勇者さまが見つからないように隠していたとなれば、そういうつまんない可能性もありえますねー」

「クリス。ちょっと見せてもらってよろしいかしら。んんん。不思議な箱ですわね。どうやって開ければよろしいかしら。あら？」

「あ、なんか開きそうですね。さすが姫さまです。私、気づきませんでしたよ」

「なにこれ。ぴかぴか光る銀色の円盤──むっ」

「むっ」

「……」

「……」

　ふたりとも無言である。だが瞳にはめらめらと不快を表す炎が燃え盛っていた。

「なんでしょうかこのはしたない女性は」

「知性のカケラもない顔をしていますわ！　クリス、わたくしなんだかとってもいやーな気分になりましたの！」

「けれど姫さま。これってなにに使うものなのでしょうか。無学な私にはちーっとも用途がわからないのですよ」

「それは──！　わたくしにだって知らないことくらいありますわ。と、とにかく、小さな絵とはいえこのようなものがわたくしたちの家にあるのは不愉快です。すぐに処分いたしましょう。ろーむ、ろむろむ、ろむ、れむす。我、ロムスの直系にしてその血を継ぐものなり──」

　クリスはリリアーヌが得意の招喚魔術でロムレス王室に代々仕える七十二柱といわれる精せい霊れいのうちハウレスを呼び出し銀の円盤を綺麗に焼き尽くすのを見届けた。

（姫さま。そこまでこのいやらしげな謎円盤にご立腹でしたのですね。このクリス感服いたしました）

　謎円盤と称されるアダルトＤＶＤはあろうことか室内のど真ん中で焼却された。当然のことながらポリカーボネートの焼けた強烈な臭気が部屋中に広がり、ムッとしたものが立ち込める。

「あやや。換気、換気をいたしましょう」

　クリスが慌てて部屋の窓ガラスを開閉すると、意識を失ったように寝ていた上総の目ま蓋ぶたが激しく蠕ぜん動どうしはじめた。

「ん。な、なんだこの臭いは……」

「お、お待ちになってくださいませカズサさま。まだ、目覚めては──！」

　必死で起きるのを留めようとするリリアーヌの仕草にクリスは振り返った。

　とにかくリリアーヌのフォローを。

　慌てたクリス。落ちていた弁当のゴミ袋に蹴け躓つまずく。

「んべっ」

　我ながらはしたない声を出してしまった。そう思って鼻の頭をこすりながら顔を上げると、そこには豹ひようの姿をした地獄の大公ハウレスが「やっ」とばかりに目を覚ました上総にあいさつをしているシュールな情景があった。

「久しぶりだな勇者よ」

「な、ななな、なにをやっているんだ──っ！」

　なお不必要に精霊を呼び出した咎とがでクリスとリリアーヌがめちゃくちゃ怒られたのはいうまでもない。




　同時刻、東とう京きよう都と千ち代よ田だ区く秋あき葉は原ばらＵＤＸ裏通り──。

　北きた山やま則のり武たけ（28）はようやく手に入れたフィギュアを手に駅へと向かっていた。

　時刻は午前十一時三十四分を過ぎていたが空腹感はない。北山は交代勤務で平日が休みなため、夜勤明けで眠らずこの街に直行していた。

「へ、へへへ。やっと手に入れた魔法幼女まのかフィギュアだ。これでようやく保存用、観賞用、実戦用の三体がそろったゾ」

　まだ二十代後半というのに体重は百キロをオーバーしている。タルタルのシャツに、最後にいつ散髪したかわからないぼうぼうの髪をバンダナで留めている。季節は晩秋というのに北山の額には大粒の汗が光っていた。くうと、腹が鳴った。

　朝飯抜きで動き回っていたため急激に空腹を覚え、北山の脚が止まった。ここでなにか腹に軽く入れておくべきか。そう思って歩を進めようとした瞬間、右足に強烈な痛みが走った。

「いでぇっ」

（なんだよ。もしかして、また痛風が再発したのかよ、クソが）

　若いが常日頃から偏かたよった食事を続け、ロクに運動というものをしたことがない北山は痛風を患わずらっていた。

「なんでだよ。せっかくいい気分で眠りにつけると思ったのにィ」

　北山が激しく舌打ちしながら足元を見る。

　そこには、まったくもって思ってもみなかった光景が広がっていた。

「はえあ！」

　黒のコンバースの上にどろりとした青みがかった粘液質の物体がのしかかっていたのだ。

　声を出そうとしたが、肺を摑まれたように息ができない。

（なんでだ。なんで俺がこんな目に遭あわなきゃならないんだよ。不幸だ。不幸すぎるよ）

　最初に感じた強烈な痛みはすでにない。とても現実とは思えないが、そのスライムのような物体はじゅくじゅくと白煙を上げながら北山の右足首を完全に溶かし切っていた。

「や、やべ、やべって。どいて、誰か、助け──」

　くるぶしから下は完全に感覚がない。あたりまえだ。青いスライムは北山の足首を完全に消化しきると、うぞうぞと触手を伸ばしながら、今度はふくらはぎを喰いはじめた。

　ぺたんと尻しり餅もちをつく。もう立つことはできない。路上には通行人がいるが、なにかパフォーマンスでもやっているとでも思ったのか、北山に目もくれず、さけて通っていく。

「ひ。アンタ、なにをやってるんだ」

　スーツを着た三十前後の男がようやく異変に気づいたのか声をかけてくれた。

（ああ。これでやっと助かるのか、俺は）

「アンタ、その足、どうしたんだ？」

　男に聞かれ、北山は自分の足を見た。スライムはすでに右足を完全に喰いつくして巨大化し、胸のあたりまで広がっていた。強い吐き気がする。北山は鈍にぶく呻うめくと胃の内容物を残らず吐き出した。びちゃびちゃとぬるまった血が上半身を濡ぬらすが、それが呼び水となったのか。

　長方形に刈り込まれた植込みの陰からいくつもの青やら緑やらピンクやらの物体がドッと飛び出して一斉に北山の全身を覆っていった。呼吸が止まる。スーツの男が悲鳴を上げて遠ざかってゆく。

　北山はあたたかい粘液質なものに視界を包まれながら、ゆっくりと深い混こん沌とんへと落ちていった。




「えーと、結論として君たちをこのまま部屋に閉じ込めていても精神衛生上よくないので、地上世界に連れ出す決断を下しました」

「わー。さすがカズサさまっ。英雄にふさわしい殿との御ごですわっ」

「それでこそ勇者さま。私は真の主あるじを仰ぎ見た気がします」

　上総はリリアーヌとクリスをひとところに閉じ込めておくほうが危険と判断し、外界へと連れ出すことにした。

　ま、どっちにしろ言葉は通じないし、ちょっとコスプレが好きな外人さんとして押し通せば特に問題はないだろう。

「てかさ。おまえら俺の部屋漁ってただろ。いってみ？　怒んないからさ」

「ぎくぎくっ。カズサさま。わたくしがそのような不ふ埒らちな真似をするような女だとお思いですかっ。ねえ、クリス」

「ええ、そうですそうです姫さまの仰られるとおりですよ酷ひどいです勇者さま」

「クリスの頭、埃だらけだぞ」

「はっ」

「簡単に引っかかってくれるなよ」

「くううっ。謀はかりましたわね。非道です、ずるっ子です勇者さま」

「だから怒らないっていっただろ。見られて困るようなものなんか置いてないし。ただ、変なもんに不用意に触ってリリアーヌたちが怪け我がしたら大変だしさ」

　上総は素直な気持ちを吐と露ろした。するとふたりはバツの悪そうな顔で唇を歪ゆがめ同時に下を向く。なんだろうか。反省でもしているのかな。

「わたくしたちだっていいたいことは山のようにありますけど、それをこらえていることをカズサさまにもわかって欲しいですの」

　リリアーヌは餅のようにぷーっと白い頰を膨ふくらませ不平不満を口にした。

「いいたいこと？　なんでもいってよ。俺、いわれないとわかんないし」

「わたくしは、リリアーヌはカズサさまにとってどういう存在なのでしょうか」

「そんなもん決まってる。リリアーヌとクリスは俺にとって世界よりも大事な女だ！」

　間髪を入れずにいった。もちろんおべんちゃらや噓うそ偽いつわりのない言葉である。上総にとってふたりは心底を露あらわにして語ることができる数少ない友人なのだ。

（ふたりがいないと俺はこの大東京砂漠でぼっちだしね）

　上総の実情はともかく、ふたりは言葉通りに受け取ったのか、カッと頰を赤らめとろけた表情になった。

「カズサさま……リリアーヌは一生ついてゆきますう」

「クリスもお供しますよう」

「お、おう。とりあえず、なんかわかってもらえたみたいでうれしいけどさ。さっき精霊に焼かせてたのはいったいぜんたいなんだったんだい？」

「ぷい」

「ぷぷいぷい」

「おーい、そっぽむくなー。そこは拒否かよ」

　乙女の心はときとして頑かたくなになるものだった。

（とりあえず晩飯の食材調達も兼ねて、あそこに行こうか）

　上総は部屋着からシャツとチノパンに着替えると、ふたりを連れて家を出た。時刻は午後四時を回っている。晩秋の都心の日の暮れは早い。平日とあってか人の動きは少ないものの、リリアーヌとクリスはさすがにそびえ立つビル群に目を丸くしていた。

「え、ええと。カズサさま、この建物たちはいったい」

「す、すごく高くて、人もたっくさん歩いてます。今日はお祭りかなんかですかね」

「いや、まだ会社帰りの人が少ないから、今は空すいてる時間帯だよ」

　上総たちは当然のことながら共通ロムレス語といわれる言語で話しているので、道行く人が時折チラと視線を投げてくる。だが都会の人間はよほどのことがない限り、他人とは接触しようとしないのだ。真っ白なドレスとメイド服を着た白人の少女が歩いていても「ああ、外国人がいるな」ですんでしまう。これが上総の田舎であれば、反応は一段上であったろうが……。

「あの、そこをぶおんぶおん大きな音で走っているのは、カズサさまが昔お話ししてくだすった〝じどうしゃ〟という乗り物でしょうか」

「そうだよ。その広い道は自動車の走る場所だから人間は歩道を歩いてね」

　リリアーヌもクリスも片側三車線を走る鉄の塊に圧倒され上総に隠れるようにして怯おびえていた。

「こ、怖いですわ。なにか、すごく大きくて。戦馬や竜車よりも強そうです」

　リリアーヌのいう戦馬とは異世界ロムレスで戦闘用に品種改良されたスレイプニル種の改良馬で、竜車は調教したドラゴンに引かせる戦車でありいずれも平地戦の花形であった。つまり、それらと比較しても道路を疾走する鋼の車体は狂暴の一語に尽きた。

「まあ強いだろうね。車は日本の基幹産業だし」

　リリアーヌは上総の背後から顔をひょこひょこ覗かせ、やや渋滞気味の道を走るワーゲンを畏い怖ふの表情で眺めていた。

「あれ、びゅんびゅん走っていますけどぜんぶ鉄ですよね。この街は鉄鋼業が盛んなのですね」

　一方、クリスは恐怖よりも好奇心が勝まさっているのかわりと積極的に車道に近づき動く車の群れを物珍しそうに眺めている。車の助手席の窓からは、私立幼稚園の制服を着た女の子がクリスの姿を見つけニコニコ笑いながら手を振っているのが見えた。

　クリスもやや強張りかけた表情をゆるめ和やかに手を振り返すが、空いた手はギュッと上総のシャツの裾を摑んでいた。

「姫さま。あのような幼子も平気で乗っておりますので、それほど怯えなくても大丈夫ですよう」

「そ、そうなのでしょうかカズサさま？」

　怯えるような瞳がどこか犬っぽくてカワイイ。上総はリリアーヌの身体を軽く引きつけ「怖くないよ」というように、そっと手をにぎにぎした。

「とりあえず俺のいうとおりにしていれば害はないけど。車は本当に危険だから。道を移動するときは充分に気をつけてね」

「はいっ。リリアーヌはカズサさまにこの命を託しますわ！」

「私も勇者さまにすべてを預けますっ」

　──そこまでせんでもええわ。

「で、カズサさま。わたくしたちは今からどこへ向かっているのでしょうか」

「んー。とりあえずこれからは自炊がメインになると思うから近所のスーパーに買い出しだな」

「失礼ですが勇者さま。すでに日は夕暮れどきでございます。市はとうに閉まっているのではないでしょうか。あ、それとも懇意のお店が食材を留め置いてくれてあるのでしょうか？」

「確かにロムレスでは朝早く市がはじまって遅くても、昼過ぎにはほとんど売り切れだったもんなぁ」

「それでは屋台ですか？　わたくし以前上総さまが連れて行って下すった屋台のお食事、すごく素敵でした」

　ぽわぽわと、リリアーヌは黒目がちな瞳を潤ませ、両手を顔の前で合わせながら思い出を反はん芻すうしていた。

　ああ、そんなこともあったっけかな。

　上総は以前何度か冒険の途中で寄った街や村で屋台のジャンク料理を買い食いして楽しんだことを思い出した。王族であり、旅の途中では専属の料理人がついていたリリアーヌはそういった土地土地のものをあまり口にしたことがなかったのでひどくよろこんでいた。

「屋台じゃないよ。とにかく、行けばわかるって」

　上総はニッと笑うとちょっと得意げな感じでふたりの手を引いて目の前に見えるスーパーに歩みを速めた。













　スーパーで首尾よく食材を買い込んだ上総かずさたち一行は日がとっぷり暮れた街の夜景を眺めながら、徒歩十分程度の道のりを三十分ほどかけて帰って行った。

　店内では予想通りリリアーヌもクリスも「中が冷たいですの！」や「姫さま肉がぴかぴかです！」と大おお仰ぎように驚いてくれたが、本筋とは離れるのでここでは割愛する。

　夕飯はふたりを歓迎して上総が料理の腕を振るった。

「といってもタダの水炊きなんだけどね」

　鶏肉にシイタケ、春菊、白菜、つみれ団子をだし汁でコトコト煮込んでぽん酢ずで食べるだけだが、あっさり味はふたりに好評だった。キッチンではなくベッドのある自室にコンロを用いて土鍋をかけ、楽しく三人でつつく。上総は金がなくてもこういったささやかなことで充分しあわせな気持ちになれる男だった。

「カズサさまはお料理も得意でございましたのね。わたくし、なにもかも負けているので、すごく傷つきました」

「ん。ってリリアーヌ、おまえも飲んじゃったの？　まずいな。日本じゃ未成年の飲酒は禁止なのに」

　見れば安い発泡酒の空からがあちこちに転がっている。上総は自分が酒に弱いことを自覚していたので、ちびちびやっていたのだが、ちょっとコンビニに出かけた隙にかなりの量が消費されていることに愕がく然ぜんとした。

「ねーえ、聞いてますう？　わたくしのハートは傷ついちゃったんですよぉ。どうしてくれるのですかぁ、このっ。このっ。ひどいひと」

　酔っぱらったリリアーヌがしなだれかかって熱い息を吐きかけてくる。胸元に深く切れ込みの入ったドレスを着ているので豊満な乳房がこぼれ落ちそうになり、自然な反応として視線が落ちてしまう。

「ちょ、また騒がしくしたら近所に迷惑だっての」

「心配しなくても、この部屋には魔術をかけておきましたので完全防音れすよーだっ」

「だああっ。胸が、おっぱいが、乳房が、いろいろとヤバい状況に──！　おい、クリス。早く姫ひめさまをなんとかしてくれっての」

　そういえば静かだなと思っていたら、クリスはスカートをまくり上げて半ケツを晒さらした状態でうつ伏せに寝入っていた。あたりには燗かんをした日本酒の徳とく利りが転がっている。

「おいクリス。クリスさーん。大丈夫ですかぁ……？」

「くぴくぴ……わらしはへいきれす……くぴくぴ……」

　白目を剝むいたままなにごとかをつぶやき、口からはだらあっとよだれを垂らしている。一部マニアはよろこびそうであるが、完全に酔よい潰つぶれていると判断していい。

「ねええ、かずしゃしゃまぁ。リリとイイことしましょうよう。よう、よう」

　リリアーヌがぐにゃっと身体からだをくねらせながら、フェロモンむんむんで迫ってくるが上総は鋼のような自制心で耐えた。できるならばシラフのときにいい思い出を作りたかった。

「俺は酔っ払いとはえっちしないの。ったく」

　纏まとわりつくリリアーヌを敢あえて跳はね除のけずその若い身体の感触を楽しみつつ、クールにいい放った。本心は酒が入っているので肝心のときに役に立たなかったら恥ずかしいという気持ちが強いせいだった。リモコンを操作してテレビ画面をつけると、ド派手なニューステロップが躍る。

「んんん。なになに、現在秋あき葉は原ばら駅えき周辺で集団傷害事件発生──ってマジかよ！　明日、山手線どーなんだ？」

　ニュースは秋葉原駅付近で起きた連続傷害事件を詳しく報道していた。上総も見たことがある複合型オフィス近くの路上で次々と無差別に人が襲おそわれているらしい。被害者のすべては今朝から夕方にかけて、正体不明の化学薬品で重度の熱傷を受け、合計で四十八人もの人間が都内の各病院に搬送されていた。

「死亡者もすでに十八名を数えており、現在警視庁では事件について捜査を行っているとのこと──」

「はぁー。マジか。そういや、昨日っからゴタゴタでテレビもまともに見てなかったなぁ。テロかぁ？　怖いねぇ、物騒だねぇ日本も」

　ぴっぴことリモコンをザッピングさせてもどこの民放も特別番組としてこの事件を報道していた。

「ま、動く動かないは天が定めるってことで、俺は明日もあるからそろそろ寝ますかね」

「うにょりー。ゆうしゃさまぁー、そんなところさわっちゃイヤン」

「だめぇん、かずしゃしゃまぁ。あかちゃんできちゃいますう」

「うっせうっせ。どっこも触ってないだろうが」

　上総はしあわせそうに寝ているクリスとリリアーヌに毛布をかけると、鍋やら食器やらを片づけ出した。このままほろ酔い加減のいい気持ちで明日の業務に立ち向かえる。

　──そんな思いが打ち砕かれたのは、スマホに届いた一通の無慈悲なメールであった。




　夜、十時三十七分──。

　件くだんの連続傷害事件があった現場をひとりの年若い少女がこともなげに闊かつ歩ぽしていた。

　警察によって封鎖線が敷かれる区域であったが、ものともせずに歩く少女の姿はひどく時代がかっていた。

　夜目にもひと際目立つ巫み女こ装束。白衣の上半身に光沢のある緋ひ袴ばかまはここがアキバと思えばコスプレと見るのが妥当であるが、少女のそれは使われている材質そのものが違った。

　腰まで届く長く艶つややかな黒髪と整った容よう貌ぼうが神秘さを増していた。小さめではあるが整った鼻び梁りようはかわいらしく、やや吊つり上あがった目尻はどこか猫を思わせるように鋭い。肩からは軍用品を思わせる実用を重視した重厚なショルダーバッグを下げており、袴には真っ白な小刀が無造作にぶち込んである。右肩から吊っている青い竹筒の用途は不明だが、少女は道をゆっくり歩きながらなにごとかを竹筒に話しかけているかのようだった。

「外げ道どう丸まる。ここが例の事件現場だけど。確かに、ちょっとヤバそうね」

「おいおい。さてもの退たい魔ま巫女であらせられる紅くれないさまがビビってんのかよー。オレさま、そんなんじゃ悲しいぜー」

　青あお竹たけの筒からはにょろりとした白い獣が顔を覗のぞかせひっひと声を上げて笑った。ひょろりとした細長い顔につぶらな瞳で見た目は愛らしい。

　人語を操るこの怪物は、名を外道丸という。

　妖怪専門のハンター、退魔巫女である白しら河かわ紅が使役する管くだ狐ぎつねという種の使い魔だ。

「見て。この場所。溶かされた人の肉片と、妖気がすっごく濃い」

　内閣調査室特別預、京都陰おん陽みよう機関所属──。

　それがこの美び貌ぼうの少女を表すすべてだった。

　現代の科学では立証できないことがらを秘密裏に処理する、この国に古くから伝わる退魔機関。紅は十六歳にして不世出の天才と呼ばれた霊力を持つ妖怪ハンターだ。

「紅ー。オレさまの鼻によると、コイツはたいしたことないぜー。そんなん気にすることねーっての。今までだって、これ以上のバケモンばんばんやっつけてきたじゃんか。ちょっと、気ィ小さすぎ──あ、ぐう」

　ぺらぺらと喋しやべる外道丸の首根っこを摑つかむと紅は情け容赦なく引き絞った。












「うるっさいわね。敵は未知数よ。どれほど弱っちくても用心してし過ぎるってことはないの。そもそもあたしはあんたの親同然なのよ。目の見えないうちから育ててもらって、恩もロクに返さず死ぬなんて親不孝じゃなくって？」

「あ──ぐあぐ、ちょっ、マジ悪かった──オレが悪かったから、それ以上絞めないでよぉ──ホント死んじゃうって、ママぁん！」

　紅は細めた瞳を元に戻すとそっと外道丸から手を放した。

「まったく親より先に死ぬのは最大の不幸っていっているのに。気をつけなさいよね。ばか」

「こ、殺そうとした相手にいわれたくないよぉ、鬼ィ」

「て、あんまり遊んでる暇はないのよね。明日も学校があるのだし。こっちだってパパッと片づけて早く寝たいのよ。小テストの勉強もしなきゃ、それに睡眠不足は美容に悪いの」

「そんなもん気にしたって見せる相手がいるわけでもなし──わぁ、噓うそ噓っ。オレっち紅さまの美貌のために精一杯気張らせていただきまーっす」

　外道丸はにょろりと筒から出ると、事件のあった植込み部分をくんくん嗅かぎはじめた。

「ねえ。まだ？　とっとと見つけなさいよね。いくらあたしが天涯孤独で学費を機関に負担してもらってるからって、平日の真ん中で呼び出されるの、すっごーい迷惑なの」

「ンなそう簡単に見つかれば世話ないっての！　って、これ。もしかしてヤバくね？」

　紅は外道丸が探っていた下草の一部がわずかに揺ゆれるのを感じ、身構えた。バッグから呪じゆ印いんを書き込んであった護ご符ふを引きずり出すと、鋭く吠ほえた。

「だっ。来た来た来た来たよーっ」

「下がってなさい、不肖の息子むすこ」

　甲高い紅の気合とともに、どこに潜んでいたのか、植込みやタイルの隙間、建物の陰や停めてあった車両の下から色とりどりの物体がバッと虚こ空くうに舞って紅と外道丸目がけて襲いかかってきた。

　視線を切らず紅は飛びかかって来る個体を視みた。数は、十七。大きさは中型犬から大型犬といったところか。もちろん、同時にさばけない数ではない。

「と、はああっ」

　気合一いつ閃せん。

　手にした呪符を四方八方から襲ってくる個体へと一斉にバラ撒まいた。

　闇やみ夜よに、カッと光が灯ともり、同時に紅を襲ったスライムの群れは真っ赤な炎を上げて、ぼろぼろとあちこちに吹っ飛んだ。

　火の方術である。

　護符によって発火した粘液質の怪物の半ばはうぞうぞと蠢うごめきながらもやがて燃え尽きた。

「な、なんだよー、コイツらっ」

「気を抜かないで。大物がそこにいるわ」

　紅が建物の隙間を凝ぎよう視ししていると、やがてその怪物は姿を現した。粘液質の怪物が積み重なったそれは、パッと見て三メートルを超えた人ひと形がたをした異形だった。

　離れているのにもかかわらず、魚の腐臭めいた毒気が漂って来る。

　紅はこういった臭気には慣れたもので眉ひとつ動かさず、

　ぞろりぞろり

　と音を立て近づくそれから視線を切らない。

「ひ」

　外道丸は強こわ張ばった声で悲鳴を上げるとしゅぽんと青竹の中に隠れてしまう。無理もない。彼は元々探査用に育てた管狐なので妖物と戦う力は持ち合わせていない。

「妖怪っていうよりはＢ級ホラー怪物ね」

　ドロドロにとろけた妖物──紅は心の中で密ひそかにヘドロゾンビと命名──はグズグズに足元のコンクリートを溶解させながら、ずっ、ずっと一歩ずつ迫って来る。

　敵は強烈な溶解液で身体を構成させている。

　近づいて戦うのは不利。

　そう見た紅は小ウサギのように素早い動きでバックステップを刻む。

「随ずい分ぶんと千せん客きやく万ばん来らいだ」

　はっ、と気づく。

　背後を見やると、そこにはダークスーツを纏った十人ほどの男が手に手にナイフや護符を持って、陣形を描いていた。

「その獲物。手に余るようなら、こちらで引き取らせてもらう」

　スッと男が独特の家紋をしるした提灯を突き出してきた。

　それを目にした途端、紅の形相が狼おおかみにも似た剣けん呑のんなものへと一変した。

「あんたたち岩いわ手て組ぐみね。いまさらのこのこ顔出してどういうつもり。ここはあたしが仕切っているの。余計なことをすれば、殺すわよ」

　紅の声の温度がスッと下がった。

　が、男たちはそれに応こたえることなくゆっくりと距離を詰めてくる。

　──殺してしまおうかしら。

　退魔巫女にとって猟場を荒らされるのは無理やり押し倒されて身体を穢けがされるのと同等の屈くつ辱じよくである。それよりもなによりも紅は、目の前の男たちを率いる「岩いわ手て彦ひこ」という退魔士に特別な感情を持ち合わせており、不快感や忌避感は通常よりもはるかに強かった。

「なあに。それほど時間はとらせない。そもそも陰陽機関同士、殺し合いはご法度のはず」

　頭かしらだった男が顎あごを引くと、扇状に広がっていた配下たちが一斉にヘドロゾンビへと飛びかかった。

「ちょっ、待ちなさいよ──！　不用意に近づいてはダメ」

　紅の忠告もむなしく、男たちは自分の獲物を振りかざして、鈍どん重じゆうに見える妖物へと斬りかかってゆく。

　威勢がいいのはそこまでだった。

　ヘドロゾンビは突とつ如じよとして陽炎かげろうのように揺らめくと、地をすべるようにして動き、向かっていった男たちを一蹴した。

　じゅっと肉の焦こげるような嫌な臭いが紅の鼻を横合いから殴りつけた。

　安易に攻撃した男たちはヘドロゾンビの拳こぶしで五体を焼かれ、弾はじかれたように吹っ飛んであちこちで悶もん絶ぜつしていた。

「あああ」

　手で顔を押さえて絶叫していた男はみるみるうちにヘドロゾンビの強烈な毒で細胞を浸食され、日向ひなたに置いたアイスクリームのようにドロドロに溶けていった。

　ある者は腕を。

　ある者は脇腹を。

　ある者は手や足を焼かれ冷たいコンクリートの上で七転八倒している。

「だからダメだといったでしょう。あなた、早く結界の外に出て救急隊を呼びなさい。その間、あたしがコイツをひきつけておくわ」

「そんなこと、死んでもできるはずがないだろう」

　紅が知るに岩手彦の右腕と呼ばれていた男は独とつ鈷こ杵しよに似た法具を摑むと雄たけびを上げながら突っ込んでいった。男には男なりの誇りがあるのであろうが、それは妖物にとってみればどうだっていいことだ。退魔士にとってもっとも重要なのは、生きて仕事を達成することにある。

「く──」

　紅は甘いと思いながらも、手にした護符にありったけの念を込めて男を援護するように放ったが、ヘドロゾンビの手は想像以上に長かった。

　距離にして、まだ十メートルはあっただろう。それを一瞬でゼロにしたのだ。

　男は得意の武器を一度も使うことなく、ヘドロゾンビの腕であっさり顔面を摑まれた。

　耳を覆いたくなるような絶叫が木こ霊だました。

　じゅおおお

　と、鉄板で肉を一気に焼くような鮮烈な音が響き渡った。

　こうなれば、情けをかけるだけ自分の命が危うくなる。

　そう判断した紅は投げつけた護符に念を送って敢えて逸そらすことはせず、むしろ捕まった男の身体を薪まき代わりに使うことでヘドロゾンビへと強烈な炎を浴びせることにした。

　男の背中が一瞬でオレンジ色の火の玉に変化した。

　同時にヘドロゾンビの長い手は導火線の役目を果たし、紅の火術の熱を本体まで容易に伝道させ、見事に焼却することに成功した。

「悪いわね。でも犬死によりはマシじゃない」

「ひでー女」

「なにかママに文句があるのかしら」

「ありましぇーん」

　外道丸と軽口を叩たたきながら紅は己の準備不足を呪っていた。

（もう少し、上位の武器を持っていればなにか別の方法があったかもしれないけど）

　不意に足元からぞくりと怖おぞ気けを催させるような強烈な悪気を感じ、紅は整った容貌を曇らせた。

　今しがた斃たおしたばかりのヘドロゾンビの下から巨大な影が黒雲のように沸き起こると紅の前に立ちふさがったのだ。

　とにもかくにもデカい。十メートルにも達するであろう大型ヘドロゾンビにさすがの紅もジリジリと後退せずにはいられない。

（残る敵は通常体が八体。そしてコイツが正真正銘の親玉ってわけね）

「苦戦しているようだな」

　退ひくか戦うかを迷っている紅の背に聞き覚えのある声が投げかけられ全身の血がスッと引いた。

「岩手彦──！」

　そこには闇に溶け込むようなダークスーツを着こなした壮年の男性が物もの憂うそうな顔つきで立っていた。












　血が逆流する。

　紅は燃え立った感情が爆発しそうになって目の前が白くチカチカと明滅した。

　退魔岩手組を率いる総そう帥すい岩手彦はポケットからマルボロを取り出すとジッポで火をつけ悠然と紫煙をくゆらせている。

「岩手彦さまっ」

「総そう帥すいっ」

　これに、完全に押され気味だった生き残りの男たちが歓声を上げた。

　岩手彦はサッと右手を上げて彼らを制すると指先の煙草を宙に跳ね上げ巨大なヘドロゾンビへと歩を進めた。

　気負うことのないゆっくりとした動きである。

　紅は岩手彦が移動する際に使う足の動きを読み取り舌を巻いた。

　あれは退魔のために古代中国から伝わった相当に古い歩法である。

　足運びそのものに強い意味が込められており一歩進むごとに岩手彦の五体へと気が満ちてゆくのがわかった。

　ヘドロゾンビが悠然と歩いている岩手彦に猛然と打ちかかるのが見えた。

　が──岩手彦は右手に煙草を持ったまま頭上から打ち下ろされた巨木のようなヘドロゾンビの拳を左手でこともなげに受け止めたのだ。

　るおおお

　とヘドロゾンビが奇妙な唸うなり声ごえをあげながら十メートルに達する巨体でのしかかり、圧力を加えているが、岩手彦は微動だにしない。

　岩手彦は眉ひとつ動かすことなく拳をサッと捌さばくと重力を無視したかのように、ふわりとヘドロゾンビの重たげな巨体を宙に跳ね上げた。

「消えろ」

　特別なまじないもかけずにそう宣言すると、天高く舞い上がったヘドロゾンビは向かい側のビルの壁面に叩きつけられ、凄すさまじい音を立てて爆散した。

　ヘドロゾンビの身体は驟しゆう雨うのように地上へ降りそそいで道路と停めっぱなしの駅側にある四トントラックを汚水で汚した。同時に紅は残っていた八体のヘドロゾンビが岩手彦に襲いかかるのを見た。

　だが、岩手彦はそれらの強襲にたじろぐこともなく、手にしていた煙草を口にして大きく吸った。

　肺に循環させた白煙を四方八方から打ちかかって来るヘドロゾンビたちに素早く吹きつける。ほとんど瞬間的にヘドロゾンビたちは青白い炎に包まれると身の毛もよだつような断末魔を上げながら道路へと転がった。

（やはり、強い）

　岩手彦は体内の気を煙に混ぜて自在に操り、妖物たちをたちどころに一掃したのだ。

「な、なあ紅。ともあれ敵を倒したんだから、もちっとハッピーな顔をしようぜ。ほらほら、スマイル、スマーイル」

　外道丸はにょこにょこと青竹から這はい出るとおどけて口元をゆるめて見せた。

「ハッピーな気分になりたいのは山々だけど。ちょっと気が早いかもね」

「え」

　みるみるうちに紅たちの周囲を今しがた倒したはずのヘドロゾンビたちが埋め尽くしてゆく。

　その数、少なく見積もっても五十は超えていた。

　すでに紅の位置からは岩手彦の姿が見えないほどヘドロゾンビたちが増殖している。

　数の暴力というやつだ。これをまともに相手にするのはよほど腕に自信のある馬鹿か、それとも数を数えられない馬鹿だ。そして紅はどちらかといえば利口なので取るべき道は決まっていた。

「無限リポップね。ゲームと違ってあたしは弱体することがあっても強くはならないケド」

「あ、あはは。でもさでもさ。こいつら、先月奈良でやっつけた鬼よか強くないだろ。だったら──」

「ないのよ」

「へ」

「単純に道具の持ち合わせが」

「お、おいおいおい。あの神経質な紅さんが、そりゃないだろうよぉ」

「外道丸、できれば考えておいてもらえないかしら」

「な、なにをだい？」

「辞世の句」

　外道丸の顔がベソ面になったところで紅はようやく溜りゆう飲いんが下がり、この場を撤退するため血路を開くため意識を集中させた。




　上総は激怒した。

　無論のこと上司から不意打ちの呼び出しを喰くらったことに起因している。

　──人を休みの日にまで呼びつけやがって。あいつは糞くそオブ糞だな。

　久方ぶりにいい気持ちで休日を終えられるかと思ったが、そんなことはなかったぜ！

　飲み屋で管くだを巻く上司から「お、明日有休取ることにしたんや、がはは」といわれ、どうでもいい理由でどうでもいい書類を預かるため山手線に乗った自分の怒りはどうなるのだ。

「あーあ。いい気分で明日を迎えられると思ったのになぁ。でも」

　上総は疲れ切って目を閉じる車内のオヤジたちを睥へい睨げいしながら優越感に浸っていた。たとえ俺の勤めている会社がブラックだとしても、うちにはプリンセスとメイドがいる。

「フフフ。その点においてはこの俺は超越種であるといえよう。やっててよかった勇者業」

　──あの血みどろの過去に感謝する日が来るとはな。

　上総が多幸感に浸っていると、ぞくぞくと骨盤から頭のてっぺんまで強烈な電流にも似た悪お寒かんが鋭く駆け抜けた。かつて、あの旅で幾度も己の命を救った超感覚だ。見れば、久々に自分の胸には勇者の紋章が青白く煌こう々こうと光を放っている。

　瞬時に、上総はどのような異変にも対応できるよう身構えて全身にプロテクションの魔術をかけた。

　来る。

　必ずそれは来る──。

　異変は次の瞬間、列車ごと上総たち乗客を襲った。

（って、ここってば例の曰いわくつきのアキバじゃねえか）

　悪い勘は当たるもの。

　上総たちの乗った列車は秋葉原駅に到達すると同時に強烈な揺れに襲われ、誰もがいかなる回避行動を取る暇もなく、上下左右へと強烈にシェイクされた。怒号と絶叫が車内に満ちて阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図が瞬時に列車内に広がった。

「ぐ、ううっ」

　上総とて、瞬間的に防御態勢を取らなければ相当なダメージを喰らっていただろう強烈な衝撃だった。列車は横転しながらホームに乗り上げると、意志を持った巨人の腕で捻じ切られるように、

　みきみき

　と奇怪な轟ごう音おんを立てて絞り上げられた。

　──数秒のち。

　上総は割れた窓枠を握っていた超人的な力をふとゆるめた。車内のあちこちからは呻うめき声ごえも聞こえない。あの力の余波ではまず全員即死であろう。列車の本体は奇怪なほど捻じれていた。上総は力ちから業わざで鋼鉄の車体を曲げながら、散らばった突起に身体を引き裂かれぬよう留意しながらなんとか外へ這い出ることに成功した。

「たまんねーな。こりゃ」

　そっと両手を合わせる。同乗していた人々は運が悪かったとしかいいようがない。仏の姿は見えずとも鉄の棺かん桶おけから染み出す強烈な血と糞ふん便べんの入り混じった強烈な死の臭いが上総の魂たましいを虚むなしくさせた。

「なんとか弔とむらってやりたいが、今はできそうもない。そのうちなんとかしてやるからさ。化けて出ないでくれよな」

　右手を突き出し念のため車体に生体反応がないかサーチした。

　結果は、予想通りだった。

　生存者ゼロ。

　無意識のうちに唇を嚙かんでいたため口中が鉄てつ錆さびに似た臭気で満たされた。まず疑ったのはテロのたぐいであるが、列車から降りてすぐそうではないことが上総にはわかった。プラットフォームから見えるはずの景色がマーブル状にうずを描いてぐねぐねと歪ゆがんでいる。濃密な魔力に満ちた空間は、ロムレスで幾度も潜もぐった、魔物たちが棲すむダンジョンそのものだった。

「くそ、勘弁してくれよ。よりにもよって寝る前に」

　上着についたガラス片を払いのけるとまずは状況把握を行う。車内の乗客たちの死は悲しいことだが、すぐに切り替えていかなければ生き延びることは不可能だ。

　意識を集中して周囲をサーチする。捻じられた雑ぞう巾きんの様相を呈している列車内には当然生命反応はなかったが、ぐねりながら下へと無限に続いていそうな階段からはいくつもの生命エネルギーを感じ取ることができた。

「ゲルデーモンか」

　つぶやきと同時に、全身をヘドロで覆われた異形の魔人が五体ほど姿を現した。

　ダンジョンの中層に住む、熟練の冒険者でなければてこずってしまうレベルのモンスターである。彼らはゲル種と呼ばれるロムレス各地に生息する雑魚モンスターの気が凝り固まって発生したといわれ、体表には常に強烈な毒を持った液体が循環し、主に中型から小型の野生動物を襲って糧かてにしている。素手でやりあっても問題はないが、それでも人形をした灰色のモンスターを目にすると躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「やっぱ、背広が汚れると嫌だからやめよう」

　上総は構内にあるゴミ箱を片手でヒョイと持ち上げると、後方にぶおんと振った。

「ま、これでいいか」

　もう片方の手で燃えるゴミの箱を取った。当然ながら防御用だ。

　構えを取った。

　あとは近づいて来る敵に向かって随時投げつけるのみだ。

　三体のゲルデーモンが襲って来る。

　三メートルを超す巨体に似合わぬ素早い攻撃だ。

　上総は差し伸ばされたゲルデーモンの右腕を無造作に左のゴミ箱でカチ上げると、ぐっと身体を前のめりにして駆けた。

　力を込めてゴミ箱を投げる。

　距離はそれほど離れていない。

　風圧でベコンと音を立てゴミ箱は飛翔しながら変形した。

　そのままゲルデーモンを巻き込むと階下へ吹っ飛んでいった。

　鈍い音とともにゲルデーモンの肉片が階段に飛び散る。

「ゴミ、散らかしちゃったな」

　だが、投げたゴミ箱に重みがなかったせいか、直撃をさけた二体がずるずるとしつこく近づいてくる。

「もう、しつけーな」

　上総はキオスクに設置されたジュース類の入った冷蔵庫を無理やり引き抜くと、今度はしっかりフォームを意識して投とう擲てきする。飲み物を四散させながら箱はひゅるひゅると飛びゲルデーモンを直撃した。

「ストライク」

　がこん、がこん、がこん、と賑にぎやかに音を鳴らして冷蔵庫は魔物とともに闇の中へと墜落してゆく。

「さて、いつまでこうしていても次発が来るわけでもなし」

　上総は変質した駅の階段をゆっくりと降りて行った。ポケットからスマホを出すが時刻は午後十一時十三分で停止している。アンテナは一本だけ立っている。反射的にリリアーヌたちに連絡を取ろうとして、彼女たちがスマホを持っていないことに気づき苦笑する。

　だいぶ現代に毒されてるな。

　落ち着けよ、上総。

　そんなこっちゃこれから先、生きて家まで戻れるかわからねぇぜ。

「さて、鬼が出るか蛇が出るか」

　カツカツと靴音を響かせ階段を下るがいつまで経たっても底が見えてこないのだ。当然のように隣のエスカレーターも命を失ったようにピクリとも稼働していない。照明がすべて落ちているので異様に暗いのだ。

　かつては闇夜でも自在に動き回れたのだが、こうも灯あかりのある現代生活に慣れると急きゆう遽きよ、視界を切り替えることは不可能だろう。経験と勘でなんとか戦うしかない。

　側面の白くすべすべした壁が次第に隆起した岩肌に変わってゆく。普通ならば動揺のひとつもしておかしくないのだが、むしろ上総は帰るべき場所へ戻ってきたような、懐かしい気持ちで胸が一杯になり、皮膚の下を這い回るなんともいえない快感に笑い出しそうになっていた。

　これだよ、これ。

　長く忘れていた野蛮な血が全身に吹き上がりそうになる。現代日本では到底味わうことのできなかった、冒険と本来の自分の力を全力でぶつけ合うことができる強きよう靱じんな生物がこの先にいることを知っている。

　いいや、知っていた。

　コンクリートの階段。もはやいいわけの利きかない、巨大な岩盤がゴロ石に変化している。歩行もままならない悪路を見た途端、上総は踊り出したくなるような気分で背筋がゾクゾクしていた。

　一階のコンコースに降り立った。目の前には、親の顔よりもはるかに見慣れた真っ暗で視界の利かない、己がもっとも愛したダンジョンが広がっていた。

「マジかよ、まいったな、こりゃ」

　鏡を見なくても自分の目が血走っていることがわかった。濡ぬれた岩や土と湿った独特の空気がツンと鼻を突く。獣が生まれ故郷に戻ったかのように、とても身体が馴な染じんでいた。

　お、おおおー

　お、おお、あー

　獣の唸り声のような。

　地響きのような。

　奇妙な吠え声とともに、遠方から轟音が聞こえて多数の生命体がまっしぐらに駆けてくるのを理解した。

「やめてくれよな。今の俺はただのサラリーマンなんだぜ」

　語尾が震えた。同時に胸元の紋章が光ってエネミーが近づいて来ていることを知らせる。

　上総は口元で灯りの呪文を唱えると、手のひらサイズの光の玉をポンポンと宙に打ち出した。珍しいことに、上総は歴代勇者でもほとんど類を見ないことだが、魔術適正を持っていた。敵を攻撃して撃滅する力は持たないものの、ちょっとした明度を得るには充分なまじないだ。

　光の玉は弾けるとあたりを昼間のように照らし出した。魔術の効果は少なくとも小一時間は消えないだろう。

　充分だ。

　駆けてくる集団は、鮮せん烈れつな赤い笠かさに黄色い粒の玉を持つ歩くキノコの化け物たちだった。

　ポイズンマタンゴ。

　ロムレス全土の地下に棲せい息そくし、毒のある胞子を飛散させ小動物を媒介し子を増やすモンスターである。

　目鼻がなく、身長は百五十センチ前後だが、初級の冒険者は高価な解毒薬など持ち合わせていない上、ヒーラーがパーティーにいないため高確率でこれに遭あうと死んでゆく。

　ぎぎっ、とポイズンマタンゴが奇妙な音を立てた。かのモンスターには発声器官がなく鳴くことはできないのだが、上総にはそれが彼らの歓迎の言葉のように聞こえ、自然と前に飛び出していた。生物の習性として体温のある上総を感知し、襲って来たのだろう。

　ポイズンマタンゴとしては多数で上総を取り囲んで押さえつけ、自分たちの胞子を植えつけ仲間を増やす苗なえ床どこにする。そうなるはずだった。

　上総は自ら駆けて距離を狭めると、鋭く息を吐き出しながら手刀を素早く打ち振るった。

　コンコース一杯に広がって駆けてきたポイズンマタンゴの数は三十体を超えていたのだろうが、上総が素早くその群れを駆け抜けたとき、半ばが縦に引き裂かれ弾けたように四散していた。

　魔力を右手に纏わせたまま剣のように振るったのだ。レベルカンストした勇者が初期のダンジョンに潜ればこうなるという手本のような激突だった。

　くるりと上総が向き直ったとき、残りが斜めに裂けたり、真っ二つになったりと多種多様な死にざまを見せた。

　上総が倒れてのたうつマタンゴたちを静かに見下ろしていると、さらに後方から甲高い女の叫び声が響いてきた。その声の場違いな明るさに呆あつ気けに取られ、反射的に振り向いていた。

「なに突っ立ってんのよ、アンタ。どいて、そこ！　どいてったら──！」

　そこには、先ほどを倍するキノコの群れに追われる緋袴が目を引く年若い巫女が血相を変えてこちらに向かい駆けてくるのが見えた。




　休日の夜に上司から資料を受け取りに行った帰り、電車が秋葉原で横転して九死に一生を得たかと思ったら駅が異世界のダンジョンに変化して、あまつさえその途中でお化けキノコの大軍から逃にげ惑まどう巫女に出くわした──。

「なにをいっているかわからないが、ここはとにかくよけないと」

「だーかーら、どきなさいってのっ」

　あえぎながら巫女姿の少女が突っ込んで来る。

　さけるには間に合わない状況だった。

「だあっ。この状況でよけられねーだろって！」

「きゃっ」

　上総は駆け込んで来る巫女を抱きかかえると、ふわり、という擬音が似合うゆるやかな動きで高々と飛翔した。

　天井近くまで飛び上がると、放物線を描いて落下する。上総は彼女の重さなどないように寄せ来るポイズンマタンゴの群れをひとっ飛びに超えると、華か麗れいに着地した。

　たっ、と軽やかに着地。

　少女を抱きかかえたまま背後を見やる。

　ポイズンマタンゴの群れは標的を見失って後方へと駆け去ってゆく。

「な──なにを、あなた」

「ふう。とりあえずよけられたかな、と」

「とりあえずじゃないっ。気安く触るんじゃないわよっ」

「ひでぶっ」

　十五、六歳くらいの若い巫女は上総の腕の中でジタバタもがくと、がりがりっと顔を爪で引ひっ掻かき猫のように身を丸めて上総の腕から逃れた。ピンクのネイルが施された爪が縦じゆう横おう無む尽じんに顔面を走った。たまらず顔を押さえて座り込むと、ぐっと腕を引かれる。

「じゃなくて。そんなところに座り込まない。とっととこの場所を離れないと」

「おまえがやったんだろーが」

　ともあれ巫女のいうとおりだ。上う手まいこと襲撃をかわされたキノコ軍たちが反転して追っかけてくる。自分は特に問題などないが、この娘が毒胞子を喰らえばまず命はないだろう。

「俺は雪ゆき村むら上総だ。アンタは？」

「か、勝手に名乗らないでよ。あたしは白河紅。退魔巫女よ。あなたがどこの組かは知らないけど、今は一時休戦にしましょう。って、あれっ。外道丸がいないっ」

　紅は自分の足元をキョロキョロと見回し出した。

「なんのことだ──あれか」

　走りながら紅がわたわたと自分の身体をまさぐっている。上総が後方に視線を向けると、ポイズンマタンゴの真っただ中に落ちた青竹の先から白っぽい生き物が顔を出していた。

　あれが紅と名乗った少女にとってどういう存在かはわからないが、放っておけばキノコの毒にやられて死ぬのは必定。瞬間、紅の手を放して反転して駆け出し、叫んだ。

「イタチは俺に任せて君は逃げろ」

「ばっ、そんなことできるわけ──ちょ、行くなってば」

　上総はキノコの群れにタックルするように身を低くして飛び込んだ。コンマゼロ秒の差で竹筒と奇妙なイタチのような生き物を確保すると、胸の中に抱えて四つん這いになった。もごもごと白いイタチが喋ったような気がするが、構ってはいられない。防護の術を唱えて身を縮める。隙を見て転がって離脱すれば、胞子の毒がこの獣に回らない可能性もある。もちろん、自分が毒を吸うことなど念頭にない行動だった。

「誰がそんなことしてくれって頼んだのよ──は！」

　紅の叫び声。

　同時にギュッとつむった視界の裏に強烈な炎の熱を感じた。

　激しく咳せき込こみながらなんとか顔を上げる。

　紅が虚空に投じた白札がたちまち増殖してコンコースを覆い尽くした。

　驟雨のように降り積もった、無数の護符が火花を散らしてゴーゴーと烈火のごとく燃え出した。

　日輪が目ま蓋ぶたの裏に顕現する。炎の滝が上総たちを絶妙なポイントでさけて流れ落ち、キノコの魔物たちを焼却していった。

　毒の胞子が熱に焼かれて霧散してゆく。周囲の安全を完全に確認してから上総は竹筒ごとフレットに似た黒目がちの生物を持ち上げニッと笑う。

「ようし。もう大丈夫だぞう。はは。こうして見ると結構かわいいやつだな」

「お、おまえ。どうしてオレを助け──」

「うっわ、喋った。気持ちわるっ」

「うおい！　オレさまを投げ捨てんなっての、酷ひどッ！」

　上総は急に人語を操った白イタチを思わず放り投げた。紅がとたたっと軽やかに焼け焦げたポイズンマタンゴの残骸を駆け抜けキャッチする。

「おい、そこの巫女ＪＫ！　その生き物喋ってんぞ。嚙かむかもしんないかな触るなって」

「外道丸を助けてもらっておいてなんだけど、気持ち悪いとか醜いとか生理的に受けつけないとか安易に口に出さないでちょうだい。この子が傷つくわ」

　紅は竹筒を腰の帯につけ直すとツンとそっぽを向いた。

「紅の言葉でオレは一番傷ついてるよ」

「へ。もしかして、その生き物、君のペットなのか？」

「不本意ながらね」

「不本意とかゆーなっ。オレは紅の相棒だよな。相棒にして使い魔の外道丸さまだよな？」

「最近のイタチって喋るのか。珍しいな」

「わかってていってるんでしょうけど、一応、コレあたしが飼ってる管くだ狐ぎつねだから」

「管狐──ま、世の中いろんな人がいるからねぇ」

　紅は「しらばっくれちゃって」とか「下へ手たな芝居」とかつぶやいているが、上総はイマイチ言葉の意味がわからなかったので沈黙を守った。

（世界は広い。異世界とか魔術とかあるから陰おん陽みよう師じとかそういった和物テイストのマギウスがいても問題ないだろ）

　このようなことを考えるのは異世界招しよう喚かんの経験がある上総だけが納得できる理由だった。外道丸という名の管狐はぴょこぴょこ竹筒から頭を出して頻しきりに視線を送ってきている。感謝の意を示しているのだろうか。獣のやることはよくわからん──。

「なんかすっごい自己主張してるけど。ま、助かってよかったな」

「とりあえず礼をいっておくわね。でも余計なことしてくれちゃってとか本当は思っているの」

「オレ、やっぱ余計だったの？　紅にとってはその程度の存在なの！」

「あー、冗談はさておき。もうそのくらいにしとこうぜ。あまり小動物を虐いじめるのは好きじゃないんだ」

「え？　あたしは至って本気だけど」

「オレ、この兄さんとこに転職してもいいですかねぇ？」

「……と、これ以上話の腰を折り続けても仕方ないので戻すけど。それで、今さらながら聞くけど、オジサンはとりあえず岩手彦の繋つながりってわけじゃないのよね」

「お、オジサン……俺はまだ二十八なんだけど……」

　上総は強烈なショックを受けて激しい立ちくらみを感じた。だって俺、まだ二十八だよ。バンバンジャリジャリ若造の範はん疇ちゆうじゃない？　などと激しく葛かつ藤とうするのは十年ぶりに再会したリリアーヌたちが、かつてまだ十代だったときとまったく同じノリで接してくれたので、自分が世間的な女子高生から見ればロートルではないと思い込んでしまったことにあった。

「……まあ、そこはいいか。うん。君がなにを心配しているかは知らないけど、その岩手なんちゃらってのは知らない。それよりも説明してくれよ。この駅の中、なんでこんなんなってるんだよ。それと退魔巫女ってのはなんだ？　なんか今日はアキバで大がかりなイベントでもやってたのかよ」

　上総がわちゃわちゃと焦あせって手を振ると、紅は周りをくるくると回って犬がするように、クンクンと鼻を鳴らして匂いを嗅ぐような素振りを見せた。

「うん。とりあえずあなたの身体からは方術のたぐいの臭いはしないわね。本気でしらばっくれてるってわけじゃないみたいだし。でも、ホントにさっきの手並みからして、別流派の退魔士じゃないっていい切るのは無理があると思うのだけど。上総」

「ぐ。いきなり呼び捨てかよ。とにかく俺はそんな中二病真っ盛りの設定なんか持ってない。都内に住んでる普通のリーマンだっての」

「普通のサラリーマンが、あの妖物たちを目にして冷静でいられるはずないでしょう。外道丸を見てもちっとも驚かないし」

「だって喋るオウムだっているし、もしかしたら遺伝子改造されたミュータントかもしんないだろ」

「その設定のほうが怖いわよっ」

「ところでな、白河さん。その──」

「気持ち悪いから紅でいいわよ。あたしもあんたのこと上総って呼ぶから」

　ＪＫのあまりの馴なれ馴なれしさに上総は白目になった。

「で、なにかいいかけたけど。なに？」

「いや、なにっていわれても。ちょっとは言葉のキャッチボールをだな」

「それにあの超人的な跳ちよう躍やく力りよくはあたしが知らない術のなにかでしょうし。ま、とりあえず敵じゃないってわかればこっちは問題ないんだけど」

　紅は視線を落とすと上総の言葉をまったく聞いていない様子で自己完結した判断を下しはじめていた。

（あー、これアカン子だわ）

「カズサの兄さん。紅はどうもコミュ症の節があってな。呆あきれないで辛しん抱ぼう強づよくつき合ってくれるとオレも肩の荷が下りるんだが」

「このイタチのいうことは十割気にしないでいいから」

　紅が外道丸の首をキュッと絞めるのを見て上総はこの娘が恒常的に小動物を虐待しているのを知り戦せん慄りつした。

「その退魔巫女とか退魔士ってのがわけわかんないんだよ」

「退魔巫女も退魔士も陰陽機関に所属する方術使いの総称よ。こっちの世界じゃ女は巫女で男は士で単純に分けてるだけ。やることは、さっきみたいなモンスターたちを人知れずぶっ倒すのがお仕事。もう、いちいちわかりきったことをこと細かく説明させないで欲しいわね」

　──退魔巫女と退魔士。

　新たに出現したワードに上総は激しい面倒くささを感じずにはいられなかった。

「えーと、それってもしかして家業で世界のモンスターをやっつけてる系？」

「まさか。あたしはこう見えても歴れきとした国家公務員よ。国に雇われてお給料をもらってこの仕事をしているの。伊だ達てや酔狂でやってるわけないじゃない」

「女子高生国家公務員──！」

　ブラック企業のブラック正社員である上総は格の違いをまざまざと見せつけられ片膝を突いた。ダメージは甚じん大だいだ。

「なによ。それに上総。あんたさっきからあたしのこと遠慮なくジロジロ見まくって。キモ」

「……安易に人にキモいとかいうなよ。だいたい男のほうが女より自殺する傾向が高いんだぞ」

　上総はたたみかけるような痛烈なダメージを受けてガックリと四つん這いになった。

　紅はちょっと、いや、かなりドン引きで距離を取る。

「ま、あなたのようないかにもモテなさそうな男があたしのような巫女服の似合う美少女と会話する機会なんて然そう然そうないでしょうから。仕方がないといえば仕方のないことなんでしょうけどね」

（く、悔しい。けどこの娘、結構な美人さんだぜ）

　紅は自分で豪語するだけあって整った容貌を持つ美少女であった。たっぷりとした黒髪はさらさらと艶めいており、魔術の灯りで照らされた目鼻立ちは神秘さを感じさせるものだ。どこかバタ臭さのあるリリアーヌやクリスと違って、純和風な顔立ちである。

「お、俺をディスって満足ですかい」

「と、立ち話している暇なんてなかったっけ」

　つい、と紅は顔を背けた。

（挙あげ句く無視かよ）

「ねえ、あなた素性を隠しているのはともかく、それなりに腕が立つのは確かなのだからここは共同戦線とゆきましょうよ」

「共同戦線？」

「あたしは若年でも退魔に関してはちょっとしたものよ。よければ、こっちが譲歩してあなたを臨時雇いで組下にしてあげてもいいっていってるのよ」

「紅ー。ここは素直に心細いから一緒に行こうっていえないのかねぇ」

「黙れ」

「ぎぎぎ、ぐるじぃ」

　紅は余計な差し出口をした外道丸を物理的にシメた。

「……あー。とりあえず、俺もこのダンジョンから出なきゃならないのは同じだからさ。そういったことなら、協力させてくれないかな」

「そ、そう。そこまでいうのならば、面倒見てあげなくもないわよ」

　かくして上総は謎の女子高生退魔巫女白河紅とともに地上脱出を目指すことにした。




　しばらく歩くと岩盤で覆われた天井付近から抜け出ることができた。

「おおっ、明るい」

「文明の光よね」

　先ほどまであった胸躍らせるいかにもな不思議なダンジョンの雰囲気は消え去り、上総たちの前には平常通りの駅構内が広がっている。

「けど、これなんだよ。先が見えないぞ」

「完全にパースが狂ってるわね」

　秋葉原駅はそれほど広い駅ではない。だが一階部分は次元を捻ねじ曲まげたように空間が先の先まで無限に広がって終わりというものが見えなかった。頭上にはライトが煌々とまたたいているので心理的負荷は減ったといえるが、ひとっこひとりいない構内は不気味に過ぎた。

「空間が、なんらかの理由で捻じ曲がっているのか？」

「それだけじゃないわ。時間も完全に停止している」

　紅が袂たもとから銀色の古ぼけた懐中時計を差し出してきた。

「壊れてるとかそういうことは」

　彼女は続けてスマホを開いて見せる。アンテナはバリバリに立っているのだが、時刻のみが世界と切り離されたように表示が消えていた。

「これだけで安易に時間も停止しているとはいい切れない」

「そうね。あたしがいっているのはあくまでも可能性よ。でも、ここまでの怪異はそうそうお目にかかれるものじゃないわ。そういったこともあるかも知れないということを想定しておくことが大事なの」

「わーったよ。やれやれ。これで外界の時間が普通に流れてたらどうすべぇか」

　上総たちは無限に引き延ばされた一階の駅構内をゆっくりと歩きはじめた。

「それって手巻きだよな」

「ええ、そうよ。家を出るとき、きちんと壊れていないか確認してきたもの。この空間はなんらかの力が働いているとしか思えないわ」

「ちなみに紅は駅がこうなった状態だから依頼を受けて入ってきたのか」

「それは──」

　紅は身体をもじもじさせると、逆に上総を威い嚇かくするように睨にらみつけてきた。

「な、なんだよ。守秘義務があっていえないってんなら、別に無理に聞かないけど」

「兄さん。そら紅だって、自分が外にうじゃうじゃいた怪物から逃げ切るために駅に入ったなんてプロとして到底口にできな──むごぐっ」

「だから、あんたはなんだってそうぺらぺらと人の恥を晒すかなぁ、もう！」

　紅は外道丸の頭を竹筒の中に押し込むと感情的に吠えた。それから窺うかがうように上総を上目遣いで見ると、ごまかすように自分の髪をさっと掻き上げた。

「な、なによ。あれは戦略的撤退であって、そもそもプロとしてあたしは当然の選択をしただけであって、そのことであなたに非難される理由は」

「別に俺はなんもいってないけどな。それにピンチのときに引くのは当然のことだから気にしなくてもいいと思うぞ」

「は──誰がなにを気にしているっていうの？　あんた、ちょっとばかり外道丸を助けたからってあたしが気を許すとでも思ってるの！」

「許してるじゃん許してるじゃん」

　外道丸が筒の中でそういうと紅は顔を真っ赤にしてぼごっと筒を叩いた。

「で、紅は外でなにをしていたんだ」

「知っているだろうけど、ニュースでさんざんやっていたでしょう。秋葉原駅で起きた連続傷害事件、あれの調査をＵＤＸの裏でやっていたの。そうしたら──ま、ちょーっとばっかりめんどくさいのがドバッと、ね。致し方のないことだったのよ。うんうん」

「ま、どっちにしろこっから出なきゃならんしなぁ」

（俺は補助的な魔術しか使えない上に、初級のみときた。リリアーヌがいれば精せい霊れい招喚術でどうにかなったんだろうが）

　てくてくと無目的に歩いていると紅の腰に括くくりつけられていた円盤状の璧へきがカタタッと揺れて澄んだ音を放ちはじめた。

「なんだ？」

「来たわね。それも、一匹や二匹じゃなさそう」

　紅はそういうと素早く上総の背に隠れた。

「おい、なんで隠れるんだ。さっきキノコさんをやっつけたやつを使えばいいじゃんか」

「あれはもう品切れ。なるべくなら接近戦はさけたいのよ。あたしか弱いから」

　上総はがしがしともじゃもじゃな頭髪をかきむしると、紅が油断なく視線をとばしている今来た道を振り返った。

　ここはパッと見普通の駅だがすでに異界のダンジョンである。どのような怪物が姿を現してもなんの不思議もないのだ。ベタベタと粘液質なものがのたくるくぐもった音が近づいてくる。ふと顔を上げると天井には体長五メートルに達するであろう茶褐色の魚が集まっていた。

「逃げるぞ」

「え？」

　上総は見慣れたその異形の魚を視界に収めるや、紅を抱えて脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

（ロムレスアブラボウズだ──あんなもん相手にしてられるか）

　一切戦おうともせず逃げ出した理由は、上総がこの魚に嫌というほど苦汁を飲まされていた過去の経験からだった。

　このロムレスアブラボウズというダンジョンに棲息する魚は水陸どちらでも生存することができ、小動物をその鋭い歯で襲ったりするが、落ち着いて対処すれば初級の冒険差でも問題のないものだ。いうまでもなく危険度は著しく低く、今の上総でも不覚を取ることは万が一にもありえない。

　ならば、なぜ逃げたかというと──。

（アレとやりあうと、身体がものすごく臭くなる）

　ロムレスアブラボウズはその名の通り身体がほとんど脂の塊のようなもので、下手に触ると強烈な臭いが付着して、半月は社会生活が送れなくなるレベルのものだ。無論のこと、そのような目に遭うのはご免被る。それに無理に戦ったとしてもなんら益えきはない。

「ねえ、ちょっと！　あの魚ってそんなにヤバいやつなの？　あたしにはさっきのキノコのほうが強かったように思えるんだけどっ」

「そう思ったらひとりでやってくれ。俺はいつでもおまえを放り出す覚悟がある」

「はぁ？　か弱い退魔巫女をゴミみたいに捨てるっていうの？　キモいおっさんのくせにクズなの？　心というものがないの？　死ぬの？」

「死なないけど、あの魚に触ると浮浪者並みのオーラを二週間は放ちながら生きることになるがそれでいいのならご勝手に！」

「上総、超特急で！」

　狙いを定めたロムレスアブラボウズたちが天井と床を交互に跳ねて纏まとわりつこうと襲ってくる。上総はかつて味わった異様な臭気といつもは愛想がよかったメサイアパーティーたちの憐れん憫びんに満ちた視線を思い出しながら駆けた。

「ねえっ、上総。何匹かすっごく速いのがついてきてるんだけどっ」

「だああっ。異様に進化した個体がぁ──ってしめた！　あそこで迎撃するぞ」

　無限に続くと思われた駅構内マラソンも終わりが見えてきた。出口の改札口がついに視界に収まったのだ。上総はウサギのようにぴょんぴょーんと跳ねながら改札機を飛び越えると紅を放り捨てた。

「ぎゃんっ」

　妙な声で紅が顔をしかめ叫ぶ。

　見ている暇はない。

　構っている余裕はない。

　自動改札機と床の設置面に指をかけた。

「ぎゃあー。上総、来てるっ。えらいのが来てるっ」

「わーって、るって！」

　上総は自動改札機を抱えるような形で目をそっとつむった。

　冷たい金属の箱を通して両手の指先から魔力を送り込む。

　魔術の根源はイメージにある。

　素早く体内の魔術回路を繋ぎ切ると向かい来る魔魚の群れに意識を集中させた。

「でりゃっ」

　上総は唇から鋭い呼気を放出しながら「断裂」を意味するロムレス語を叫ぶと魔力を解放した。

　途端に改札機の投入口から軽やかな音を発して無数の切符が打ち出されていった。

　青白く光る切符は激しく宙を飛び交いながら一個の意志を持った生物のようにロムレスアブラボウズに向かって殺到する。

　矢のように疾はしった切符の嵐は押し寄せてくる魔魚の群れを次々と肉塊に変えてゆく。

　単純に鋭いのだ。

　カミソリのような鋭さを持った切符たちは、統率の取れた軍隊のように魚たちを次々と撃滅してゆく。

「うし」

　無論のこと操作しているのは上総である。彼は魔術師ではないが、この程度の攻撃魔術を操る才と能力は度重なる魔王討とう伐ばつの戦闘の中で身につけていた。自動改札機を抱える上総はさながら砲を自在に操る老練な撃ち手であった。

　肉が引き裂かれて吹き飛ぶ音が駅構内に響き渡る。

　魚体を構成していた脂分がびしゃっと床となく天井となく汚してゆく。

　上総は冷静に切符の狙いをはずすことなく盛んに排出させ宙を逃げまどう怪魚たちを屠ほふっていった。

　だが数が数だ。上総が巧みに切符を使って切り刻んでも生き残った数匹は果敢にも突撃をやめようとしない。上総が諦あきらめて悪臭に塗まみれる現実を受け入れようと目に涙を溜ためはじめたとき、背後からしゅしゅっと赤い光がほとばしったのが見えた。

　火矢だ。

「射てっ。そのまま異形の怪物たちを平らげよ」

　くっ、と首を曲げ後方を見るとダークスーツを着込んだ四十過ぎの精せい悍かんな男が、巫女の一軍を指揮して矢を射らせていた。

　巫女たちは全員が全員とも紅と同世代の若い少女たちだった。平均的に見ても顔を基準にそろえたような整った容貌を誰しもが持っていた。いつの間に、これだけの数が迫っていたのか不思議なほどである。ざっくり見積もって三十人はいそうな巫女たちは、それぞれがしゃりしゃりと音を立て神楽かぐら鈴すずを揺すったりする組と、長弓を引き絞って矢を射たりする組とに分かれ完全に統制が取れていた。

　ロムレスアブラボウズたちは火矢を喰らうとオレンジ色に燃え上がり、嫌な臭いを発して燃え尽きていった。

　ちなみにロムレスアブラボウズは煮つけにして食べると非常に美う味まいらしいが、捕獲時のリスクが高く、市場で競せりに出ることは極めて稀まれである。一部の好こう事ず家かが冒険者に頼んで捕獲依頼をすることもあるらしいが、臭いの保証については対象外なので冒険者ギルドでも忌いみ嫌きらわれている。

（と、過去の思いに耽ふけるのはどうでもよくて。この巫女さんたちは、いったいぜんたいなんなんだろうか。陰陽機関からの援軍かな？）

「岩手彦ッ」

　上総が見当違いなことを考えていると、紅はダークスーツの男を親の仇かたきのように喰らいつきそうな目で睨んだ。

「これは、珍しいところで珍しいものに出会った。あの惨状ではてっきり食い尽くされたかと思ったのだがな」

「お生あい憎にくさま。あたしはあんたの使えない下僕とは格が違うのよ」

「そのわりにこのような下等妖物に手をこまねいて逃げ回っているようでは話にならない」

「なんですって。アンタ、もう一度いってみなさいよ。そのキザッたらしい眼鏡めがねバキバキにぶっ壊してやるんだから」

　紅が吐き捨てるように叫ぶと見み目め麗うるわしい巫女たちが形ぎよう相そうを一変させて前に出た。

「岩手彦さまになんたる無礼な口の利き方。分ぶを弁わきまえなさい」

「は？　そいつのケツにくっついてるだけが能の雑ざ魚こどもは引っ込んでなさいよ」

　頰ほおを紅潮させて岩手彦の巫女軍と紅が改札口で真っ向からメンチを切り合う。上総は泡を食いながら両者を見やり、どう仲裁の言葉をかければいいか激しく悩んでいた。

　だが、岩手彦が手を上げると巫女たちはよく躾しつけられた犬のようにサッと引き下がる。次いで、柱の陰に隠れていたスーツをかっちり着込んだ男たちが四人ほど姿を現した。

「おまえがどう思おうが今回の件は私の組で引き受けさせてもらう。素直に呑のんでくれるとこちらとしても手間が省けるのだが」

「で、か弱い乙女おとめにそのゴリラどもを差し向けて黙らせようってわけ？　名高い陰陽師の岩手彦さまは大層紳士的でいらっしゃるのね」

　岩手彦は眉み間けんにシワを刻んだままわずかに視線を落としていった。

「こういったときほたるならば大人おとなしく聞いてくれたものだがな」

　その表情、遠いなにかを懐古するような、悲しみと憐れん憫びんの入り混じったものだった。

「おまえが、姉さまの名を口にするな──！」

　突如として激げつ昂こうした紅が歯を剝き出しにして岩手彦に摑みかかるが、重量感のある四人の男が壁のように立ちはだかって進ませない。

「いい加減に聞き分けろ」

「岩手彦さまはお忙しい身の上なのだ」

「いちいちお手を煩わずらわせるんじゃない」

「どきなさいよ」

　紅の目がスッと細まる。立ちはだかった男たちをすでに人間として認めない冷え切ったものだった。男が無言のまま手を伸ばす。グローブのように厚みがあって節くれだった太い指が紅に迫った。

「ちょっと待てってば。いきなり同業者同士で揉もめるのはどうかと思いますよ」

　それまで黙って見守っていた上総は音もなく紅と男の間にすべり込み、男の腕を摑み取っていた。

　男は百九十近い長身でボディビルダーのように胸板が厚い。ちょっと見は痩やせてひょろっとした上総に押さえ込まれたことで驚いたようだが、思い直して振りほどこうと身をよじるがその太い腕はピタリと押さえ込まれたまま微動だにしなかった。

　男は額に脂汗をかいたまま、歯を食いしばって満身の力を込めているが逃れることができない。

　一方上総は飄ひよう々ひようとした様子で特に力を込めている様子もなく、猫背のままあくびまでする始末だった。

　男が唸うなりながら頭突きをかましてきた。

　ガッと頭ず蓋がいの鳴る音がして紅が甲高い声で悲鳴を上げた。

　次の瞬間、黙って見ていた岩手彦の爬は虫ちゆう類るいのような目にわずかに感情が生まれた。

　頭突きをかました男がふらふらとその場に崩れ落ちてゆく。

　どこか蔑さげすむような目で紅と上総を見ていた美貌の巫女たちが口元を手で覆った。

「野郎ッ」

「ふざけやがって」

「なめるなっ」

　残った三人の男たちが三方から上総に向かって飛びかかる。紅が前に出ようとするのを押おし止とどめ、上総がなんでもないようにいった。

「ちょっと相談があるんだけどさ」

　振り返ったまま平時と変わらない様子で困ったような顔をした。男たちがそれぞれ右拳を、肘打ちを、蹴りを容赦なく放って来る。上総は額と胸と腰にそれぞれ打撃を受けたが身じろぎもせず平然としたまま目瞬きもせず片手で胸ポケットから財布を取り出した。

「もお、うるさいなぁ。今大事な話してるんだからさ」

　ひょいと蹴りを放ったまま足を上げている男の右足首を摑んで引き上げた。大の男を、それも確実に百キロ超えの巨漢を猫の仔のように逆さまに吊ったのだ。

　上総は男の右足を持って風車のようにぶるんと振ると棒立ちになっていた男の身体へと放り投げた。

　軽々とティッシュケースのように投げられた男は強張った表情の男を巻き込んで駅員室の窓ガラスを突き破り昏こん倒とうした。

　残ったひとりの男が上総の右足を取ろうとタックルをかましてくる。

　上総は目もやらず右肘を後方へと曲げて男の顔面に突き入れる。

　ぐじゃあっ、と男の顔面中央が陥没して仰あお向むけに引っ繰り返った。

　後方へと二メートルほど吹っ飛ぶ。

　巫女たちはきゃあっと悲鳴を上げて自分たちの場所まで飛んできた男をさけた。

　岩手彦はそれを目にし、ピクピクとこめかみに青筋を立て不快感を露あらわにした。

「なあ紅。いいか」

「な、なによ？」

「手持ちが足りないから帰りのタクシー代貸してくんないかな」













「岩いわ手て彦ひこのあの顔には溜りゆう飲いんが少しは下がったわ。上総かずさも少しは使えるじゃないの」

「とりあえず、ダンジョンから出られたのもタクシー代を貸してくれたのも感謝してるけどよ」

「なに」

「なんで俺はおまえんちにいるんだよ」

　なんとか秋あき葉は原ばらダンジョンを脱出した上総はなぜか紅くれないのアパートにやって来ていた。

「そんなの決まってるじゃない。あの男を出し抜くための対策会議よ」

　タクシーで移動する際中、紅の話を聞いたところ、彼女とあの岩手彦という男はともに陰おん陽みよう機関に所属する同僚ではあるが互いに功を競い合うライバルということだった。

「けどな、もうこんな時間だしゆっくりするのもあれだしなぁ」

「時間のことなら気にしなくていいわよ。あたしはひとり暮らしだし、明日学園は休むつもりよ」

「じゃなくてだなあ」

「え？　もしかしてえっちいことあたしにするつもりだったの。やだ、怖いわ」

　紅は自分の身体からだを抱きかかえると怯おびえたような表情で壁際まで後退した。

「しねぇーよっ」

「そういいきられると、それはそれでムカつくのだけど。でも、上総はそんなに照れなくていいのよ。あなたのような、臭くてモジャモジャでいかにも素人童貞そうな男があたしのようにかわいらしい女の部屋に不法侵入以外の方法で入るなんて生まれてはじめてで、そして今後ともそういった可能性は絶無なのでうれしくておしっこちびりそうでも、軽けい蔑べつはするけど不快感を顔に出さないよう努力するから」

「おまえ笑顔でもの凄すごいこといってるよなっ」

「兄さん。紅はぼっちだからこの部屋に人間を呼んだことがないんだよー。ただ舞い上がってるだけだから、そこは年上の余裕でいなしてやんないと──ほぐばっ」

「誰がぼっちですって。塵ちりに還かえりたいのかしらこの子ギツネは」

　器用にテーブルへとティーカップを並べていた外げ道どう丸まるの首を片手で捻ねじり上あげる紅を見て上総は顔を引ひき攣つらせた。

「どうでもいいけど、それってキツネなの？　イタチなの？」

「さあ？　あたしが知るわけないじゃない、そんなこと」

「マッマ、愛まな息子むすこに対する扱いが酷ひどいッスよ」

（まあ、喧けん嘩かするほど仲がいいっていうしね）

　上総は深呼吸すると意識をとりあえず切り替えた。

「にしても、いい部屋に住んでんなぁ、おまえ」

　４ＬＤＫでひとり住まいとは。こちとら狭い１ＤＫでミノムシのように暮らしていた。その上同居人が増えて今は三人だぞ。

「でも、そんなに便利ってわけじゃないのよ。駅まで徒歩十五分はかかるし。雨の日とか意外と億おつ劫くうよ」

「……ちなみにお家賃はいかほど？」

「三十万くらいだったけど。結構お得よね」

「がふっ」

　上総は胸に深い傷を負って床に這はった。毛足が異様に長い。手触りは上質である。うん。お年頃の少女っぽい部屋で絨じゆう毯たんがもこもこだ。とってももこもこで苦しくないよ、俺。

「てか、ホントにＪＫセレブと語り合ってる暇は社会人にねーの。マジでおまえとの共同戦線は駅から出た時点で終わってるからさ。金はキチンと返すから、もう帰ってもいいか」

「そんな……酷ひどい……唐突におまえとの関係は終わりだなんて」

　紅は袂たもとで顔を覆ってしくしくと泣き真ま似ねをし出した。これには上総もうろたえずにはいられない。

「ちょ、噓うそ泣なきだろ？　そんな男女間のもつれのよーなもんはハナッからなかっただろーが」

「でも、あなたはあの秋葉原駅の惨状を見てなんとも思わないの？　罪もない人々がわけのわからない怪異に傷つけられ命を落としているのは真実よ。あなたの胸に正義の炎は燃えていないのかしら」

「本心は」

「岩手彦を出し抜いてドヤ顔したいの」

「じゃあな」

「ちょ、ちょっと待ちなさいって！　最後にお茶の一杯だけでも飲んでいってよ、ねえ、ねってば」

　上総は呼び止める紅を無視して三た和た土きに座り込む。もはや午前の三時である。一時間でもいいから家に戻って眠りたい。今日から地獄のストレスマックス社しや畜ちく生活がはじまるのだ。亡くなった人たちは素直に不幸だと思わなくもないが、あの岩手彦という退たい魔ま士しは有能そうだ。謎のダンジョンの秘密も国家の力で暴かれるだろう。勇者だった頃の夢は忘れてリリアーヌとクリスのために生きると決めたのだ。

　ふと気づくと、部屋のほうからすすり泣くような声が聞こえてくる。

（ふん。また泣き真似だろうが、今度は騙だまされないぞ。キリないキリない）

　そう思ってチラと振り返ると、今度は本当に紅は涙で頰ほおを濡ぬらししゃくりあげていた。

「ちょ、マジで……？」

「あなたには感謝しているのよ上総。お願いだから、感謝のしるしに一杯くらいいいじゃない。ええ……そうよ。外道丸のいうようにあたし、寂しいのよ」

　上総は顔をしかめながら苛いら立だたしげに立ち上がった。あのときもそうだった。勇者として異世界に招しよう喚かんされ、まだ幼さが残るリリアーヌに懇願され戦うことを決意した。あのときのリリアーヌと目の前の紅が重なったのだ。甘い、と自分は思う。そんな安っぽい義ぎ俠きよう心しんのために自分はこれまでどれだけの時間と人生の意義を見失い続けてきたのだろうか。幸い日本にも怪異を清める独自の国家機関が存在する。上総に超人的な力が残っていたとしてもお鉢が回ってくることは万が一にもないだろう。それを思えば、どういった事情か知らないが、こういった退魔業に身を染める紅の苦労が偲しのばれた。

「じゃ、じゃあ一杯だけ」

「ほ、ホント。よかった……」

　紅の声が上擦っている。深夜の謎のテンションで上総はどこかハイな気分になりつつあった。

（でもこれってもしかして、すっごくラッキーなんじゃないかな。相手はすっげーカワイイＪＫだし、よく考えなくても俺は十も下のおにゃのこに歓待されてるわけだし。ちょっと血ち腥なまぐさい経緯だけど、こんなに懐かれるなんて、もしかしてモテ期ってやつかな。う、うはは。ついにこの俺にも春が巡って来たわけか）

「はい、どうぞ」

　上総はニコニコ顔でちんまり対面に座る紅が妙にいとおしく思えてきた。

　──もしかして、もしかして、コイツってば俺に気があるんじゃね？　上う手まくすれば、なんか合法的にそういった関係に……待てよ上総。おまえにはリリアーヌやクリスがいるだろうが。でも、やはり日本人は日本人と一緒になったほうが上手くいくような気がするし。

「いただきます」

　アイボリーホワイトのカップを持って香気漂う紅茶を口に含んだ。上総はほんのりとした甘みに相好を崩しどこか熱の籠こもった視線で自分を見守る紅の顔を脂やに下さがった表情で見つめていた。




「おかしいわね。ゾウもコロリといく量を混ぜたのに、まだ落ちないわ」

　紅はキッチンで茶請けのチーズケーキを用意しながら紙包みから取り出した粉をさらりとまぶした。

「なあ紅。もうやめようぜー。そうでなくてもカズサの兄ちゃんはいいやつなんだし。協力が必要なら素直に頼めば聞いてくれるって」

「ダメよ外道丸。それじゃ相手に主導権を握られてしまうわ。ここはなにがなんでもあの男の弱みを握ってぐうの音も出ないように調教しておかないと」

　無論のこと紅が茶に混入させていたのは陰おん陽みよう師じ白しら河かわ家に伝わる超強力な睡眠剤である。一般的には致死量に当たるほどのものを先ほど献じたカップに混ぜたのだが、上総はむしろ鼻歌まじりでふんふんと上機嫌で一向に眠る気配を見せない。これは上総の胸元に刻まれた勇者の紋章の効果で人体に不必要なあらゆる薬効を打ち消していることに起因していたのだが、さすがに紅の知るところではなかった。

　秋葉原ダンジョンで出会った岩手彦──。

　紅にとっては同じ陰陽機関に所属する同輩といえど、決して相あい容いれぬ男であった。彼は、内閣調査室が特別に作った陰陽機関という国内の不可思議事犯を捜査するいわゆる超法規的実行部隊にして「陰陽七しち手て組ぐみ」のうちのひとつを預かる競争相手でもある。

　また彼女には個人的に岩手彦率いるいわゆる岩いわ手て組ぐみに負けられない理由もあり、そのためには彼女が去年から代替わりして預かることとなった白しら河かわ組ぐみを強化する必要があったのだが、性質的にぼっちであり他人とのコミュニケーションを取るのを得意としていない彼女としては戦力を強化できずにいる苦しさがあった。

（上総はたぶんどこにも所属していない元退魔士といったところね。あの膂りよ力りよくといい、異界でも冷静さを失わない胆力。欲しい。我が陣営に加えて絶対に手て駒ごまにしないと）

　紅が見るところ、岩手彦は手下を上総に一蹴され確かに屈辱を覚えていたが、その瞳に興味の色が浮かんでいたことも同時に気づいていた。今回の連続傷害事件に端を発した怪異は当初陰陽機関が思っていた小規模なものではなく、確実に遙かに大きな事件になると紅は確信している。

「あたしの犬になってもらうわよ、上総」

　紅はチーズケーキを用意すると、かなり無理をして年上の男を落とすため自分を取り繕つくろった態度で接することにした。

「かーずくん。ケーキ用意してきたよん。一緒に食べよっ」

「うっわ、なに？　急に、怖こわッ」

「そのいいかたはないでしょーがっ！」

「痛いよっ！」




　ふと気づくと上総は毛布に包くるまっている自分に違和感を感じた。頭の奥が二日酔いのようにズキリと痛い。顔を上げて見慣れない部屋を見渡す。自分がどこにいるかどうかより、まず壁かけ時計が午前十時半を差していることで血の気が一瞬に引いた。

「ちょ、なんでっ。いつの間にっ！　てか、なんで裸なんっ？」

　かろうじてパンツは穿はいているが上半身は裸だ。あたりを見回すと、ワインのボトルが二、三本転がっていた。そういえば昨晩、紅に上手に煽あおられて一杯か二杯飲んだことまでは覚えているがその先はまるきり記憶にない。

「ううん。なぁに、上総ぁ。もう、朝なのぉ」

「だっ、なにやってんだ。おまえはっ」

　見れば生まれたままの姿でいた紅が同じ毛布からゴソゴソと這い出てきた。

　──これはもしかしてもしかすると、してはならないことをしでかしてしまったのか。

「なあ、なんでおまえは裸なんだ」

「やだ」

　紅が急いで毛布の中に再び潜り込んだ。目の前に彼女の白いブラとショーツがチラチラと浮かぶ。あたりを見回すと脱ぎ捨てた白衣や緋ひ袴ばかまが脱ぎ散らかしてあり、あまつさえかわいらしいピンクのゴミ箱には意味深なティッシュの塊が端に引っかかっていた。

　箱がある。

　うん。世界一薄くて数枚しか入ってない割にはバカ高い例の避妊具だ。

　上総は白目になると走馬灯のようにリリアーヌたちとはじめて会った日のことを思い返していた。

「あたし、ダメっていったのに。あなたが無理やり、その、するから」












「噓ですよねぇ」

「噓じゃないわ」

「ゆ、夢だよ。まだ俺は夢の中に」

「穴という穴に精液を流し込まれたわ」

「下品なこというんじゃありませんっ」

「あんたが強要したんじゃない。しくしく、めそめそ」

「だって、だって、これが──あ、封が切ってないッ」

「ぎくりっ」

「おい、なんか今妙な擬態語を」

「ち、違うくて。うん、そうっ。そうよ！　あなたが……生じゃないとイケないとか……せめてつけてっていったのに……無理やり」

　相当に無茶苦茶なプレイを強要されたはずにもかかわらず、紅はどこかなにかをやり遂とげたような顔をしていた。慈じ母ぼのようにやさしげな表情でこちらを見返している。今は逆にその微笑が恐ろしかった。

「俺は、君に取り返しのつかないことしてしまった。なんて、詫わびればいいのやら」

「ううん。あなたの忠告も聞かずに軽率に招き入れたあたしも悪かったのよ。気にしないでちょうだい」

　──そのおもねるような媚こびた態度が余計に痛い！

　ふと気づくと、紅が下着姿のままそっと胸元にしなだれかかってきた。喉がカラカラに渇いている。ふにゃっとした弾力が手のひらにかかり驚いて視線を合わせると、紅は恥ずかしそうに顔にかかった黒髪をかき上げて頰ほおを朱に染めた。

「その、なんだ。俺にできる償いをさせて欲しい。できることがあるなら、なんでも協力するから」

「そう。でも、そこまでいってくれるのならあなたにすがらせてもらうわ」

　胸板に紅が人差し指でくるくると円を描いている。これはいくら上総が男女関係の経験が薄くても意図している意味は理解できた。

　そうこうしているうちに、スマホが小刻みに着信を知らせる。上総の携帯だ。発信者名は会社の上司である。欠勤を罵ば倒とうする五十男の顔が思い浮かびげんなりした。諦あきらめて電話に出ようとすると、すっと白い手が伸びて紅が電話に出た。

「はい、雪ゆき村むら上総の携帯でございます。ええ、ええ、はい。まことにもって……は？　いや、ちょっと待ってください」

　ちょっと待てはこっちのセリフだ。なに勝手に人の携帯に出てるんですかね。あまりのことに言葉が出ず、口をパクパクさせてしまう。

「お、兄さん金魚の真似かい？」

「ち、違う……」

　枕元にいた外道丸が気楽なツッコミを入れて来た。

「ふぅん……オジサン、そういうこといっちゃうんだ……たかがド底辺の吹けば飛ぶようなブラック企業のカス上司のくせに」

　煽らないでくださいィ。会社行けなくなっちゃう！

「はっ……あんまいい気にならないでくれる。上総はアンタのとこのブラックなんかに勤めなくたって、なーんにも困んないんだけどね……はぁ……そういうこというワケ。だったらあたしにも考えがあるんだからね」

　なにを？　と思って呆ぼう然ぜんとしていると、紅は空に印字を切ると明らかに強烈な呪じゆ詛そが混じったなにごとかを電話口で詠唱しはじめた。

　ああ、わかった。これダメなやつだわ。

「って、なに勝手なことしてんだーっ」

「あんっ。もお、なによう。今、いいとこだったのにぃ」

「いいわけあるかっ。あの、雪村です。権ごん田ださん？　権田さんっ？」

　スマホから漏もれ聞きこえてきたのはよく己を罵倒していた権田の絶叫する声であった。鈍い音が響き渡って、同時に同僚たちが救急車を呼ぶ悲痛な叫び声が聞こえてきた。

「なにをしたんだよ、おまえは」

「べっつにー。ただ、上総がちょこーっと休んだだけなのに酷いこというからムカついて、ね。だから、電話先の男に全身から血が噴き出て悶もん死しするまじないをちょっとだけかけてあげました」

　えっへんと紅は小ぶりな胸を張った。

　上総はあまりの暴ぼう挙きよに血の気が引いた。

「あ、アホかーっ」

「てへり。褒ほめてくれてもいいのだぜ。あたしってば有能でしょう」

　紅はかわいく舌を出すと手のひらをグーにして自分の頭を照れたようにこつんとやった。

　上総はあまりに想定を逸脱したできごとに忘我の状態となっていた。余談ではあるが、このあと権田は激しい精神錯乱に陥り、事務所にセルフのスタンドで汲くんできたガソリンを撒まき全焼させるのだが、もはや物語とはあまり関係ない。

「いいわけないだろう、いいわけないだろうが」

　上総はふらついた足取りで服を着て紅のマンションから出て行った。

「あ、また連絡するから無視しないでねー。ダーリン」

「うあああっ」

　耳をふさぎ目を閉じなにも見ないようにする。

　東京の平和はまだ遠い。




「ふうっ。やっといなくなったわね」

　紅は赤らんだ頰のまま素早くライトグレーのワンピースに着替えた。

「なぁ、なぁ。なんで兄ちゃんにそこまでこだわるんだ？　はっきりいってここまでハメる必要があったのかよお」

　にょろりと管くだ狐ぎつねの外道丸がベッドの下から這い出して不満そうにいった。

「うるっさいわね。少なくともあたしは仕込みのために数時間下着姿であいつと同どう衾きんしたのよ。こっちもそれなりの代償を支払ってのことなんだから」

　紅はいいわけするようそういうと、わずかに火ほ照てった自分の頰を手のひらではたはたと扇あおいだ。上総が紅を無理やり抱いたように偽装したのは、これからの仕事においてこちらがアドバンテージを握れるように仕組んだ苦肉の策だった。雪村上総という男は、わずかな時間を過ごした間柄でしかないが信頼に値する男と見込んでの行動だった。

「外道丸のいうとおり、彼の善意につけ込むのはあたしだってあんまり気分がいいわけじゃないけど。あれほどの術者をすぐに探し出せるわけでもないし」

「でも、兄さんが逆に紅のことを自分の女だと扱うような男だったら？　下へ手たすりゃいいように使いまわされたかもしんないぜ？」

「はあ？　あいつがそんなことするわけないでしょ」

「怒るなよ。てか、マジであいつに惚ほれたん？」

　スッと紅の目が温度を排したたぐいのものに変化した。

「あたしが？　ありえない。あいつはあくまでこれからする仕事の道具。外道丸。あなたは雪村上総に恩義を感じているようだけど、この際、それはもう忘れなさい。力があってお人好しで抜けてる男なんてこの業界じゃ喰くわれる側でしかないのよ。あたしは、姉さんと違って喰われる側に回るのはまっぴらよ。そうはならない。絶対に」

「で、これからどうすんだよ」

「今日一日使ってあいつの素性を徹底的に洗うわよ」

「秋葉原のほうはどうするんだ。放っておくのか？」

「岩手彦が気になるけど、一日や二日じゃアレはどうにもできないわ。待つのよ。今回は時間を置いたほうが、上のほうもあたしたちの有あり難がた味みってものが身に染みるはずよ」




「あああ。これから一体どうすればいいんだよ」

　夕刻。

　上総は新しん宿じゆく中央公園の芝生でひとり佇たたずんでいた。あれからすぐに職場へ出勤したがときすでに遅し。めらめらと燃える炎がうずを巻き、上総の勤める東京クリヤ・ウイタエ（株）は勢いよく燃えていた。現場に常駐していた警察官に事情を聞いたところ、なんでも幹部であった権田が今まで会社にはバレぬよう巧妙な手口で脅迫まがいに浄水器を売りつけていた事犯を自ら所轄に連絡し終えたのち会社に火を放ったとのことだった。紅の行使したまじないは人を害する類たぐいのものではなく、人間の良心を強く浮き上がらせるものであった。それをまともに受けた権田は己が今までやってきた行為を恥じ自壊したのが真実だった。当然ながら上総は失業した。

「というか、会社がこの世から消え失せちゃいましたとさ、とほほ」

　すでにこの一件は全国区でニュースになったが、秋葉原駅完全封鎖の大きさに食われてあまり目立つトピックではないことが唯一の救いであった。

「ここでこうしていてもしょうがないし。帰るか」

　トボトボと自宅に向かって帰路を辿たどる。山手線は現在緊急措そ置ちとして全線不通となっており、金もない上総は長い距離を鍛えぬいた足で平然と歩き通した。

「……電車に乗らずみんな歩けばいいんだよな。江戸の時代に戻れよ」

　かなり無茶苦茶ないい分だが、本日の疾しつ風ぷう怒ど濤とうなできごとに頭の処理が追いついていない。

「帰ってきちゃった」

　歩けば家に辿り着くのが当然だ。

「ちょっとマジで顔合わせづらいんですけど」

　それでも上総はここに戻る以外に選択肢がない。加えて紅との情事の一件もあり、また一晩無断で家を空あけたこともあってうしろめたさに拍車がかかった。

「た、ただいま戻りました」

「おかえりなさい、カズサさまー」

「おかえりなさいませっ、勇者さま」

　予想に反してリリアーヌとクリスがとてとてと軽い足取りで出迎えてくれた。

　いつもしあわせ、にこにことゆるーい笑顔。

「あ、ああ。た、ただいま」

　上総は無断で家を空けたことをさぞかし責められるだろうと思っていたのだが、なにごともなかったかのようなふたりの反応に却って強いとまどいを隠せない。

「どうしましたカズサさま？　本日もお勤めご苦労さまでした。湯を沸かしておきましたのでごゆるりと疲れを癒いやしてくださいな」

「あ、あああ、ありがとう」

　あくまで自然な形で上着を脱がせられる。近づいたリリアーヌからふわりとした甘いような匂いが鼻先をかすめた。よく見るとしっとり髪が潤んでいる。先に身体を清めたのだろうか、今朝ほどの紅とのやり取りを思い出し頭の一部が熱くなった。

　服を脱いでバスルームに入る。ノズルを捻ひねって出てきた冷たい水に心臓が止まりそうになった。

「カズサさま、今日の夕ゆう餉げはカズサさまのお好きなシチュウですよう」

　ガラス越しに甘ったるいリリアーヌの舌っ足らずな声が聞こえてきた。

　熱いシャワーを浴びたらいくらか頭の中がスッキリした。

　ふたりに告げよう。

　正直に。

　無職になったことを。

　最低でも失業保険は出るはずだから、その間に次の仕事を探すのだ。自分は外聞ばかり気にして、この世界に戻ってからまともに生きてこなかったツケが回ってきたのかもしれない。レンガ積みでも汚れ仕事でもなんだってやってやる。リリアーヌとクリスを飢えさせたりはしない。ふたりがこの世界で頼れるのは俺だけなのだ。

「紅のことは……ま、いっか」

　その程度の小こ狡ずるさは残っていた上総であった。湯船に浸かってぶくぶくと泡を吐く。ジックリと汗を流して野良犬のようにぶるるっと頭を振ると水滴があたりに散った。

「へへっ。ざまーみろってんだ」

　手て拭ぬぐいで身体の水分を拭って鼻歌まじりにドアを開けるとバスタオルを持って立っていたリリアーヌがあわわと口をＯの字に開いて硬直していた。

「ちょっ、なっ、なんで！」

「え、あ、その、えっと。お身体を、お拭ふきいたしますう」

　消え入るような声で、それでもリリアーヌは跪ひざまずくと、呆然と突っ立つ上総の身体を下から丁寧に拭きはじめた。

（ちょっ、待っ、これどういうお店のサービス？　はわわ）

　リリアーヌは恥ずかしがりながらも、一生懸命上総の身体をごしごしと拭いている。

　彼女は思い切りかがんでいるので、ざっくり空いた胸元から豊満な胸の谷間がモロ見えして上総の孝行息子は雄々しいまでに存在を主張した。

「あ……」

「はうあ！」

　リリアーヌは口をもごもご動かすと酸素を求める金魚のように口をパクパクした。やや厚ぼったいぷっくりとしたセクシーな唇がぷるぷる震えている。ごくりと、自然に生唾を呑のみ込こんだ。

「す、すごいですわ……カズサさま、お苦しそう……」

　なんだこれは、なんだこれは？　もしかして、ここから再びイケナイ状況に突入していくなんて、ダメダメ、キッチンではクリスがジャージャー料理してる最中だし、アレ？　なんかこういうＡＶ以前見たような気がタイトルはジャンルはさすがだぜＤＮＭドットコム──。

　リリアーヌの瞳は熱っぽく強い火が灯ともっていた。旅をしていたときには感じなかった女として熟した類いのものだ。長くたっぷりした髪が彼女が顔をわずかに下げると同じくしてザッと流れて片側を隠した。

「お慰なぐさめ、いたします」

　なにを慰めるんだって！　ボクにはちっともわからないよ？

「はいはーい、ブレイクブレイクーっ！　おふたりともー、クリスさんの美お味いしいお夕食ができましたので手をお清めになって移動してくださいねー！」

「きゃあっ」

「うおあっ」

　ガンガンガンとフライパンを叩たたきながらクリスが突とつ如じよとして乱入してきた。

「きゃあー勇者さまそんな恰かつ好こうでクリスこまっちゃうー」

　わざとらしく棒読みでクリスは身体をくねらせウインクを送ってきた。

「あ、ああ、そうだな。リリアーヌ、あとは自分でやるから」

　冷水をぶっかけられた気分で上総は素早くバスタオルを自分の腰に巻きつけた。いくらなんでもこの状況でリリアーヌにご奉仕させるほど心臓が強いわけでもない。そもそもいくらお互い好意を抱いているとハッキリわかっていても、こうも冷たい視線に晒さらされたまま現実を逸脱できる人間はそうそういないものだ。

「クリス……わたくしはですね」

「姫ひめさま、どうかいたしましたか？　姫さまのクリスはいつでも職務に忠実ですよ」

「もう、知りませんっ」

　リリアーヌは頭からずり落ちそうになった銀のティアラの位置を直しながら腕組みする自分のメイドの挑戦的な目を真っ向から睨にらみ据すえた。

　上総はバチバチと火花を散らす両者から逃げるようにどたどたと自室まで移動すると、手早く部屋着のスウェットに着替えた。

　ううむ。別にこういうシチュエーションが嫌いなわけじゃないし腰抜けってわけでもないぞ。天がまだ俺にリリアーヌをお与えにならないだけだ、と上総は心中で謎の自己弁護を行った。現実としてすでにロムレス王女の処女は上総によって散らされているのだが、彼の記憶にはない。

　とりあえず気を落ち着けて、と。上総が自室のテーブルで頰ほお杖づえを突いていると、しばらくして女同士の話し合いが終わったのか、やや髪を乱したふたりが無言のまま入ってきた。

　リリアーヌが楚そ々そと上総の隣に当然のように腰かけるとクリスが配はい膳ぜんをはじめた。目の前に置かれたカップからはプンと脂肪の強い香りが漂う。

「ロムレス茶です。カズサさまはこれ、お好きでしたよね」

　リリアーヌがにっこりと笑ってクリスが茶をそそいだカップに視線を落とした。

「ああ、懐かしいな」

　いわゆるバター茶の類いである。煮だした茶にたっぷりとバターを溶かし、塩とミルクを混ぜ込んだスープに近い飲み物だ。

「トウキョウの市は新鮮なミルクが手に入るので便利ですねー。先ほど買って来たばかりですから美味しいですよう」

　クリスが空からになった牛乳パックを見せながらコロコロと笑った。

「てか、ふたりだけでスーパーに行ったのか？　大丈夫だった？」

「ええ。わたくしたち皆さま方に大変親切にしていただきましたわ」

「トウキョウ村の民は異国人であるにもかかわらず、それはもう親身にしてくださいましたー」

「そっか」

　上総はカップのロムレス茶を飲んだ。じんわりとあたたかい。積もったわだかまりと罪悪感がホロホロとほどけていくようだった。

「だから、カズサさまはわたくしたちのことなどお気になさらず、お好きなようになさってくださいませ」

「そうですよ、姫さまの仰おつしやるとおりでございます。なになに。私はこれでも子守りとか炊事は得意なんですからっ。つまらぬ日常の雑事などにお悩みなさっては、私も悲しいです」

「そうですよ、カズサさま。わたくしたちはカズサさまのお手を煩わずらわせるためにこの世界に来たのでありませぬ。ロムレスを救ってくれた恩を命を懸けて返しにきたのです。ロムレス人の誇りにかけて、そしてお慕いするカズサさまのためならわたくし、骨と皮だけになってもお支え致します。あなたさまがなんらかかわりのないわたくしたちの世界を救ってくれた、貴い魂たましいに報いなければ、この血に流れるロムスの誇りと名誉を穢けがすことになってしまいます。さすればわたくしは、地下の祖先の霊にどんな顔をして会えばよいのでしょうか」

　リリアーヌの真しん摯しさの宿った瞳。クリスの澄み切った眼。上総はがっくりと首を折ると犯行を自供した……のではなく、自分がクビにされたことと、秋葉原駅が正体不明の怪物に占拠されていることをわだかまりなく話しはじめた。




「大切なのはカズサさまがどのようにいたしたいかということでしょう」

「俺は、できれば紅を手伝って秋葉原を元のように戻したい。すでにたくさんの人が傷ついている。あれは、放置してはならない類いのものだ」

「勇者さまならそのように仰られると思っていました」

　クリスがぐすぐすと涙ぐんでいる。

「さ、カズサさま。それにクリス。すきっ腹ではいくさはできぬとロムレスのいい伝えにもありますよ。夕餉を食べてからこれからどうすればいいかを話し合いましょう」

「リリアーヌ……」

　上総が感動している面持ちでリリアーヌをジッと見つめた。彼女の頰は火照っている。クリスは素早くキッチンに行くと、作っていたシチュウを皿によそって持ってきた。なにをするかと思って見ていると、彼女はスプーンですくってあむっと呑み込むと、ほふほふいいながら唇を尖とがらせ「んーっ」と顔を近づけてきた。

「ほ、ほぁやくわらひのくひからおはべになっれくらさい（早く私の口からお食べになってください）」

「……」

　無言で見ていたリリアーヌがクリスの後頭部にチョップをかます。クリスは「んづっ」と呻うめくとシチュウが器官に入ったのか、思い切り咳せき込こみだす。

「な、いったいなんの恨みがあって、ごふっ、わらひをいじめるのれすかぁ。酷いですぅ、姫さまぁ」

「それはこちらのいう台詞せりふですよっ。あなたのせいでなにもかもがだいなしじゃないですかっ」

「いやぁ、つい、こういう雰囲気に耐えきれなくて。てへり」

　クリスのことがわからなくなった上総は無言でシチュウをひと匙さじすくって口に運ぶ。

「あ、美う味まいや」

「でしょう？」

「でしょうじゃありませんっ」




　翌朝。

　上総が朝イチのニュースで秋葉原駅封鎖の事件を大々的に報道しているのを食い入るように見ていると、キッチンで洗い物をしていたクリスがリリアーヌとともに長い包みをえっちらおっちら抱えてやって来た。

「なんだ？　なにやってるんだ、朝から」

「うぷぷ。それはですねぇ。さ、姫さまからずずいと」

「て、照れますね、なんだか」

　リリアーヌが上総をチラ見しながらおずおずと長細い包みを差し出してくる。手に取って、ピンときた。

「こいつは……」

　包みの上からでもすぐに分かった。布切れを剝はぐのももどかしい。ドキドキと心臓が早鐘を打つ。数秒後。上総は血を吸ったような赤黒い鞘さやを持つ剣を手にしていた。柄を握るだけで手の延長のように思えるほどしっくりと馴な染じむ。ずっしりとした懐かしい重みに涙がこぼれそうになった。

　聖剣ロムスティン。

　魔王を討った正真正銘掛け値なしに上総の半身ともいえる愛剣だった──。

「どうしてこれが」

「勇者にはロムスティン。天地の理ことわりでございます。やはりこの剣は王家の宝物蔵などで眠っているよりは、カズサさまのお腰にあることが似合っておりますゆえ」

「リリアーヌ。こりゃあ、あとで怒られるぜ」

「だから、こーっそり持ってきましたの。結ゆい納のう代わりですわ」

　いたずらっぽくリリアーヌは片目をつむって唇に人差し指をあてた。上総はゆるりとうなずくと聖剣を握ったまま部屋を出てアパートの向かいにある小さな公園に足を運んだ。あとをリリアーヌとクリスがゆっくりついてくる。

　上総は中ほどまで来ると朱鞘から聖剣を抜き放った。

　青白く片刃の刀身が輝かがやいている。

　樹木の葉の間からこぼれ落ちる陽光に照り映えてロムスティンは宝石以上に美しい輝きを放っていた。

　上総は聖剣を構えると無手のように軽やかな足あし捌さばきで動いた。刀身が空を割って鋭い音を立てる。全盛期と寸分違たがわぬ軽い振り心地にしばし酔いしれた。

「これならば、存分に働けそうだ。感謝するよ」

　目をつむったまま無限に行った動作で聖剣を鞘に納める。クリスが熱っぽい目をして胸の前で手を組みほうとため息を吐ついていた。リリアーヌは夢見るような表情で歩み寄って来ると上総の腰に抱きついてぶるりと身を震わせた。

「それでこそ、それでこそわたくしのカズサさまです」

　十分後──。

　雪村上総は付近住民の通報により所しよ轄かつの警察に銃刀法違反の容疑で逮捕された。赤色灯を明滅させながら走り去るパトカーには事情聴取のため国籍不明の白人系少女二名が同乗していたのはいうまでもない。




　目の前で私立鳳おう鳴めい学園の制服を着た紅がこれ見よがしにため息を吐き、侮ぶ蔑べつと憐れん憫びんの入り混じった目で上総を凝ぎよう視ししていた。

　場所は都内のカフェ「るのわ～る」だ。ここはそれなりに雰囲気があってそれなりに静かでそれなりに席と席が離れているのでそれなりの話ができる。

「コーヒーの味もそれなりだな」

「あんたね。人に世話かけといて味にまで文句つける気？　おまけにあたしの奢おごりだし」

「ごめん。財布の中に持ち合わせがなくって」

「あのね。だいたい昨日貸したお金だってぜんぜん返してくんないし。あたしが機関に手を回さなきゃ、上総は今頃ブタ箱で看守に殴られながらオカマ掘られてたとこよ。感謝なさい」

「それはちょっと変な洋画の見過ぎだと思うんだけどな」

「で、ひとつ聞くけど、その子たちは誰」

　紅は神経質そうに髪留めバレッタをいじりながら上総の隣に座っている黒髪プリンセスと茶髪のメイドを不ふ審しんそうな目で見た。

「ええと。彼女たちは、リリアーヌとクリス」

「名前を聞いてるんじゃないのっ。日本語が通じてないからいいものの、あんた退魔士としていくら知り合いだからって同席させるなんて。秘密が漏れたらどうすんのよ」

「兄さん。紅ったら兄さんがその激マブたちをやたら丁重に扱うもんで拗すねちゃって拗ねちゃって、まあ──おぶるっ？」

「外道丸。あなたブラックが好きだなんて知らなかったわ。たっぷりお飲みなさいな」

「おい、紅。そんなにちゃぷちゃぷすんなよ。イタチくんの色が変わってしまうぞ」

「白い色も飽きたのよ。大人おとなはシックな黒よね、やっぱ」

「車の色選びじゃないんだから」

　紅は管狐の首根っこを摑つかんで上総のカップから引き出すと、素早く足元の竹筒に捻ねじ込こんだ。リリアーヌとクリスは驚いた表情を作ると、すぐさまその心根のやさしさから紅に対して抗議の視線を投じた。

「ん、んんん？　この子たちそういえばどこのお国の子？　ね、ねえ。あんたいっしょにいるんだから少しは言葉通じるんでしょう。訳しなさいよ」

「ちゃんと勉強しないから実生活で困るんだぞ」

「うるっさいわねっ。だいたいこの子たちあからさまに英語じゃないでしょ！」

「共通ロムレス語だ。とりあえずふたりは小動物を虐いじめるのはやめなさいと大変お怒りだ。あーあ、これじゃあ外交問題に発展してしまうなぁ」

「う、ううう。もうしないからって伝えといてよ。で、本当にこの子たちってあなたとどういう関係なのよ、カズサ」

「それは私の口からお伝えしましょう」

「げ！」

「わ、びっくりした！」

　優雅に紅茶を口に運んでいたクリスがいきなり流りゆう暢ちように日本語を喋しやべりはじめた。上総はビビって席を立ち、紅は軽く椅子から腰を浮かせかけた。リリアーヌも呆然とした表情で自分付きのメイドをぽかんと口を開けて見ている。想定外の行動だった。

「て、この子喋れるんじゃないのっ」

「知らん！　てか、俺もびっくりしたわ！　クリス、いったいどうやって日本語を」

「あは。私、これでも物覚えはいいほうなのですよ。えへん」

「てか、四日も経たってないのに日本語を喋れるようになるはずはないと思うのだが」

「ンもう。勇者さま、お忘れですか。以前、旅の途中で戯たわむれに日本語のイロハを教えてくれたじゃないですか。ロムレス語との対応語を思いつくまま、ええ、二千語ほどを。それをたまたま覚えていたので、あとは独学で。ちなみに姫さまは喋れませんので、疎外感を抱かせないようロムレス語でお喋りしてあげてくださいね。にこー」

「まあ、その子が来日するまで日本語を上総にナイショで勉強してたってことで、納得はいくけど。そもそも、その勇者がどうとか姫さまとかなんなの？　この子は東京見物に来たレイヤーさんってことでいいのかしら。上総、あなたって案外顔が広い上に重度のオタだったのね」

「いや、じゃなくてだな」

「クレナイさまといいましたか？　どうやら姫さまや私たちの関係に疑念を抱いているようですね。ここは姫さまに長らくお仕えし、勇者さまの筆おろしの相手だったクリスおねーさんが懇切丁寧に教えちゃいましょう！」

「は──！　やっぱ、あんた日本に疎うとい外人娘を口八丁手八丁ッ」

「ちょ、ありえぬ風評被害！」

「うーふふ。なにを隠そう、ここにいる御仁こそは」

「こそは？」

「我が栄誉あるロムレス王国をお救いになられた伝説の異世界勇者であらせられるのです！」

　そういい放つとクリスとリリアーヌは上総の左右に片膝を突いて、両手を伸ばして讃たたえるように手にした扇をひらひら振った。リリアーヌなんかはノリノリで満面の笑みを浮かべている。紅はぎょるっと瞳を魚類のように動かし、先ほどから注意深くこちらのテーブルを見張っていた「るのわ～る」の店員はギョッと身体を硬直させ恐る恐る近づいてきた。

「お客さま。あまり騒がしくなされますとほかのお客さまのご迷惑になりますので」

「あ、すみませんすみません。よくいって聞かせますので──」

　紅がボーイへと極度にペコペコ頭を下げことなきを得た。

「ってなんであたしが謝らなきゃなんないわけっ！　むかつく！」

「グーパンはやめてっ」

　上総は紅の拳こぶしをクロスガードでブロックしながら叫ぶ。

「もう、あまり詮せん索さくしてもどうせ答えるつもりがないのなら意味がないからやめるけど。上総、その子たちも関係者ってことでいいのね？　信用できるのね？」

「──ああ。彼女たちは俺の家族だ。死んでも裏切りはしない。この首にかけて約束するよ」

　リリアーヌとクリスが真剣な瞳で紅を真まっ直すぐ見つめている。紅は一瞬気け圧おされたように、身を引くが、反射的に強い意志を自分の瞳に込めてふたりを睨み返す。

「まあ、いいわ。あなたが請け負ってくれるのなら責任はあなたにあるんだし。まさか、あんなことをあたしにしておいて、岩手彦やほかの組に鞍くら替がえなんてことはしないでしょうしね」

　紅はソーサーから金色のティースプーンを取り上げると、びっと突きつけてきた。

「うづっ」

「勇者さま……？　なにを？」

「いや、まったくもってなんでもないからっ。とにかく俺たちは紅に協力する。でも、俺たちにも生活ってもんがあるから、そこんところを考慮してもらわないと困るぞ」

「ふん。いいわ。そっちのほうがこちらも気が楽だもの。功績に関しては充分な褒ほう賞しようで応こたえるつもりよ。それと別にして、一応は請負、準公務員として日当もちゃんと出します」

　紅はぴっとピースサインを目の前に突き出し、上総はかじっていた角砂糖を吐き出した。

「二万ッ。マジでそんなにくれんのっ！」

「……え？　ええ、そうね。二万円出します。ちゃんと二万円ね。うふ、うふふふ」

「二万円ッ！　え、マジで二万円もくれんの……コイツは忙しくなって来やがったぜ」

「ところで勇者さま。この世界の貨か幣へい価値がいまいちわからないのですが。二万円とはどのくらいの価値なのでしょうか？」

「二千ポンドルは優にあるぞっ！　ひゃっほいっ！」

「ええっ。それって庶民の家では一か月は食べていける価値じゃないですか。すごいですー」

「二十万のつもりだったんだけど、いいのかな……」

「ん？　なんかいったか」

「いいえ、いいえ。こっちの話。日当二万も出すんだから気張って働いてもらうかんね」




『──つーことで、アンタたちは明日の夜八時に九く段だん下した駅前のロイフに集合』

　どういった意図であるかはわからないが、上総たちは冒険の準備を整えると指揮官である紅の指示に従ってファミリーレストランであるロイヤルファーストに集合し、そのときを待った。

「……来ないな、紅のやつ」

　バカでかいザックを背負いながら、白いドレスを着た少女とメイドを従える上総はひたすら人目を引いた。

「飯でも食って待つか」

「わ、賛成ですわ。ね、クリス」

「トウキョウ名物ってのを私も食べてみたいです」

　別に名物ではないが、と思いつつもロイフに入ってビーフハンバーグをひとつ注文し仲よくつついていると、やがて巫み女こ姿の紅が現れた。

「待たせて悪かったわね。って、こっちは朝から走り回ってんのに」

「俺らもいろいろとやることがあるんだってば」

「てか、なんで三人でハンバーグひとつなのよ。支度金はちょっとだけどあげたでしょ」

「もう、使い切った」

　紅はテーブルの横に置いてある巨大ザックを見ると形容し難い表情になった。

「まあ、使い道にどうこうはいわないけどさぁ」

「クレナイさま。ため息を吐くとしあわせが逃げてしまいますわ。ニコリと笑っていたほうが淑しゆく女じよは殿との方がたによろこばれますの」

「あたしは男の玩がん弄ろう物ぶつじゃない……ねえ、あなた、もしかして日本語喋ってない？」

「はいっ。一夜漬けというやつで頑張りましたわ」

「ひええっ。ほ、本当だーっ！」

「ずっといっしょにいるアンタが驚いてどーすんのよっ。だいたい他言語が一日で習得できるわけ──」

「頑張りましたのっ」

「頑張っただけでできないでしょう？」

「姫さま、クリスが鍛えた甲か斐いがございましたね」

「もう、いい。上総もそうだけど、あんたたち全員変わってるわ。そういえば、昨日はまともにあいさつもしないで悪かったわね。あたしは白河紅よ。黒髪のほうがリリアーヌで茶色のがクリスだっけ？」

「はい。リリアーヌ・フォン・ロムレス。十七でございますわ」

「クリスタル・ザラでございます。二十です」

「なんだ。あんまウチら歳とし変わんないじゃん」

「俺は二十八だぞ」

「おっさんには聞いてないんだけど」

「ひでーよ」

「とにかく、のんびりご飯してる場合じゃないわよ。今日一日、いろいろと駆けずり回って。んとにもー。大変だったのよぉ」

「ま、こっちもこっちで把握しているよ」

　上総はフォークで肉片を口に運びながらスマホで動画サイトに映った秋葉原周辺の封鎖映像を停止させた。

「死傷者は五十人を超えている。山手線は再開の目め途どが立っていないし、この経済的損失が延々と続けば東とう京きよう都と自体が揺るぎかねないわ」

「死んだやつらは警察の封鎖線を乗り越えて勝手に自滅した阿あ呆ほうだろう」

「意外とドライなのね。もっと憤いきどおるのかと思ったけど」

「罪もなく巻き添えを喰らうならともかく、罠わなに飛び込んで死に至るバカまで面倒は見切れないな。世界はそれほど暇でもやさしくもない」

「カズサさま……」

　リリアーヌがテーブルの端を摑む上総の手のひらに自分の指をそっと重ねた。厚みのある茶色のテーブルに亀裂が入るほど上総の指がめり込んでいた。

「あんたも随ずい分ぶんと素直じゃないのね」

　紅が視線を和らげて組んでいた腕をほどいた。

「ところで皆さま方。これからわたくしたちは、ともに志こころざしを同じゅうする間柄。ダンジョン攻略に向かう前でありますが、ひとつ固めの儀式を執り行いませんか？」

　沈んだ雰囲気を慮おもんぱかってリリアーヌがそんな提案をした。

「まあ、まあ！　さすが姫さまでございます。大変素晴らしい提案だと私は思いますが。勇者さまもクレナイさまもいかがでしょうか」

「異存ないぞ」

「ま、いいんじゃないの」

　紅は赤ワインを注文しようとしたが上総に止められた。

「いや、おまえ未成年だろ」

「ケチ」

　仕方がないのでぶどうジュースに切り替える。クリスがちょこまか動いて全員の分をテーブルに配置した。

「四人はひとつ、切っても切れぬ、か」

　上総がたゆたう血のような赤を見つめながらつぶやくと紅がふふ、と微笑ほほえむ。

「まるでできそこないの三銃士ね」

「さしずめダルタニアンはおまえさ」

　特に芝居がかった言葉はまじえず、四人はかつんとグラスをテーブル中央で合わせると、中身を静かに呷あおった。

「じゃ、行くか」

「さっきっから気になってるんだけど、すっごい大荷物ね」

　紅が上総の担いでいた特大ザックに手をかけ持ち上げようとするがピクリとも動かない。

「なにこれ、ちょっと重すぎ。こんなの担いで探索なんてできると思ってるの？」

　上総はノルウェーブランドの特大ザックをこともなげに背負うと、首を左右にコキコキ鳴らして余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情を見せた。

「こんなもん。背負ってるのを忘れちまうくらいの重さだよ」

　上総が背負うのは他の追つい随ずいを許さない北欧ブランドの特大ザックで容量は百三十リットル。このザック自体が重さは四キロを超えるが、優に四、五十キロは荷物を搭とう載さいできるすぐれものだ。

「ある程度拡張性も兼ね備えて丈夫となると、モロに趣味が反映されるんでね」

　いまどき百リットルを超えるザックはシェルパかマニアしか担がない。

「あたしが背負うんじゃないからいいけど。中身はなにが入ってるのよ」

「水、食料、シュラフ、登とう攀はん具ぐとか。いろいろだよ。備えあれば憂いなしってね」

「雪山に行くんじゃないんだけどね」

　上総はロイフの前に停めてあった白いバンに乗り込んだ。紅がいうには、すでに秋葉原駅周囲一帯は一キロ以上に渡って封鎖線が敷かれており、徒歩では向かえないとのことだった。機関の人間が運転する車両は、幾度かの警察の検問を通過すると四人を駅からかなり離れた地点で降ろした。

　空気が濁にごっている。

　車両を降りてすぐに感じた。リリアーヌもクリスも周囲に漂う色濃い妖気に気づき、すでにあたりへと油断なく視線を配っている。それを横目で見ていた紅がほう、というような顔つきになった。

「そこのふたりもとりあえず、まったくの素人ってわけでもないらしいわね。いっておくけど足手まといになってもいちいち助けたりしないから。もしものときは諦めてちょうだい」

「生あい憎にくとわたくしたち」

「諦あきらめだけは悪いのですよ」

　リリアーヌとクリスが息の合ったユニゾンで応じると紅が悔しそうに眉み間けんにシワを寄せた。

「ぐぬぬ。ま、いいわ。せいぜい化けの皮が剝がれないようにするがいいわ。ホラ、上総。あんたは盾なんだから前を歩くッ」

「ちょ、なんでいきなり八つ当たりなんだよっ」

「日当払ってるんだから上総は雇用主のいうことに服従すればいいのよ」

「なんたる横暴っぷりを見せつけられるか」

（とはいえ魂に染み付いた社畜の性さがで逆らうことができないのだ。とほほ）

　げしげしとザックを蹴られながら上総は一行の一番前を進んだ。しばらくゆくと、ダンジョンの奇怪な魚類と戦うため犠牲になった改札口付近に差しかかった。上総と紅が時計を見ると、前回と同じく時計はピタリと止まっていた。

「これじゃ時間経過がわからなくて不便ね」

「じゃじゃじゃーん。こんなこともあろうかと思って、特別に私が姫さまの命でご用意しましたーっ」

　クリスが金色に光る丸い据え置き型の時計を差し出してきた。

「おお、コイツは懐かしいな」

「なによこれは？」

「カズサさま。精せい霊れいのダンジョンで沼地の魔女から貰もらい受うけた魔法の時計でございますよ」

　リリアーヌが補足すると上総は目を細めてかつての青春時代を懐かい古こした。一方、すべてが妄もう想そうだと決めつけている紅は口をふにゃふにゃさせて疲れたように肩を落とした。

「またその妄想？　はいはいラノベ脳ラノベ脳。異世界と魔王と勇者の話は置いておいて、そんなそのへんで適当に買ったようなアンティーク風の目覚まし時計がこの異界の中で役立つわけが……って、ちゃんと動いてるし！」

「どうでございますか、クレナイさま」

「むふふ。えっへんですわ」

　クリスは目覚まし時計を持ったままくるりくるりと華か麗れいな舞を踊り、リリアーヌは腰に手を当ててたわわな胸をぷるんと震わせ悦えつに入った。

「とりあえず、すっごく助かるわ。ありがとう、とだけいっておきます」

「おお、紅があっさりふたりの功績を認めるとは」

　リリアーヌとクリスは「いぇーい」と両手をぱちっとタッチさせ手を繋つないで円を描くようにぐるぐると踊る。本当に仲よしなふたり組だ。

「あー、ここで遊んでてもあれなんで。そろそろ行こうぜ」

　駅構内に入る。電気はしっかり来ているのか、中はいつもと同じように煌こう々こうと灯あかりがついていた。

「わ。すごいですね、カズサさま。とっても綺き麗れいでロムレスの宮殿にも引けを取りませぬ」

「姫さま、姫さま。このような状態でもトウキョウの民は清掃を欠かさぬのではありませぬか」

「そんなことあるわけないじゃないのよ、もお」

　リリアーヌのいうとおり、これほど清潔でいて人ひと気けがない人工物はどこか異常で恐怖心がジワジワとこみ上げてくる。

「でも、あのとき倒したロムレスアブラボウズの死し骸がいまでないのはおかしいな」

「あの怪魚ならサンプルとして陰陽機関がすべて持ち帰ったわ。それだけでも、この異界に脚を踏み込むのは充分に危険な行為には違いないものね。ホラ、外道丸。あんたもそろそろ寝てばっかいないで、仕事をはじめなさいよ」

「ちょ、やめっ。紅よう。オレの部屋をそうコツコツ叩かないでくれよ。中はうんと響くんだ」

　紅が腰に下げた竹筒を拳で殴ると困ったような声で管狐の外道丸が姿を見せた。

「ところでさ、紅。ひとつ思ったんだけど、後生大事にいつも下げてるけど、そいつってばいったいどんな役に立つんだよ」

「あっ、ひどっ。兄さんらしからぬ酷いいいようっ。紅ッ。いったって、いったって！」

「そうね。あたしもこれがあまり役に立ってるのを見たことがないわ。強しいていえば情？」

「ちょっ。ないぜー、そりゃないぜー紅よう。オレさまちん悲しい」

「クレナイさま、特に必要がないのならそれくださいません？　姫さまがおよろこびになると思いますので」

「どきどき」

　リリアーヌは期待に瞳を輝かせながら外道丸を見つめていた。

「オレ、ただのペットじゃないんだからねっ」

　外道丸はするりと一行の前に出ると率先して歩き出した。

「なんだ、なんだ？」

「まあ見てなって。オレという管狐界切っての出で来き物ぶつ具合を──！」

　とりあえずお手並み拝見ということで一行はずんずんと先に進んだ。灯りがまぶしいコンコースを抜けると、まもなくリリアーヌたちにも馴染み深い岩肌のゴツゴツした迷宮そのものの場所へと地形が切り替わってゆく。

「カズサさま。これはもしかして、ロムレスにおけるダンジョンの一部がこちら側の世界へ転移している可能性があるやもしれませぬ」

　リリアーヌが日本語から共通ロムレス語に切り替え小さな声で話しかけてきた。

「そうだな。構造やらなにやらもあるが、昨日ロムレスのアブラボウズやポイズンマタンゴと出くわしたからな」

「とすると、ダンジョンマスターがどこかにいるのでしょうか？」

「あぁ、ほぼ間違いなくな。これがロムレスのダンジョンだとすると、それはダンジョンマスターが作ったものだから、ダンジョンマスターがこちらに来ている可能性が高い。それに関して、なにか思い当たることはあるか？」

「わたくしたちが魔王を討ったあと、つまりカズサさまがロムレスの地から消えたのちに、残党の一部が叛はん徒とを糾きゆう合ごうして辺境の村々を襲おそった際、とある魔道書を奪ったという事件がありまして。なんでもそれはロードエルフが古代にしるした次元の狭はざ間まについての研究だったそうで」

「魔王の残党が、それを奪った。そして異世界転移の方法を調べていた節がある、と？　しかしなぜこの地に？」

「はい。ダンジョンマスターがかかわっている可能性が──」

「確かに、そう考えたほうが自然だな」

「これをいおうかどうか迷いましたが、この際ハッキリ伝えておくことにいたします。残党たちの敵意のほとんどは、ロムレスの勇者──つまりカズサさまに強烈な殺意を持っていたことが判明しているのです」

「それじゃあ、今回の事件で犠牲になった人たちに対する責任は日本に逃げ帰った俺にあるってことじゃないか」

「いえ、一いち概がいにそうとはいえませんよ。なぜなら、異世界に転移したのは役目を終えたカズサさまだけではなく、裏切り者であった和平派の魔王の娘の姿も──あったのですから」

　思考がうねり意識がゆっくりと捻じれてゆく。上総はどこか儚はかなげな表情で薄く笑う女性の顔を思い、もう忘れたはずの胸の痛みがやって来るのを感じていた。

　魔王の娘にして最後まで人間たちと和平を図ろうと苦慮していた薄はつ幸こうの姫君──。

「生きて、いたのか──フェリシアは」

「はい、ですが。それがわかったときにカズサさまは」

　リリアーヌは自分がいったことを後悔するように、そっと身を寄せて泣きそうな顔をした。

「ゆきません、よね。カズサさまは、あの女のところになどゆきませんよね？」

　追い詰められたような表情のリリアーヌ。不ふ憫びんになってカズサはむしろ快活なまでに明るく笑って見せると、彼女の髪をくしゃりと撫なでた。

「ばか。もうそんな気はないよ。俺は君たちと生きると決めた。まずは、目の前のダンジョンを攻略してみんなの危険を取り除かなきゃな」

「はいっ、はいっ！」

「なんだ。いきなり甘えっこになっちゃったのか、リリアーヌは」

「はい。リリアーヌはカズサさまの前では甘えっこです」

　──確かにある時期上総は魔王の姫であるフェリシアに魅ひかれた時期があったのは抗弁することのできない事実だが、それは彼女の懇願を振り切って魔王を討つことによりリリアーヌの不安を完全に払ふつ拭しよくしたと思っていた。

（俺は、やはりダメだな）

「ちょっと、イチャイチャするのは別に構わないんだけど、歩くときはきちんと前を見なさいよね。そうでなきゃ──死ぬわよ」

「おわっち」

　右隣に立っていた紅が冷たい声を出した。気づけば上総は駅構内の狭い連絡通路に差しかかっていた。道は二股またに分かれている。足元にはやけに神妙な顔つきで四つん這いで外道丸の様子を窺うかがうクリスの形のいい丸い臀でん部ぶが見える。

「紅。右はダメだ」

「そう」

　外道丸が顔を上げていうと紅がやや素っ気なく答え、手に握った石ころを放った。石ころは外道丸がバツを出した右路に転がると、いくらもゆかない内に「カチッ」と鳴る音を引き出した。すると通路に設置されたコインロッカーから無数の鋭い槍やりが唸うなりを上げて飛び出してきた。槍は古びていたが貫通力は凄すさまじく対面の壁に突き刺さると深々と埋没し轟ごう音おんを立てた。

　ぎりいっ、ぎりりっとコンクリートをほじって嫌な音がこれでもかと耳に響く。

「あなたのラノベ脳丸出しのロジックはともかく、どうやら今の秋葉原駅は下手なＲＰＧに負けないほどリアル志向に偏かたよった感じらしいわ」

　紅の声。

　驚きと同時に恐怖や未知へと果か敢かんに挑む冒険者と同じものを上総は感じていた。













　時間にして十五時間ほど行動した時点で、上総かずさたちは休憩を取ることにした。秋あき葉は原ばらダンジョンは、想定していた以上に、情け容よう赦しやなく、長い。果てなど見えないのだ。

　ここまで危き惧ぐしていた洞どう窟くつ御ご用よう達たしモンスターとエンカウントしない。上総は照明があって明るく、左右が見渡せる場所にテントを張ることにした。

　野営に使うのはモムベルのムーンライトテントの５番だ。日本の気候に合わせたすぐれた通気性・防水性を兼ね備えており無雪期登山には最適である。上総は手慣れた動作で順序良くアルミフレームを組み合わせ設営しフライを張った。

「なによ。プロ並みじゃない。三分かかってないわよ。趣味がアウトドアなの？」

「オヤジが山ヤだったもんでね。ガキの頃はよくアルプスを縦走したもんだ」

　紅くれないは新品のテントをどこか楽しそうに眺めながらうきうきした様子を隠そうともしなかった。

「命令を受ける前に実行する。……さすが純日本産社しや畜ちくの鑑かがみね」

「それ褒ほめてないだろ」

「カズサさまはテント設営のプロフェッショナルなのでございますよ」

「ロムレスでは熟練の猟りよう師しや案内人も舌を巻くほど野外の術に長たけていらしたのです」

　リリアーヌは簡易チェアに腰を下ろすと、淹いれたばかりの茶をそっと差し出してきた。

　すぐそばでは、イワタミのガスバーナーでクリスが器用に食事の用意をはじめている。

　分厚いまな板で食材を刻み、さながらＢＢＱに来ているような錯覚を起こさせる。

「ご飯ならレトルトで充分じゃない？」

「クレナイさま！　腹が減ってはいくさはできぬ。いい肉を食わせぬと猟犬は仕事をしない、です。戦いの前にはしっかりとご飯を食べて身体からだを作らねばいい仕事はできませんよー」

　クリスが包丁を構えたまま力強く力説する。紅はうっと呻うめくと袋からじゃがいもを取り出して片目をつむった。

「じゃ、あたしも皮むきくらい手伝うわよ」

「力を合わせてひとつことを成す。素晴らしい光景ですわね、カズサさま」

「おうっ、そうだな！」

　無論のこと、王族であるリリアーヌが作業を手伝うはずもなかった。こうまで素材や食事にこだわるクリスがあたためて出すだけのアルファ米の存在を野外であるとはいえ許すわけがない。バーナーの火がゴーゴーと青白い音を立て鍋を揺ゆすっている。米はササニシキで芯からふっくら炊き上げるという念の入れようだ。

「ニホンの道具は随ずい分ぶんと便利ですね。これなら、薪まきを拾って来る手間も省けますし、メイドも泣いてよろこびますよう」

　クリスはフライパン（通称山パン）に鶏肉をゴロリゴロリとぶち込み、油を使ってじゅうじゅうと焼く。皮を焼く際にはフライ返しで押さえつけ器用に焦こげ目めをつけてゆく。

「んで。メイドさんよぉ、今日のメニューはなんなんだい？」

　外げ道どう丸まるがごくりと生なま唾つばを呑のみ干ほしフライパンを覗のぞき込こんでいる。クリスは「めっ」と白い管くだ狐ぎつねを叱る真ま似ねをすると、カレーの箱を取り出して笑顔で応こたえた。

「チキンカレーです。昨日の昼、はじめて作ったんですけどおうちでは好評だったんですよ」

　クリスはリンゴをおろし金ですりおろし、玉ねぎ、にんにくを細かく刻んでボウルで合わせ、少量の水を入れてこねこねした。その間に適当に焼いた鶏肉の塊を山パンから取り出すと、キッチンペーパーに載せて適度に油を取ったのち、小さく切り分けて今度は油を少量張った新規の鍋に入れて焼いてゆく。次いで、切ったじゃがいも、にんじんを入れ、ボウルで作ったペーストを合わせて、コンソメを入れ蓋ふたをする。

「カレールーはいつ入れるの？」

「ちょっと様子を見てからですよ」

　紅に応えながらクリスは熟練の腕前でカレールーをパキパキ割って鍋に投入してゆく。ぐう、と上総の腹が鳴った。美お味いしいカレーは三食食べてもまったく飽きないのだ。

「はい、クリス特性チキンカレーのできあがりですっ」

　待ってましたとばかりに上総は盛られたカレーに飛びついた。スプーンを持つと、リリアーヌが自然な動きで上総の上着を脱がせてゆく。

「てか、あんたはここでもスーツなのね。謎のこだわりを感じるわ」

「気にするな。それに背広は男の戦闘服だろ」

　いついかなるときもスーツを着こなし紳士として対応する──。

（しまった。いくらなんでも気づいたら背広に着替えていたなんていえない……おかしい。もはや俺はこの恰かつ好こうから死ぬまで逃れることはできんのだろうか）

　出勤時は白のワイシャツにスーツと魂たましいレベルまで刻まれている社畜の性さがを呪う上総だった。

「カズサさまはスーツがお似合いなので、いいのですよ」

　リリアーヌはうっとりとした様子で抱いた上総のスーツに顔を埋めた。彼女はなにげに制服フェチだった。

「んなことはどうでもいいだろ。今はカレーさんを食べないと」

　上総は黄色みを帯おびたカレーをきらきらと輝かがやく白米と合体させ、たっぷりとすくうと一気に頰ほお張ばった。脳を貫く電流のような芳ほう醇じゆんな香りが鼻び腔こう一杯に広がり、次いで嚙かみ締しめた鶏肉と米のハーモニーが全意識を奪ってゆく。

「う、美う味まいって、これ！」

「あら」

「美味しいですわ」

　三者三様クリスの腕前をことごとく褒めちぎる。上総は追っかけて、カレーをわしわしと頰ほお張ばって、ここがダンジョン内であることも忘れてカレーの官能に酔いしれた。

（甘い。とろっとろにすりおろしたリンゴの甘みが隠し味になって、チキンカレーの旨うまみがなんというかメチャクチャに引き立っている。お米も炊き立てだし、ふっくらとした銀シャリが強いルーの力に負けないくらい拮きつ抗こうして、両者が相乗効果でこのカレーを一段上のものへと押し上げているんだ！）

　ちなみにクリスは本屋で立ち読みしたレシピを上総が適当に解説しただけであっさりと覚え込み、あまつさえチキンカレーを作るのが生涯で二度目だというのにこれほどまでの高みに仕上げてきた。

「ふうっ。ごっそさん、と」

　上総はクリスと紅が食器を片している間に、テント内で皆が眠る準備をはじめた。もちろんリリアーヌはお姫ひめさまなので何もしない。テントの吹き流しに入る上総にニコニコと手を振るだけだ。

「ねえ、鍋やフライパンはキッチンペーパーで拭ぬぐえばいいの？」

「もちろん、水でゆすぐのですが。お水はこういった閉鎖空間では貴重ですから。川が見つかればそこで綺き麗れいに洗っちゃうつもりですよ」

「アキバの駅に川があったかしら……？」

　テント内には保温力の高いダウンマットを膨ふくらませてよっつほど並べた。

　今回テントを張った場所は平らなコンクリートの上だが、やはり緩かん衝しよう材ざいを置くことによって地下から直接伝わる冷気を遮しや断だんすることが快適さに伝わるのだ。

「あとは、みんなのぶんのシュラフを並べて、と」

　思えば上総は日本に馴な染じもうと必死でこの十年生きてきたが、たかだか数日でその決意と努力自体が嘲ちよう弄ろうされるような事態に陥っていた。ダンジョンの出現である。上総の知る限りロムレスのダンジョンは侵入する生命体の命を奪って成長する。その上、現代の科学技術では魔術で構成されているダンジョンそのものを破壊することは不可能だ。

　──つまり、ダンジョンマスターを直接叩くしかない。

（このタイミングで頭の中を整理しよう。ダンジョンマスターはロムレスから日本に転移してきた。もともとは魔王の残党で、広範囲のダンジョンを構築する実力者だ。それで、意図は……なんだ？　リリアーヌがいうように魔王の娘であるフェリシアや日本に戻った俺が目当てならば、このダンジョンは魔族として勢力範囲を広めるとともに、間違いなく成長を求めて実力者の攻略を待っているはずだ。

　そして、秋葉原駅の迷宮化。当然のことながら、ダンジョンマスターは俺たちの侵入に気づいているだろう。さらに一行が保有している潤沢な生命力の量も。ダンジョンマスターは蜘く蛛もだ。獲物が巣に飛び込むのを息を潜めて待つ蜘蛛そのものだ。

　このダンジョンを進んでいけば、必ずダンジョンマスターが待ち構えている！

　今はそこを目指していくのみだ──）

「ねえ、上総。も、ももも、もしかして今日はここで雑ざ魚こ寝ねするつもりなの？　あ、あんたは別テント、ってわけでもないのよね」

「あ、悪い。おまえの存在忘れてたわ」

「……」

「わかったからまず刃物を置け」

　紅は不満そうに唇を尖とがらせる。思えば、この巫み女こ娘むすめが所属する陰おん陽みよう機関の実力のほどもあまりよくわからない。前回、ポイズンマタンゴ数十匹を殲せん滅めつする実力を思い返せばあれほどの実力者がそろうと中々侮あなどれない勢力と考えられる。

「あのね。イヤってわけじゃないけど、寝るときの並びはどうするのかしら？　ま、あのふたりが強硬に拒否するのなら、もう、そういう仲であることだし……あたしが隣でもいいわよ」

　ポンポンとシュラフの位置を直していると、そっと耳元で紅がささやいてくる。

　あ。完全に忘れてたわ。どうしようか。あの不始末は。

　隣で膝立ちになっていた紅と目が合った。若い。目つきが若干鋭いとはいえ、今の自分からしてみればまったくの子供なのだ。不意に罪悪感がこみ上げてきた。紅が慈じ母ぼのような表情で微笑ほほえみながら、ひたりと頰に手を触れてきた。

「ねえ、どうしたの？　なにかいいたいことがあったら、目を見てキチンといって」

　あの日の紅の白い肌や、脱ぎ散らかされた白衣や緋ひ袴ばかまが目ま蓋ぶたの裏にチラついた。同時に上総はずいと顔を近づけてきた紅にとてつもない恐怖感に似たものを覚えた。

「あああああっ！」

　反射的に叫んでいた。頭を抱えると同時にテントの中へリリアーヌとクリスが飛び込んできた。

「どうしたのですか、カズサさまっ」

「勇者さま、敵襲ですかっ」

　う。気まずい。これじゃあ、まるっきり変な人だ。いや、自分はどっからどう見ても変なやつだよなぁ。上総はことさら明るく振る舞って笑い飛ばして見せた。

「は！　あ、あはは。なんでもなんでもない、よ」

「ダメねぇ上総は。いきなりそんな大声出したらみんな驚くじゃないの」

　紅が唇を歪ゆがめてにっこりと微笑ほほえんだ。その顔はなにもかもふたりの秘密であることを強要しているかのように思えて、上総は軽い吐き気のようなものを覚えた。

　寝る支度が整えば特にやることは残っていなかった。万が一に備えてふたり一組で順番に見張りを務めることにした。リリアーヌが強硬に上総と組むことを希望した。だが上総は紅の無言の視線にたえかね妙な理屈をつけて、リリアーヌ・クリス組、上総・紅組と分かれるよう配慮してしまった。

「わ、悪い。みんな、今日は初日だし、とりあえず休もうか」

　最初の四時間は上総たちの組である。上総はぶるりと身体を震わせると小用をすませるため、駅構内のトイレに向かった。ことをすませてトイレから出ると、天井あたりの空気が途端に強く動いた。

「マジかよっ」

　本能的に危険を察知してテントに戻ると、そこはすでに黒い巨大な蝙蝠こうもりの群れに襲おそわれている一行の姿があった。羽を広げると九十センチほどに達するそれはダンジョンバットと呼ばれるロムレス大陸各地の洞穴に棲せい息そくする下級モンスターだ。

「上総、うしろよ！」

　護ご符ふを投げて防戦していた紅がよく通る声で叫んだ。咄とつ嗟さに振り向いて顔が引ひき攣つった。

「のわっと」

　シャーッと空を切り裂く音を響かせダンジョンバットが首筋目がけて襲いかかってくる。こいつらは攻撃力自体はたいしたことはないが、好んで小動物の血を吸って滋じ養ようとしている。おまけに彼らの牙きばは非常に不衛生で吸血行為自体よりも媒介する病気のほうが恐ろしい。

　ていうか、ボヤボヤしている間に数がドンドン増えていってる気がするんですけど。

　通路を埋め尽くさんばかりの黒蝙蝠が挟み撃ちするようにして湧いて出てきた。

　上総は飛びかかってくるダンジョンバットを脱いだ上着で撃ち落とす。

　指先から魔力を込め硬度を増した上着は鞭むちのようにしなって蝙蝠を墜落させる。

　どうってことのない敵だが素手で戦うのは相当に躊躇ためらわれる不潔さが充満している。

　なんちゅーか、見てるだけでゲロが出そうだ、おえっ。

「カズサさま。しゃがんでくださいませ、今すぐ一掃いたしますっ。ろーむ、ろむろむ、ろむ、れむす。我、ロムスの直系にしてその血を継ぐものなり、我が呼びかけに応えて契約に基づきその姿をあらわしたまえ、地獄の大公よ──」












　リリアーヌが唇をキッと引き結び得意の招しよう喚かん魔術で契約した精せい霊れいを呼び出している。彼女は上総を日本から異世界に呼び出したほどの実力を持つ招喚士だ。

「きゃー。姫さま、カッコいいです！」

「ちょ、なによ、それはっ？」

　巨大な真紅の招喚陣とともに豹ひようの頭を持つ凜り々りしい精霊が現世に顕現した。

　ロムレス王家と契約を結んだ七十二柱のひとりハウレスである。双そう眸ぼうに紅ぐ蓮れんの赤を宿した炎を自在に操る大精霊は、リリアーヌの求めに応じて飛びかう蝙蝠たちに対して。そっと指先を伸ばしなにごとかをつぶやいた。

　咄嗟に伏せて目をつむった。頭の上を巨大な火柱が唸うなりを上げて赤い波濤のようにダンジョンバットの群れへと襲いかかってゆく。

　目を閉じているのにもかかわらず、きつく閉じた目蓋を通して白い強烈な光を感じた。

　物が焦こげる臭気を一切感じさせないほど強烈な魔力の火が迫りくる飛行物の一切合切を毛ほども残さず焼き払った。

　高熱で浄化されたダンジョンバットは淡い光を放って明滅する瞬間に小さな笛をドロップする。ダンジョン内のモンスターは大きく二種類に分けられる。自然発生したものとダンジョンマスターがダンジョンコアの力を使って生成したものだ。見分け方は専門家でも難しいとされ、確実な証拠としては斃たおすたびになんらかのマジックアイテムをドロップするという点が挙げられる。上総はドロップされた黒い笛、『バットホイッスル』を手にすると静かにポケットに仕舞った。

「ふーっ。びっくりしたな」

　そうだ。長らく味わっていなかったが、リリアーヌが呼び出す招喚精霊の破壊力は魔王ですら認める折り紙つきのものだった。上総はシャツについた埃ほこりを払い落としながら顔を上げた。テント周辺を見回すと先ほどまで猛威を振るっていた黒蝙蝠の群れは、そんなもの最初からいなかったかのようにこの地上から姿を消していた。

「やりましたわカズサさま、褒めてくださいませ、完全勝利でございますっ」

「はは、リリアーヌのレベルだと初期マップで無双したようなもんだが、よくやったな」

「いぇーい、姫さまいぇーい。勇者さまいぇーい」

　クリスはくるくるとそこらじゅうを踊りながら勝利のよろこびを身体全体で表現していた。

「カズサさま、へいっへいっ、ですわ！」

「あ、あはは。そう、そうね」

　上総はまったくもって指先ひとつ動かしていないが「オッサンになってノリが悪くなりましたね。やっぱポイです」といわれたくないばっかりに、リリアーヌやクリスとハイタッチをかます。ひとり紅だけが先ほどの光景に度肝を抜かれた状態でその場に硬直していた。

「て、今のはなんなのっ？　わけわかんない魔人みたいなのが出てきたけどっ」

「え、ハウレスですけど。なにか問題がありましたでしょうか」

「なにか問題がありまして？　じゃ、なーいっ。どっからあの豹ひよう頭とう魔ま神じんを出したのよっ」

「どこからと申されましても。困りましたわね。あ、よければ本人に聞いていただけますか？」

「姫さま。クレナイさまは、そういうことを仰おつしやっていられるのではないかと思われます」

「なあ、もうキリがないからこの話やめにしないか。ねえ、ねえってば」

　上総は恐慌をきたした紅に、今度は意を尽くして自分が異世界に転移して魔王を討ったことや、その際にリリアーヌたちが旅に同行しこういった戦闘経験を十二分に積んだことを説明した。

　しかし長らく時間を割さいた割に、紅はハニワ顔になるだけで容易に異世界とこの日本の一部が繋つながりつつあることを認めようとはしなかった。気持ちはわからなくもないが、そこまで頑かたくなに拒否しないでもいいじゃんと思う反面、自分が異世界に飛ばされた際、馴染むまでに数か月かかったことが脳裏をよぎった。

　上総はなんとなく釈然としない紅と一緒に前半の見張りを行った。が、むっつりと深く考え込む彼女と気まずい時間を過ごしもやもやとしたものが胸に残った。




　強い線香の臭いと鯨くじら幕まくの白黒の波が網膜の奥にへばりついて離れない。姉の友人だろうか、制服を着た男女が激しく啜すすり泣く中で紅はなにも考えることができず、ふたりの妹と並んで畳の上に正座していた。

　白しら河かわ家は地元では有数の名家である。父は江戸時代から伝わる甲こう府ふ水すい晶しようの加工を営む会社を持っており地域の商工会議所でも隠然たる勢力を持った重鎮でもあった。

　だが、その裏の顔として代々受け継がれていたある神社の神主でもあり、俗ぞくにいう退たい魔ま業ぎようを執り行う甲信で指折りの長でもあった。

　年下の妹たちの末座に位置するのだが、紅は彼女たちと父を同じくするが本妻の娘ではなかった。父が裏家業として営む退魔業を続けるため、霊力の高い女に産ませた妾めかけの子、それが紅とほたるであった。

　実父である白河大だい膳ぜんも格式を重んじはしたが、特に情が薄いということはなく、表向きは事故として処理された姉ほたるの通夜を本家で執り行ってくれていた。

　自分と姉は本家で育ち、今もなお泣いている妹たちとは異母姉妹にあたることは限られた人間しか知らない。折につけそういった格差を本家筋の妹たちに感じていたこともあり、紅が心から姉妹と思えていたのは四つ上である姉のほたるだけであった。

　紅たちを生んだ母は、彼女たちが幼いころ鬼籍に入っている。

　──これで本当にひとりぼっちになってしまった。

　悲しみよりもこれからどうして生きてゆけばいいのだろうか、という思いが強い。少なくとも姉が死んだことで、あれほど忌いみ嫌っていた退魔業は自分が引き継がなくてはならなくなる。

　自信がない、怖い、嫌だ、やめたい、助けて欲しい──。

　だが、それを口に出す勇気はない。いえば、ただでさえ感じていた白河家の格式というものが無言の圧力で自分を押おし潰つぶしてしまうだろう。異母妹たちはまだほんの子供だ。そういった古臭い感情で自分を忌避したりはしないだろうが、紅がもっとも恐れたのは家に出入りする使用人や多数の親戚連中、そして戸籍に登録されている名目上の母親だった。

　姉は紅から見ても美しく頭もよく学業優秀で望めばどのような大学ですら学べたはずなのに、高校を出た途端、見習いという形で家業の会社の事務員に雇われる傍ら「汚れ仕事」を請け負わされるようになった。

　読経と線香の臭気の中、その男は弔ちよう問もん客きやくとして姿を現した。その男のことは姉から幾度となく聞かされ辟へき易えきしていた。姉が岩手彦の名を出すときに見せる表情で、その淡い思慕は簡単に読み取ることができた。ほたるはその男の組に研修としてついており、一定期間ののち、白河家の株によって一本立ちする予定であった。死人同然の顔つきをしていた紅の顔に生気が戻った。紅は事前にほたるが亡くなった原因が、目の前のダークスーツ、通称「岩いわ手て彦ひこ」を名乗る男にあると父から聞かされていた。

　紅は手を合わせ終わった岩手彦が外に出るのを捕まえて、前庭に無理やり連れ出し、事件の真相を問いただしたが、男は固く引き結んだ唇を微動だにせず石のように押し黙って突っ立っているだけだった。紅の語気は、次第に強さを増し、はじめて会った男を一方的に罵ののしる形になっていた。

　なぜなら、紅は知っていた。

　姉はここ数か月、苦しみを隠しながら孕はらんだ兆候を見せていたのだ。あのとき、自分が勇気を出して問いただせなかった悔しさと姉を失った悲しみを岩手彦へとなじる形でぶつけ──ついには決定的な言葉を口にしたときは、さすがに血の気が引いた。姉妹ならば好みも似ていることもある。紅は幾度となく繰り返し聞かされる岩手彦に幼い恋情をいつの間にかまぼろしのように作り上げていたのだ。

　この男ならば、わかってくれる。これから自分が挑んでいかなければならない退魔業の重責や悲しみを。紅は心のどこかで岩手彦が自分と一緒に姉の死を悲しみ、同時に心の支えとして抱きしめてくれないものかと願っていたのだ。だが、現実はあまりに非情だった。

「それでは、どちらにせよ続けられなかっただろうな」

　──その日から紅は退魔の鬼となった。

　怒りと悔しさが紅のともすれば折れそうになる心を支え続けた。いつの日か岩手彦を屈服させ、あの冷めきった瞳が壊れるのを見届けてやると。秘伝の方術を錬磨し、管狐がいると聞けば艱かん難なん辛しん苦くをものともせず、秘境に踏み込んで命懸けで、種を手に入れた。

　見返すのとも、怒りとも違う。妄もう執しゆうだけが彼女を突き動かしていた。甲府を出てひとり暮らしをはじめたのも、たいして戦闘に役立たない管狐を躍やつ起きになって育成したのも、ほかに生きてしたいようなことがなかったからだ。




「紅さ。ここ数日でちょっと変わったよな」

　この小動物はなにをいっているのだろうか、と思った。外道丸がいうには、あの雪ゆき村むら上総に出会ってからというもの、ものすごく紅の口数が多くなったというのだ。確かに転入した高校は休みがちであるし、そもそも特定の人物と親しく会話をすることもなかった。学院も東京で仕事をするのに都合がよかっただけのことで、今は通う意義もほとんど見失っていた。

　──と。

　そこまで諸もろ々もろのことを夢想して紅は目が覚めた。ぱちっと目ま蓋ぶたを開ける。隣では上総がアイマスクをしながらすうすうと寝息を立てていた。ここはダンジョンといっても煌こう々こうと灯あかりのつく通路の一角だ。そっと聞き耳を立てると、天幕の外では聞き慣れない言語でひそひそ話をするリリアーヌとクリスの声がかすかに聞こえてきた。

　異世界うんぬんの話は正直、まったく信しん憑ぴよう性せいがないが、自分は否定するだけの材料も持ち合わせていない。熟睡したわけではないが、四時間も集中して眠れたので身体はかなり軽くなっていた。昨日はこの秋葉原駅へと潜るため、それなりに関係各所に話を通しておかなければならなかった。その苦行を目の前の男は理解しているのだろうか。

　そっと盗み見ると上総の顎あごにはまばらな髭ひげが生えている。とにかく、この男の素性は一部が随分と怪しかった。十五歳から十八歳までの期間が完全に空白なのだ。故郷の長野の同級生や彼を知る者の情報を集めてみたところ、三年ぶりに再会したときはかなり様相が変わっており「まるで外国人のようだった」という印象を述べた人間が多かった。

　現地の調査人は機関の人間なので一日でかなり念入りに洗ったが、外でお喋しやべりをする、リリアーヌとクリスのふたりが雪村上総とどういった関係であるのか、さっぱりわからなかった。

　紅は彼女たちが操る言葉を録音して調べてもらったが、この地上で使われているどのような言語とも適合していなかった。精神疾患患者は造語を構成して操るともいうが、専門の言語学者も彼女たちの言葉は規則正しい文法と単語によって話されており、作為的な部分や瑕か疵しや乱れはまったくなかったらしい。

「て、そろそろ起きなさいよ。たぶん、四時間よ」

「い、いててっ」

　紅は安心しきって寝入る上総の鼻をぎゅうとつまんだ。上総は慌ててアイマスクを剝はぐと、ぼやっとした顔つきでぐるぐるあたりを見回す。とても、どこか別組織の間かん諜ちようというようにも見えなかった。

「あのねー。こんなところでグースカいびきかいて寝られるなんて。アホなの？　あんたに危機意識ってもんはないの？」

「んんん。大丈夫だよー。ふたりが見張っててくれるからさ」

　上総がくるくるしたくせっ毛をかき回しながら親指で外を示した。どう考えても雪村上総と外で見張りを行っている二名の白人女性は釣り合いが取れていない。

　が、ふたりが目の前の男に心酔し惚ほれ切きっているのは一目瞭りよう然ぜんだった。どっちにしろ今の自分に男女の深い仲が理解できるはずもない。紅が望むのは、目の前の男がいかにして有用かつ忠実に自分の命令に従ってくれるのか。それだけだ。あのリリアーヌとかいう娘が招喚した妖物はあちら産の「式神」であると、すでに自分の中では割り切ることができた。常に冷静さを失ってはいけない。このひと回りも年上だが、妙に素直で抜けている男の力を利用するのだ。そっと寝入っている上総の上に覆いかぶさると覿てき面めんにたじろいでくれた。

（くふ。これならやりやすい）

「な、なんだよ……急に」

「ねえ、今ここであたしが大声を上げたらあの子たちどんな顔をするかしら」

「ちょ、やめてくれよ。冗談だろう」

　からかったつもりだが、妙に慌てる上総の動作がかわいらしくて、紅は必要以上に顔を近づけ、首筋あたりに自分の鼻先を埋めた。

「なにやってんだよう」

「ね、まだあたしにしたこと忘れたとか、いわないでしょうね」

「それは、まあ……」

「あのとき、できることがあるならなんだって協力するっていってくれたわよね」

「だから、こうやって、一緒にダンジョンに潜っているじゃないか」

「あのねあのね。あたし、あの日、ホントはすーっごく危険な日だったんだ」

　上総は大声を上げようとして今の状況を思い出し、自分で自分の口をふさいだ。動揺し切っている人間をつぶさに見守るというのは、実に楽しいものだ。己が安全圏にいるならばなおさらに。

「じゃ、もしかして」

「赤ちゃんって素敵な授さずかりものなのに、なんで物騒な名前で呼ばれるのかしらね。ラッキーデイとか天使日とかに変えたほうがいいと思うの。ふふ。大丈夫よ、そんなに慌てなくても」

　つつ、と上総の頰を指でなぞる。てっきり混乱に拍車がかかると思っていた紅は、途端に上総が表情を引き締め別人のような面持ちになったのでどきりと胸が高鳴った。

「もし、子ができてたら俺はちゃんと責任を取るよ。不安にさせたらすまない」

　真しん摯しすぎる表情と声音に心臓を鷲わし摑づかみにされたような気になった。

　顔を背ける。なんてことだ。調子が狂ってしまう。もっと虐いじめようと思ったのに。

「ば、ばーか。なんであたしがあんたなんかの子を──きゃっ」

　グイと上総が上半身を起こし、紅は自然と対面したまま抱かれる恰好になった。いつもとは違う微み塵じんもゆるぐことのない視線を受けきれず紅は顔を紅潮させ下を向いた。




「階段ね」

「階段だな」

「階段ですね」

「階段ですよ」

　テントを撤収したのち探索を続けると、上総たちの目の前に上階へと続く階段が現れた。

　彼らが虚こ仮けのように上方を見上げ同じ言葉をかわすのは特に示し合わせてのことではない。終わりが見えないほどに、それが続いていたからであった。

「なにこれ？　もしかしてこんぴらさんをモチーフにしているのかしらね」

　紅がうんざりした風にいう。

「おまけにエスカレーターは止まっていると、きてやがる」

　外道丸が竹筒からうにょりと這はい出でて、長いしっぽでツンツンと停止した段差を突いている。

「これは登るしかないでしょうね」

　リリアーヌが手をかざして見上げている。さいわいなことに周囲にはモンスターの姿はない。

「おのぼりさんですねっ」

　クリスはなぜかうきうきした表情で興奮している。基本的に彼女は身体を動かすのが好きなので、こういった困難を伴う地形ほどファイトが沸いてくる性質であったことを上総は思い出した。

「クリス。それは用法が少し違うように思えるのですが」

「ええと、勇者さま。私のニホンゴ、どこかおかしな部分がございますでしょうか？」

「短期間でそれだけできれば充分だよ」

「ぶちぶちいってても段数が減ることはないわ。上総がトップでしんがりがあたしよ。登りましょ」

　上総は巨大なザックを背負ったまますいすいと登っていった。しかし今までが清潔感あふれる通路のなめらかな道ばかりだったので、上総はたちまちに顎を出しそうになった。十年間、ほとんど運動らしい運動をしない生活だったので、上総の持久力は激しく落ちていたのだ。

「ちょ、ちょっと。上総、すっごい汗よ。ペースを落としてもあたしは構わないわ」

　紅は先頭の上総が大量に汗をかいていることに気づき声をかけた。それに対してリリアーヌもクリスも心配そうな素振りを見せているが決して止めようとはしない。彼女たちは上総の一度こうと決めたら死んでもやめない頑固さを誰よりも旅の途中で知らされてきたからだった。

「だ、大丈夫だ。登り出しは、ちょっと疲れるんで。じきに、慣れるさ」

「本当？　いっておくけど、こんなところで倒れられても困るからいってるだけよ？」

　紅は真っ先に止めるかペースを落とせと進言するだろうと思っていたふたりが無言だったことに、妙な恥ずかしさを感じてそんなふうにいった。基本的に紅は善人なのだ。

（随分と冷えてきたな）

「かなり、寒くなってまいりましたわ」

　上総のすぐうしろを歩くリリアーヌは、そういってひどく寒そうだ。肩も丸出し胸も谷間がくっきり見えるドレスなので、見れば鳥肌が立っていた。上総がマイナス五十度からプラス五十度まで計れるアナログ温度計を取り出して確認したところ、氷点下に近くなっていた。

「リリアーヌだけじゃなくみんなも上着を羽織ったほうがいい」

　上総はザックを下ろすと素早くパッキングした上部からメリノウールのシャツやハードシェルを取り出して全員に配った。

「ホラ、おまえもちゃんと着ろよ」

「え、これってあたしのぶん？」

「ああ。紅も俺たちの仲間だからな。その点は抜かりないさ」

「上総……」

　ブルーのハードシェルとフリースを受け取った紅が上目づかいにジッと見上げてくる。

（へへ、なんだかそんなふうに感動されると照れちまうな）

「あんた、あたしのサイズいつ調べたの……やだ、気持ち悪い」

「ちょっ！」

「いや、来ないで」

「噓うそだろ！」

　紅が防寒着を受け取ったまま怯おびえの表情を見せたので、上総は激しく動揺して転びそうになった。

「噓よ、うーそ。ありがたく着させてもらうわ」

「おいおい、勘弁してくれよぉ」

　ケラケラと笑う紅を見てホッと胸を撫なで下おろす。ちょっとしたことでも、婦女子の機嫌を損なうと行動に支障をきたす。人間関係というものはとみに難しいものなのだ。長期の歩行、しかも気候がどのように変わるか予測のつかないダンジョン内ではレイヤリングは非常に重要になってくる。汗をかいたまま長時間放置すれば体調を崩す原因となる。大丈夫だ大丈夫だと無理をすればするほど人間とはあっさり身体を壊してしまうものだと、上総は歩行中、興が乗ったのかベラベラと最後尾の紅に聞こえるように演説してしまった。

「それをカズサさまが仰られますかね」

　リリアーヌが疲れたように「はふう」とため息を吐つく。

「なんだよ。なんかいいたそうじゃんか」

「勇者さま勇者さま。姫さまは勇者さまが雨が降っているときでも野天で大の字になって平気で寝ていたことを思い出しておられるのですよ。あのときは私もすっごく心配したんですからね」

「はうっ。あのときは……すっげー疲れてたし。いいじゃんか、まだ十代だったし、若き日の過ちってやつですよ」

「なになにー。あたしもそのアホみたいなエピソード聞きたい」

「おい、余計なこと話すなよ……って聞いてねぇし」

　上総の言葉を無視する恰好で三人はきゃいきゃいとお喋りに夢中になった。なんだかんだいって紅はリリアーヌたちと距離を取っていたみたいなので、自分が肴さかなになったとしても不愛想にツンツンしているよりはマシかなと思い放置した。やや距離が開いて上総が先行する形となった。

「なぁ、なぁ。兄さん。今、ちょっといいか」

「なんだ、外道丸か。おまえもたまらず逃げてきた口か」

　管狐の外道丸は顔を寄せ合ってきゃらきゃら笑う三人娘から離れてするりと上総の肩口からささやいてきた。

「あのな。黙ってんのはさすがのオレも気分が悪いんで、こっそりいっちまうけど。あのときの、アレって……紅のブラフだからな」

「アレって、もしかして……アレのことか？」

「ああ。兄さんが紅の処女を奪って穴という穴にザーメンを流し込んだというアレです」

「やめろよその直接的表現。流は行やってるのか？」

　上総は持ち前の自制心を総動員して大声を出すことを自制した。外道丸にいわれてみればもっともな話だと思えなくもない。いくら自分が酒に弱くても、初対面同然の少女を襲って幾度も強引にことを行い、それを覚えていないというのはどう考えてもおかしかった。

（ま、ま、そうだよな。冷静に考えて、そういうことやっちゃってまったく覚えてないなんてマンガじゃあるまいし、あり得ないよな）

　上総は胸の重しがそっくり取り除かれたのを気づかれぬよう、平然と外道丸に応対した。

「は。わかってたよ。わかってたうえで、演技をしてたのさ。外道丸。俺はもう三十近いんだぜ。紅のような小娘の口車にあっさり乗せられるほどお人好しってわけじゃない。大人おとなを舐なめんな」

「じゃ、じゃあ、なんで唯い々い諾だく々だくと紅のいうことを聞くんだよ。カズサ兄さんほどの腕前ならあんなはした金で動く必要が」

「バカだな外道丸。俺は俺でだな、この国の治安を守るため、むしろ事情通の紅を利用するくらいの勢いで──ちょ、今、なんつった？　はした金？　日当二万だぞ。国家予算並みじゃないか？」

「この国の国家予算はそれほどチンケじゃないと思うが。二万てのは相場から見て相当に安いぞ。紅は陰陽機関からそれなりの賃金を支給されてるけど、この秋葉原駅が使えないことによってどれだけ鉄道会社が損を出してると思ってるんだい？　ちなみに、昨日オレたちが合流する前に折衝した時点で、少なくともこんだけは動いてたぞ」

　外道丸がボディランゲージを駆使して、紅が受け取っている鉄道会社からの「補助金額」を上総に教える。その金額を理解して愕がく然ぜんとなり、次に妙な声を上げようとしたところで喉の中にしっぽを突きこまれた。

「ば、ばかばかっ。しーっ、しーっ。紅のやつに気づかれたらオレが絞め殺されちまうっての」

「そ、そんなん、下へ手たすれば練馬区の一戸建て住宅が買えてしまう金額じゃないか」

「あのなー。紅の名誉のためにいっとくけど。彼女、もらった金はこういった事件に巻き込まれた人たちに寄付して回ってるぞ。あいつは、性格きついけど、生まれは甲府の上流階級のお嬢さんなんだよ。ちょっといろいろあってこんな仕事してるし、とてもじゃないがまっとうとはいえないけど、本当はとってもやさしい子なんだ。そこはわかって欲しくてよ」

「そういやおまえは紅に育てられたんだったな」

「退魔巫女が方術のひとつとして管狐を使役するのは珍しいことじゃないが、あいつはやさしすぎるんだ。だからオレを戦闘用には育てなかったからさ。オレは本当はあいつのために戦ってやりたいんだけど、上う手まくいかねぇし、たぶんあいつの顔見てはいえねぇや」

「そっか。外道丸にとって紅はオフクロさんみたいなもんなんだな」

「兄さんならわかってもらえると思ったぜ。それにさ、紅がいつもとなーんか違うんだよな」

「なにがだよ」

「対応がさ。前はほかの男とどんな状況で会ってもよ、ロクすっぽ口も利きかなかったんだ。仕事上でも男に対する会話は必要最低限。ガッコじゃぶすーっとして友だちもできねえし。それが兄さんが相手じゃ喋る喋る」

「そうなのか？　俺からいわせてもらえば紅は普通の女子高生だけどな」

「カーッ。わかってねぇな。とにかくだ。こりゃなんとなくだけど、紅は兄さんのことが気に入ってんだ。できれば、嫁にもらってやって欲しいけど、兄さんにゃもう決まった女がいるみたいだしなぁ」

「ば、ばかっ。俺がガキに手ぇだすわけねーだろっ」

「うん？　オレぁ狐だから違ってるかもしんねーが、あのリリアーヌとクリスってお嬢ちゃんは紅とたいして歳とし変わんないだろ？　それにメスってのは頼れる年上の力のあるオスに惹ひかれるもんだって。兄さんはたまたまついてなくて金に縁がないだけで、これからはいっくらだって稼げるって。もしダメでも、紅やオレが食くい扶ぶ持ちくらいは稼ぐからよう。少し、考えてやっちゃくれねぇか。なあ」

「……おまえは本当に紅のことが好きなんだなぁ」

「カッ。よしてくれって。オレは紅が行き遅れたらカワイソウだからって、そんだけよっ」

「ま、あいつが行き遅れたら俺が面倒みるよ。紅は全力で嫌がるだろうがな」

　外道丸は「ホントか！　ホントなんだなっ！」と叫びながらよろこんであたりを跳ねまわっている。

　管狐の年ねん齢れいなど上総にはよくわからないが、こうやって無邪気にはしゃぎまわるところを見ると、まだ幼い少年くらいの純真さがあった。




「しかし、この階段どこまで続くんだろうな」

　上総は先を考えて途中で小休止を取ることにした。バーナーを使ってお湯を沸かしクリスが茶の用意をしている。外道丸は茶請けの菓子が気になるのか、ただのペットのようにクリスの周りをくるくる回っている。リリアーヌは上総の隣に寄り添うように腰かけ、紅は疲れたように壁へともたれかかっていた。

「なあ紅。ずいぶんと顔色が悪いがダイジョブか？」

「ん。ああ、これ。ちょっと巫ふ力りよくを使いすぎたせいでキてるだけだから。少し休めば平気よ」

「なんだ、その巫力ってのは」

「あー、もうなんだっていいでしょ。ＲＰＧでいうマジックポイントとか精神力とか、そういやつ。目に見えない精神的な気よ。だいたい、リリアーヌだって式神みたいなやつを招喚してたでしょう？」

「あれは精霊なのです。我がロムレス王家に代々仕える加護神みたいなものですの」

「ああいうの呼び出すとドッと疲れるの。つまりはそういう感じよ。ああ、なんていうか上手く口ではいい表せないけど……」

「はいはいー。疲れたときは甘いものを食べると心がはかどりますよー。どぞどぞ」

　クリスの淹れてくれた紅茶を飲みながら茶請けのカントリーモアムを食べる。異国の姫君とメイドはこいつがお好みであった。

「もふもふ、はふはふ。カズサさま、このお菓子を作った職人は国の至宝ですわね」

「ですねですね」

「うん。リリアーヌの言葉を聞けばさしものカントリー職人も後世の誉ほまれだろうな」

「なによそのカントリー職人とかいう謎の職人は。あんたたちいったいなんの話をしてるのかしら」

（紅。そんなの俺にもまったくわからないんだ）

　わからないことだらけの上総であった。




　軽食をとりおえたのち、上総たちは再び階段を登りはじめた。隣にはエスカレーターが相も変わらず沈黙を守っている。人間、風景の変化がない場所を延々とゆくのは相当に苦痛が伴うものである。

「あああ、つまんないわねっ。どっこまで続くのよ、これっ！」

「って、おまえいきなりキレんのかよっ？」

「退屈！　無味乾燥！　終わりがちっとも見えないじゃないっ！　なんなのよココッ！」

「仕事ってのは本来終わりが見えないものだよ」

　上総は、ふと遠くを見るような諦てい観かんの滲にじんだ瞳を紅に向けた。

「はい、出ました社畜発言。奴ど隷れい乙おつ。あたしには理解できませんっ。つーか、やだっ！」

　紅はきいっと叫びながら怒ど鳴なった。気持ちはわからなくもない。かれこれ二十時間近く階段を登り続けている。現代っ子である紅の忍耐がぷちっと千ち切ぎれても仕方のない距離であった。

「クレナイさま。ダンジョンというものはこういうものですのよ？」

「そうですそうです。焦あせらず進めば、そのうち着きますってば」

「みんなー。紅のことはほっとけってばー。相手にするから暴れるんで──えぐっ！」

「外道丸。人のことワガママっ子ちゃんみたくいわないでくれるかしら」

「ぐびっ、ぐびっ、絞めないで、くるちぃから……ッ」

「とかなんとかいってるうちに、少しは楽しめそうな雰囲気になってきたぞ」

　上総は足元が薄く凍りついているのに気づき、全員に注意喚起を呼びかけた。

「凍ってる」

「紅。あたりの気温がだいぶ下がってるみたいだ」

　温度計によればついには氷点下十度を示していた。さらに階段を登ってゆくと段差が見えなくなるまで真っ白な雪で埋まり、視線の上はさらに斜度がきつくなっていた。

「ここいらでアイゼンをつけておいたほうがいいだろうな」

　アイゼンとは雪山や凍結した氷の上を歩く際にすべり止めとして靴底に用いる金属爪のついた登山用アイテムである。クランポンともいい、四本、六本、八本、十本、十二本と歯の数によって用途が違う。六本までを低山用に軽アイゼンと呼びならわす。

「こんなもんまで持ってきて、だから丈夫な靴履いて来いっていったのね」

「やわらかい靴だと装着できないからな」

「カズサさま、上手く着けることができませんわ」

「あ、私もです勇者さま。着けて着けて」

「しょうがないなぁ」

　上総はやや自慢げになってリリアーヌとクリスの靴にアイゼンを履かせるのを手伝った。

「なんか……ニヤニヤして気持ち悪いオッサンみたい……てか、オッサンか」

「お、オッサン？　俺がっ？　そ、そんなぁ」

「クレナイさまもカズサさまに手伝っていただいたらいかがでしょうか」

「別に。あたしはこのくらい自分でできるわよ。それに、ベタベタ触られるのヤダし」

「ベタベタって……俺、そんなふうに見えるんだ」

「勇者さま。私はベタベタ触られてもオッケーですよ。むしろドンドン触って欲しいというか、その先のイケナイ部分まで弄もてあそんで欲しいというか、コミュニケーションを好むほうなのですので」

「わたくしなんて、アイゼンを着けるふりをして密ひそかにペッティングまで移行することを夢見ておりましたわ」

「あんたら変態か」

　アイゼンを装着すると、各自上総が用意したピッケルを手に持ち、再び登とう攀はんを開始した。ピッケルは杖つえ代わりと思われるかもしれないがそれは間違っている。ピッケルはあくまで滑落時に停止する用具であり、それほど長いものは必要ではない。大昔に誰しもが残雪の皆無な夏山で多くの人がピッケルを持ち歩いていたのは単純に情報が上手く伝わっていなかったからだ。プロによっては雪の深さや難易度であえて長いピッケルを用いて杖代わりに使うことを推奨される方もいるが、それでも基本は滑落停止用である。現在真夏でもピッケルを用いるのは雪せつ渓けいが残る三千メートル級のアルプスくらいだろう。

　──まさか東京のど真ん中で雪山登りをさせられるとはな。

　交互にゆっくり足を出し登攀を行う。このときスピードを上げ過ぎると、疲労が増大するので上総はあえてゆっくりめに歩みを調整した。左右の壁が白く凍りつき吐く息が湯気のように前方を覆った。雪の深さがそれほどないのがまだ救いといったところか。

　長時間歩くとアイゼンの歯に踏みしめられた雪がダンゴ状態でくっつくので、時折止まってピッケルの先端で小まめにかき落とす。こんな狭い場所でおまけに足場が悪けりゃ、まともにやり合うことはできない。上総ができればモンスターの出現がないことを祈っていると、神に通じたのか階段を登りきるまで猫の仔一匹出くわさなかったのはついていた。

「なんだか、あたたかくなってきているような気がしませんか？」

　リリアーヌの言葉通り気持ち寒気が弱まっている。上総は温度計に目を落とし、気温の上昇を確かめると片足を上げて頭上を仰ぎ見た。

「見ろ、あそこが頂上だ」

　終わりが見えると人間だれしも足取りが軽くなる。上総たちは一気に残りの階段を駆け上がると頂上に躍り出た。

「なんだここは」

　まず目に入ったのは、プラットホームギリギリの縁まで満たされた目の覚めるような青さだった。線路一杯まで満々と水がたゆたっている。おまけに亜熱帯を思わせるような熱気と湿度だ。

「あっちい。なんじゃこりゃ」

「まるで夏のようですね。ぬぎぬぎ……」

　クリスは素早くハードシェルを脱ぐといつものメイド服になったが、それはそれで暑そうだ。

「慣れてますから」

「あっそ……」

　クリスがわざと長い脚をくねらせながら「いやーん」とかいっているが上総はスルーした。耐寒用のダウンやアルパインジャケットなど着ていられるものではない。上総たちは直ちに防寒類を脱ぐと、冬用装備を仕舞い込んだ。

「あら、勇者さまー。お片付けが下手ですねぇ。ここはクリスお姉さんに任せてくださいよう」

「え、すまん。どうもパッキングは苦手で」

「しまいしまい」

　クリスが妙な擬態語を口ずさみながらザックに道具を仕舞う。

「まるで南国ね。この中っていったいどうなってるのかしら」

　紅が白衣のたもとをくつろげていった。

「とても蒸しますわね」

　リリアーヌはたわわな胸元に汗を浮き上がらせて、扇を出すとゆっくりと風を送っている。なまめかしく光った汗の粒が胸の谷間に落ちるのを見て上総は生唾を呑み込んだ。

「ちょっと。あんたどこを見てるの。それって立派なセクハラよ」

「ばっ……違うっての。俺はなんも見てねぇよ」

「いやだ、恥ずかしいですわ」

　紅が目を三角にして唇を尖らせる。上総は咄嗟に照れるリリアーヌから視線を逸そらした。

「へへ。神さまってのは無慈悲だねぇ。お姫さんは美しくってこんなにたわわさんなのに。それに比べりゃウチの紅は相当に見劣りする──ちょっ、冗談だって」

「イタチ風情が育ての親をディスるとはいい度胸ね」

　紅は外道丸の長いしっぽを持って線路上を埋め尽くす水の上にブラブラさせた。もう慣れたので上総はツッコまなかった。

「雪の次は謎の南国ステージか。とことん楽しませてくれるな、こりゃ」

「綺麗な水ですこと。トウキョウは水源が豊かな街なのですね」

「姫さま、たぶん違うと思われますよ」

　紅は水面上に逆さにしていた外道丸を引き上げると頭を持ったまま不機嫌そうにいった。どうやら胸のことはよほど気にしているらしい。

「外道丸。あんたは妖気を探るのが上手いけど、ホントにこっち方向で合ってるんでしょうね」

「合ってる、マジで合ってるからこれ以上オレを虐めないでくれよおお」

　どうにも前途は多難のようである。上総は耳の穴を指先でほじくると首筋を伝う汗を手のひらで拭ぬぐった。













　歩を進めるごとに構内の湿度はグングンとうなぎのぼりに上がり、上総かずさは強い日差しの下をあてどなくうろつく野良犬のように舌を出して喘あえいだ。プラットホームの天井には当然ながら屋根があるのだが、それもダンジョンの一部のためだろうか異常なまでの厚みがある。通常の駅ならば空が見渡せるのであるが上総の目に映る周囲の空間は黒と灰色とが混じったような混こん沌とんとした闇やみに包まれていた。対面側には遮しや蔽へい物ぶつはなにもなく、ただ、ただたっぷりとした水だけが広がっている。

　上総は大きくため息を吐つくと額にぐっしょりと浮いた汗を手のひらで拭ぬぐった。大きく深呼吸をすると真夏の砂浜のように喉が焼ける。激しく咳せき込こむと背後から呆あきれたような紅くれないの声がかかった。

「なっさけないわねぇ。あんたそれでも男なの？　根性出しなさいよ」

「う、うるさいなー。こんなに暑かったら弱音のひとつやふたつくらい──」

　紅の声に振り向く。背後ではのしのしと歩く巨大な雪だるまを引き連れて涼しい顔をしている娘三人衆を目にし上総は激しく顔を歪ゆがめた。

「んだよ、それは」

「雪ん子の式神よ。あんまり暑いから出したの」

　紅がしれっとした顔でいった。人間大の雪だるまは炭で作った眉と目玉をくりくり動かしながら、ひんやりとした冷気を地味に放射しているようだった。

「カズサさま、とっても涼しくて心地よいですの」

「ああん、姫ひめさま。この子ほっぺくっつけるとひやーっとしますよ」

　リリアーヌとクリスは雪だるまに抱きつきながら涼を取ってご満悦の様子だ。クリスにいたっては雪だるまの腹に自分の頰ほおをぴたっと密着させ融解させている。

「ひとこといってくれてもいいじゃんかよう」

　上総が哀れっぽい声を出すと紅が珍しく慌てた。

「わ、悪かったわよ。上総も涼んでいいからそんな顔しないで。あたしがイジメてるみたいじゃない」

「いいのかっ。じゃ、さっそく。おおーっ。こりゃ冷たくて気持ちいいな」

　上総は雪だるまに両手をくっつけて火ほ照てった身体からだを冷ましにかかった。ここは駅構内だというのにまるで終わりが見えない。上総たちはプラットホームに上がってから延々と終わりのない直線を歩き続けていた。

「ねぇ外げ道どう丸まる。ホントにこっちの方向で道合ってるんでしょうね？　もう、半日以上歩いてるのよ。もし間違ってたら──」

「紅、頼むからそこで言葉を切るのはやめてやってくれないか。マジで外道丸がメチャ怯おびえてるから」

　紅はふーんだっと唇を尖とがらせると怒りのぶつけ場所に困ったのか罪のない雪だるまを執しつ拗ように蹴りはじめた。彼女が裾すそから細い脚を伸ばして小刻みにキックを放つたび、どこか雪だるまの顔が悲しそうに歪んでゆく。悪い、雪ん子の式神よ。俺にはおまえを助けられそうにもない。

「おやめくださいませクレナイさま。クリスはユキダルマさまがおかわいそうで見ておられませんっ」

　クリスが止めに入ると紅は首を左右に振って痺しびれを切らし、だんだんと地じ団だん太だを踏みはじめる。

「にしても、ホントにここ都内なの？　延々とプールサイドを歩かされてるみたいで、あああっ」

「いきなり叫ぶんじゃねーよ」

「寒い次はあっついし、もーやだ。あたし空調のないエリアじゃ生きていけないか弱い生きものなのよ」

「オレっち、クレナイは地球がアルマゲドン状態になっても余裕で生き残ってると思うけど」

「ほーら外道丸ちゃん。ママがお風呂に入れてあげますからねー」

「やだあああっ」

　紅はぼそりと呟つぶやいたか弱きイタチのしっぽを持って軌道上を満々と埋め尽くす水の上にぶらーんぶらーんと逆さにして振り出した。非道である。

「あのな……紅、あまり小動物をイジメるんじゃないよ。そのうち動物愛護団体がな──」

　上総があまりにかわいそうな外道丸をヘルプしようと白線ギリギリで親子の対話を楽しむふたりに近づくが、咄とつ嗟さに顔色を変えた。

「紅っ」

「わかってるわよっ」

　上総は後方に飛とび退すさった紅と外道丸を左手で抱き留めてくるりと背に回すと、水面にこんもりと浮かんだ邪悪な気の塊に意識を集中し右手のピッケルを振り上げた。

　透明度の高い水面がドッと割れて飛び出したのは、巨大な剣を持ったイルカだった。

「くっ」

　半ば予想していたので対応は充分間に合った。

　上総はピッケルを上方から勢いよく振り下ろし、きらりと光った刃に合わせる。

　がきん

　と、固い硬質な音が鳴ってイルカは左方に跳ね飛ぶ。

「たああっ！」

　それを黙って見ているクリスではない。

　彼女は気合をほとばしらせると無防備なイルカの脇腹に回し蹴りをすかさず叩たたき込こんだ。イルカはくえーっと奇怪な断末魔を響かせると、ホームをだんっどんっと音を立てて転がり口から血泡を吐き出して絶命した。

「イルカだ……！　上京してすぐのとき俺がエウリアンに売りつけられたイルカの絵にそっくりなやつだ！」

「騙だまされてんじゃないわよっ」

　エウリアンとは──。

　文字通り都会の繁華街で無防備な田舎いなか者ものを言葉巧みに引っかけ、なんら価値のない複製画を暴利で売りつける悪質絵画販売業者のことを意味した。

「あの女、この絵を部屋に飾っておけば運が開けるって、出世が約束されるっていっていたのに……！　残ったのは版画と強烈なローンだけだった。ド畜生が！」

「どんだけ騙されやすいのよ、あんたはっ」

　がくがくと首根っこを紅に揺ゆすられながら、上総は若き日の過ちを苦い思いとともに反はん芻すうしていた。

「あ、カズサさま。とかいっているうちに、あっちにもこっちにも青いお魚さんがたっくさん現れましたわっ」

　リリアーヌが開いた扇の先に指し示す場所には、剣を持ったイルカの怪物──ソードイルカが七体ほど水面にその姿を現していた。

「姫さま、あれはお魚さんではございませんよ。クリス、えほんなるもので勉強いたしました。あれはイルカさんといってお乳を飲む動物さんなのですよ」

「ええっ。でもクリス、わたくしこれと同じイルカなるものの切り身がお魚屋さんで売られているのを見ましたわ」

「リリアーヌ。君は別に間違っちゃいない。そしてクリスも同じくな。イルカさんは牛馬と同じく動物さんだが切り身は魚屋さんで売っているんだよ」

「イルカってあたし変なニオイがするから好きじゃないのよね」

「ンなこといってる場合じゃないっての。兄さん、来るっ。あわわ、来るってば！」

「さっそくコイツを使うとするかね」

　上総は先ほどダンジョンバットを斃たおしたときにドロップした「バットホイッスル」を使用した。

　ぴーっ

　と甲高い音が真っ黒な笛から発せられ、向かって来たイルカはモロに音を喰くらってスタン状態でびちびちと構内の床にひれを打ちつけながら一時的に動けなくなる。ほんのわずかな隙ではあるが上総たちはそのうちに態勢を整えると攻撃準備に移った。

「じゃあ、とりあえずサクサクっと退治しますかね」

　上総はゆるりとした動きで前に進み出ると、飛びかかって来た三体のソードイルカを迎え撃つ。

　すでに痺れ状態から復活したイルカたちは身体をくねらせながら殺気を露あらわにしている。

　きらりと刃先を連ねて上空から落下して来るイルカたちの間を踊るように通り抜ける。

　数瞬のち──。

　剣を手にしていたソードイルカたちはそれぞれ額から噴水のように血潮を撒まき散ちらしながらあたりに転がって動かなくなった。

　上総が手にしたピッケルを振るとピックの部分から赤黒い水滴がしたたり落ちる。目にも止まらぬ早業でイルカたちの脳天を打ったのだ。

「やるじゃない」

　あっという間に三体の仲間をやられたのを見て警戒したのか、残りの四体はホームに上がると剣を構えたまま攻め寄せようとせず固まっている。

「む？」

　新たに盛り上がった水面の気配に上総が鼻を蠢うごめかすと、ばしゃしゃっという景気のよい音とともに、今度は巨大な盾を持ったイルカ──シールドイルカが五体現れ密集隊形を取った。

　上総が姿勢を低くして飛びかかるタイミングを計っていると、今度は逆側からソードイルカ五体とシールドイルカ三体が現れ、都合十七体の敵に左右から挟まれる形となった。

「マズイわね。一気に飛びかかられたら面倒だわ」

　紅は小こ太だ刀ちを引き抜くとささやくようにいった。

「リリアーヌ、クリス。片方を頼んだ。こっち側は俺と紅で片づける」

「任せてくださいませっ」

「姫さまはクリスがお守りいたします」

　シールドイルカはどのような方法かはわからないが、とにかくも短い手で機動隊が持つような大きさの長方形の盾をズンと据えて後方で備える剣士たちを守っている。紅がチラリと王女とメイドを気にしている素振りを見せたが、仮にも彼女たちがこの程度の敵に遅れを取るなどとは思わない。

（いや、むしろ危険なのは俺のほうかもしんない）

　リリアーヌや紅たちが十代バリバリの現役であるのに比べて、三み十そ路じ前の上総は全盛期を思えば、反射速度も、集中力も、体力も劣る。事実、確かに魔王討とう伐ばつ戦せんに挑んだときと比較すれば勝負にもならないほど弱体化はしていたが、それでも上総の身体能力は雑ざ魚こモンスターに敗れるほど衰えてはいなかった。ここに、本人の認識と肉体と世界との齟そ齬ごがあり、当然ながら上総はかつて自分が持っていた蛮ばん勇ゆうを発揮した。

「あ──こら！」

　紅が止めるのも聞かず、上総はほとんど無謀とも思われるような動きで敵に斬り込んでいく。これにはイルカモンスターたちも虚を衝つかれたのか、ぎくりと、一瞬だけ動きが静止した。だが、その刹せつ那なで充分。

「るおおおっ」

　上総は手にしたピッケルに魔力をそそぎ込むと、大気を割って水平に薙ないだ。

　ありえないほどの力業である。

　シールドイルカたちの持つ盾は地下迷宮の魔鉱石から作られ、ダンジョンマスターから与えられた逸品である。機関銃の銃弾ですら弾はじく硬度を持つそれは横合いから魔力を纏まとって迫る特大の刃風によって、いともたやすく千ち切ぎられた。溶けかけたバターをナイフで削そぐようなものだ。

　四体のシールドイルカは盾ごと己の胴体を薙ぎ払われ、特大の朱線をびっと横に引かれ血潮であたりを霧に染めながら吹っ飛んだ。

　が、代償は大きかった。

「くっ──」

　上総の手にしたピッケルは衝撃に耐えられず粉々に砕け散った。元より滑落停止道具である。市販品のそれは打ち合いに耐えうる強度など持ちようがなかった。上総の手の中にはへし折れた柄だけが寂しく残る。隙ありと勢いづいたソードイルカたちが眼を爛らん々らんと光らせ前に出る気配を見せた。

「あとは任せなさいよ──はっ」

　うしろで備えていた紅が、手にした巫ふ力りよくを仕込んだ切り紙を指先から放った。

　その切り紙はたちまち幾つもの紙の燕つばめに姿を変えると、剣を構えたソードイルカの周囲をぐるぐると回って盛んに切りつけはじめた。

　時間とともに式神の燕のスピードは常人の動体視力では捉えきれなくなるものとなった。

　イルカたちの絶叫も虚むなしく燕はますます飛翔速度を幾何級数的に増大させ竜巻のようになって荒れ狂う。

　わずかののち。

　五体のソードイルカたちは手にした剣をガランと取り落とすと、膾なますに刻まれて失血した。

「やったな」

「いいえ、まだよ。リリアーヌたちがっ！」

　紅がおそらくは苦戦しているであろうと思われる仲間たちのほうへと振り返ったとき──。

　すでに勝敗は決していた。




　リリアーヌたちが受け持っていたイルカモンスターたちの群れは、彼女が招しよう喚かん魔術で異世界より呼び出した七十二柱のうちのひとりマルコシアスによって打ち倒されていた。

　マルコシアスは翼と蛇の尾を持つ巨大なオオカミである。雄牛ほどの巨大な身体を持つ黒々としたマルコシアスはリリアーヌたちが受け持っていた八体のイルカたちをこともなげに斃すと、転がったイルカたちを三時のおやつでも貪むさぼるような気やすさでバリバリと頭からかじっていた。

「いえいっ。さすが姫さまの招喚術ですっ」

「これ、クリス。すごいのはわたくしではありませんわ。これもみな祖先の高徳と精せい霊れいたちのお力添えにほかなりません。ありがとうございます、マルコシアス」

　リリアーヌは感謝に耐えぬといった様子でマルコシアスのクマよりも頑丈そうな黒い毛皮をそっと撫なでている。マルコシアスはくすぐったそうに身体をぶるりと震わすと霧のように消えていった。

「な。だから大丈夫だろ」

　上総はくしゃくしゃの自分の癖くせ毛げをかき回しながら、絶句している紅に声をかけた。

「あ、あのね。あんたたち、こういう奥の手はどんどん使いなさいよ」

「てか、いわなかったか。リリアーヌの招喚術は極めつきに強力だが、使用回数に限度があるって。それに雑魚はともかく、まだ敵の親玉は出番を待ちかねてるみたいだ」

「な！」

　そういった上総の肩越しに紅が視線を向けたとき──。

　なにもなかったプラットホームの中央に巨大な階段が突とつ如じよとして出現し、のしのしと重たげな巨体を引きずって目を疑うような怪物が姿を現していた。ほとんど人工的なビビッドピンクの肌を持つ、全長四メートルはあるかという巨大イルカが生臭い風を呼び起こしながら上総たちの前に立った。

「ニンゲンたちよ。よくぞ我が精鋭たちを残らず屠ほふって見せた。その勇は称賛に値する、が、儂わしがここにいる以上、この先には一歩たりとも歩を進められないと思うがよい」

　ピンクイルカは頭の上に金色に輝かがやく王冠を載せ、手には先端が三つに分かれた穂先のあるトライデントを持っていた。声質は落ち着いたバリトンで、深い渋みと耳にするものを落ち着かせる威厳が備わっていた。

「なんなのよあんたは」

「む。小娘よ。儂はダンジョンマスターよりこのエリアの皇帝の称号を与えられている。そうだな、イルカ皇帝と呼ぶがよい」

　紅の震え声に悠然と答えたイルカ皇帝はなるほど、そう名乗るだけの気迫と強さが備わっていた。

「下がっているんだ紅。どうやらコイツの相手は俺じゃなきゃちょっと無理そうだ」

「すみませんカズサさま。魔力さえ尽きかけてなければ、わたくしが平らげてみせますのに」

「いいって。万が一のときのために魔力はとっとくんだよ。さ、リリアーヌもうしろへ」

　案じて駆け寄って来たリリアーヌを下がるように指示する。同時に敵に呑のまれていたことを急に恥じた様子の紅が食ってかかって来た。

「って、なにカッコつけちゃってんのよっ。時代がかった騎士じゃあるまいし、こういう中ボス的存在はみんなで囲んでフルボッコに決まってんでしょーが！　だいたい、上総っ。あんたはもう丸腰でしょっ」

「なんだ……心配してくれてんのか？　ありがとな」

「ちっがーうっ。だいたいバケモノイルカっ。あんたもあたしたちがお喋しやべりしている間に奇襲攻撃のひとつやふたつしなさいったら。これはゲームのイベントムービーじゃなくって、現実の勝負なのよ。そこんところホントにホントにわかってんの？」

「む……？　いや、儂は皇帝の称号にかけて不意打ちなどはしない」

「さすがイルカでも皇帝だけのことはありますねっ。クリスは感じ入りました」

「クリス。わたくしもこの皇帝イルカさん、敵にしては中々天あつ晴ぱれな心意気かと思いますわ」

「ですよねですよねーっ？」

「って、あたしをほっぽってほのぼのするんじゃなーいっ。そもそも上総が丸腰の件はまったくもって解決してないじゃないっ。あんたたちはあの男がイルカの矛でぐさぐさされてもいいのっ？　ホントにいいのっ？　お腹からさっき食べたおまんじゅうとかがポロポロ出たり、休憩時間に食べたパスタがうにょろうにょろ出てくるかもしんないわよっ」

「はっ！　それはとっても困るのです。クリス、カズサさまのお腹が穴ボコだらけになってしまわれたときの用意は──？」

「はいっ。ぬかりなく木工用の接着剤と百均で買い求めたるびにるてーぷを持参しておりますゆえ。おっけー、かと」

「それならよいのです、ほっ」

「あのさ、おまえらの気がすんだらそろそろ話を進めていいかな」

「あのね。いくらあんたが強くったって素手であのバケモンとやり合えるの？」

「そんなわけないだろ」

「そんなわけないって……」

「だから、今すぐ武器は用意する」

「え？」

　上総はスーツの上着をばさりと脱ぐと、そばに控えていたクリスに手渡した。

「上総、カッコつけてるつもりかもしんないけど、仕事帰りに一杯やる前準備のリーマンにしか見えないわ」

「やかましい」

　上総は紅の軽口に応じながらも自らあふれ出る社しや畜ちく臭しゆうにちょっと凹へこんだ。

　秋あき葉は原ばら駅えき構内は今やダンジョンマスターの魔力によって異空間に包まれている。通常空が見えていた部分はマーブル状の黒と灰色で埋め尽くされ出口は階段のみに限定されていた。

　聖剣と勇者は雌し雄ゆう一対。

　勇者あるところに聖剣は無限に存在し、剣なくして勇者は十全に力を発揮することはできない。

「ダンジョンマスターに会うまでのとっときにしときたかったんだけどな」

　聖剣を手元に置けば抜きたくなるだろうが、それでは鈍にぶっていた力を取り戻す鍛錬にならない。なので自らに枷かせを課したのだ。上総は強敵のダンジョンマスター戦まで敢あえて聖剣に頼らず戦おうと思っていたのだが、目の前の難敵は丸腰では戦えそうもなかった。ぐっと右腕を頭上に伸ばす。眼まなこを見開いて眼前のイルカを凝ぎよう視ししながら聖剣のことを思った。握りからツバ、剣身の隅々から切っ先まで目の前にあるよう思い浮かべることができた。

　幾多の敵を斬り伏せ、豪雨の中抱いて眠った唯一の相棒にして命を託すに足るもの。

「来い──ロムスティン」

　恋人を、妻を、父母を、子を愛するように上総はその名を呼んだ。

　きいぃん

　と、澄み切った金属音が異界に高々と鳴り響いてそれは姿を現した。

　空間を切り裂くとか光を纏って輝くとか、そんな仰ぎよう々ぎようしい気配は微み塵じんも見せず、最初から上総が携えていたかのように、聖剣はその手の内にあった。

　聖剣ロムスティン。

　薄っすら青白く光る片刃の剣は上総の腕の延長上のように握られていた。












「それでこそ、我が矛にかけるに相応ふさわしい相手なり」

　皇帝イルカは頭上の王冠をふるふると揺らめかせ、手にしたトライデントを構えて喜悦に満ちた表情で進み出た。

　上総は聖剣を正眼に構えたままずいと前に出る。

　両者の距離が縮まる。

　潮合が極まった。

「だっ」

　上総は裂れつ帛ぱくの気合を込めて聖剣を大上段から振るう。

　きいん

　と澄み切った金属音が響く。

　皇帝イルカのトライデントは長さ五メートルにも達する長大なものだった。

「ぬ、ぬぬっ」

　皇帝イルカは上総の聖剣を矛で絡め取ってくるりと回し、刃を折り割ろうと試みるもその場にぴたりと留まって耐える上総に動揺を隠しきれない様子だった。通常であるならば、三つ又の分厚い切っ先に摑つかまった刀身は皇帝イルカ自慢の剛力をもってすれば容易にねじ切ることは可能なはずなのに、微動だにしない。それもそのはず聖剣ロムスティンはただの鉄の塊というわけではなく、勇者が邪悪を討ち滅ぼすときにのみ顕現する一種の概念であるのだ。強敵と対たい峙じしたとき勇者も聖剣も本来の力を取り戻す。

　武器破壊はならず──。

　そう知った皇帝イルカはトライデントから聖剣を放すと、すぐさまその間合いを生かして上総の身体を傷つけにかかった。

　ごお

　と、ぬるまった空気を振り払うかのように正面から無数の突きが繰り出される。

　上総は気負いなくその場でわずかに両足をバランスよく開くとこれを迎え撃った。

　大車輪のように激しく打ち振るわれるトライデントの切っ先を聖剣を使ってさばく。

　烈光のような突きや薙ぎ払いを華か麗れいにいなしながらジリジリと徐々に間合いを詰めつつ、ついに上総は反撃に出た。

　ぐっと腰を落とし込むと、打ち返したトライデントの重みで皇帝イルカがわずかにバランスを崩したのを見逃さない。

　臍せい下か丹たん田でんに溜ため込んだ気合を鋭くほとばしらせながら聖剣を斜めに振るった。

　ず──

　と切っ先はトライデントの中央部に当たると見事に両断してのけた。

　皇帝イルカがふたつに割れたトライデントに気を奪われている最中、上総は聖剣を背負うようにして高々と飛翔した。

　刃は吸い込まれるように皇帝イルカの脳天から胴体部、さらには床で自重を支えていた尾の先端部まで見事に走った。

「ローグ流、神しん極きよくの太た刀ち」

　異世界ロムレスに伝わる古流の秘剣である。

　片膝立ちになった上総の正面に静止したピンクの巨体があった。

　皇帝イルカの頭上から尾の先まで真っ直ぐな朱色の線が走る。

　それはみるみるうちに太く巨大になると、滝のように血潮を噴出させた。

「ふうっと。一丁上がりだ」

　皇帝イルカは頭上に載せていた王冠をからんと取り落として絶命していた。

「やりましたわ。さすがカズサさまですっ」

「ふふふ。イルカはよく味み噌そで煮て食うといい。ゴボウといっしょがベターだ」

　上総は首っ玉に抱きついて来たリリアーヌにキスをされながら照れ隠しにそんなことをいった。

「うわぁ。あんた、ほとんど性犯罪者のオッサンの顔よ？　国際問題にならない？」

「な、ならねーよっ」

　軽口を飛ばす紅も上総が大敵を見事に屠ったことで、表情は明るかった。

「さっすが兄さんだぜ。オレっちは絶対勝つとわかってたもんね」

「その割には戦闘中貝のように押し黙っていたわね」

「そりゃあねぇぜ！　たはっ」

　皇帝イルカの死し骸がいを前に和気あいあいとじゃれ合う。ニコニコ顔で見守っていたクリスは落ちていた王冠をそっと拾うと高々と頭上に持ち上げた。

「じゃっじゃじゃーんっ。カズサさま、戦利品でございますよう。わわっ？」

　と、同時に金色の王冠はぐにょらぐにょらととろけた飴あめのようにクリスの手の中で変化をはじめた。

「なにやってんのよっ。クリス、とっとと捨てなさいよっ」

「やーん、カズサさまっ。クレナイさまあっ。怖いですう。ぱすっ、ぱすですっ」

「ちょ、おい──落ち着けって」

「そうですよクリス。まずは深呼吸をしましょう。さ、わたくしの真ま似ねをして。すーう、はぁーっ」

「きゃああっ。こっち来ないでよっ」

　すったもんだの挙あげ句く。

　やがて王冠は二十センチほどの鍵に姿を変えると、一層輝きを増して光った。

「は、はれ？　あ、なんだか助かっちゃったみたいですう」

「あ、あのねぇ。クリス、人騒がせもほどほどに──」

「ニンゲンたちよ」

「わっ。まだ生きてたんかっ」

　上総たちが真っ二つになった皇帝イルカの残骸から距離を取ると、もはや目鼻もなくなった肉塊がゆっくりと最後の言葉を紡ぎはじめた。

「それは……この先に……進むにあたって……絶対に必要になる……儂に勝利した証あかしじゃ……持ってゆくが……よい……」

　──最後までわけわかんない生き物だったな。

「勇者さま、これ」

「ん。とりあえず、なんか重要そうなもんだな」

　変化した黄金の鍵は特大に太く、どこかオモチャのようにも思えるが手にしたところ並々ならぬ魔力の反応を感じ上総は眉み間けんにシワを寄せた。

（今、金が一グラム五千円くらいだとすると、これの重さ、どう考えても五、六キロあるとすると、えーと二千五百万円くらい？）

「ねぇ」

「ぎ、ぎくうっ。な、なにかな。紅くぅん？」

「あんた、またよからぬことを考えてるんじゃないでしょうね」

「ば、ばーかな。このわたしが、はは。ありえんだろぉ」

「怪しいわね。とりあえずこの鍵はダンジョン攻略に必要そうだからあたしが預かっておくわね」

「ああん。お宝ぁー」

　未練がましく手を伸ばすと紅は吊つり上あがった目で激しく睨にらみつけてきた。

「なに？」

「なにも」

「勇者さま。お気を落とさずっ。クレナイさまの隙を見て私がぱぱっと取り返してあげますからねっ」

「聞こえてるわよクリス」

「ああんっ。クレナイさまぁ、お尻つねっちゃいやですう。ご無体なー」




　とにかく皇帝イルカを斃したことで無限に続くと思われた迷宮に一筋の光明が見えた。

　上総たちは、勇ゆう躍やく、目の前の階段を足取りも軽く登ってゆくと、予想に反してすぐに終わりが見えた。

　妙だな──。

「おかしいわね。さっきはあんなにいやらしく長ったらしかったのに」

「クレナイさま。物ごとはいい方向に考えましょう。わたくし、これもみなの頑張りを見ていてくだすった天上の神々が与えたもうた恩おん寵ちようだと──」

「悪い、リリアーヌ。どうやらそういったボーナスステージをここのダンジョンマスターは微塵も用意するつもりがないらしいな」

「はぇ？」

　頰にかかった髪を指先で払いながらリリアーヌがちょっと抜けたような声を出した。

　上総はすでに鞘さやから抜きはらった聖剣を階段の終わりに現れた奇怪な物体に向けていた。

　それはパッと見で高さ三メートルほどはあろうかというカプセルトイであった。

「ガチャガチャだ」

「ガチャね」

　上総と紅が油断なく構えながら突如として目前に現れた四角い物体に警戒態勢を取った。

　ガチャとは。

　秋葉原だけでなく、日本全国どこでも見ることができるカプセル自動販売機の総称だ。

　音もなく現れた巨大自販機は一行の行く手を阻むように立ちふさがり、なにやら陰いん鬱うつな気を機体から四方に放射していた。

「あのお、カズサさま。ガチャガチャってなんですか？」

　リリアーヌがぷっくりとした形のいい自分の唇に人差し指を当てながら、上総の上着をくいくいと引っ張って問うた。

「あ、はーいっ。私知ってますよ。すーぱーに置いてありました。硬貨を入れると中からオモチャが出てくるんですよう姫さま」

　上総の代わりにクリスがへへーんと自慢げに答える。リリアーヌは黒真珠のような瞳をきらきらさせながら手を叩いて感嘆した。

「さすがですクリス……わたくしそこまで気を配って商店を見てはおりませなんだ。さすが、我が王国の至宝たるメイドです」

「えへへ、そんなふうに褒ほめられると照れちゃいますよう」

「って、んなアホな姫とメイドの漫才はどうでもいいのよっ。来たわ！」

　紅の叫びが響くと同時に頭上に佇ちよ立りつするガチャガチャマシーンはツマミが勢いよく右に捻ひねられ、放出口からバレーボールサイズのカプセルを次から次へと吐き出しはじめた。




　円周六十五センチから六十七センチ。五号と呼ばれるバレーボールの規格である。

　階段を転がって来るガチャポンカプセルの球たまを見ながら、上総は中学時代どうしてもバレーのレシーブが自分ひとり上う手まくできなかったことを思い出していた。そもそも両腕を窮屈にそろえて球を打ち返すという行為が苦手なのだ。万能というわけではないのだが、なんでもそこそこにこなせていた上総に奇妙なトラウマを与えたのが、バレーボールという競技だった。ああ、難しき哉かなバレー。遠き青春の思い出の排球。

「ちょ！　なにやってんのよ。危ないじゃないっ」

「は、はわ……」

　乱暴に首筋を引っ張られて身体が後方に泳ぐ。同時に背中をリリアーヌとクリスが息の合ったプレイで支え転落を防いだ。

　紅だ。

「ぼさっとしてんじゃないわよ」

　紅はボーっとした上総をフォローするため啖たん呵かを切って勇ましく前方に出ると、手にした千代紙の「やっこさん」を投げると呪力を用いてたちまちに巨大化させた。

　やっこさんは力強い腕の動きで降りかかるガチャカプセルを右に左に弾いて直撃を防いだ。

　吹っ飛ばされたガチャカプセルは階段のあちこちにぶつかりながら最下段まであっという間に落ちてゆく。

「ワ、ワリぃ。つい、感慨に耽ふけっちゃってサ」

「感慨に耽らない！　そんな暇ない！」

　ガッと八重歯を剝むき出だしにして紅が吠ほえ立てる。上総はオロオロと尻込みし視線をあちこちへとさ迷わせた。

「クレナイさま。そのような頭ごなしに勇者さまをお叱りになるのはどうかと──」

「わたくしからよくいって聞かせますのでっ」

「コイツはアンタたちの子供か！」

　クリスとリリアーヌが擁よう護ごするが頭に血が昇った紅の怒りを余計に駆り立てるだけに終わった。

　君は鉄分を大目に取ったほうがいいぞ、と上総はひとり胸の内で思った。

「……ちょっと待った。なんか様子がおかしいぞ」

「あのねぇ。あたしがそんな見え透いた手に引っかかるとでも──？」

　上総は階段下に散らばったガチャ玉から飛び出して来た異形の集団を指し示した。

「わんこににゃんこにライオンさんにゾウさんですわっ。わたくし図書館にあった『よいこのどうぶつずかん』で知識を得ましたので間違いございませんわ」

「さっすが姫さま。その貪どん欲よくなまでの知的好奇心、一見してあらゆる森しん羅ら万ばん象しようのことわりを見破る賢明さ。陋ろう巷こうの古老や大賢人にも劣らない見識にクリスは脱帽ですっ」

「いや、犬猫も獅し子しも象もロムレスにもいたよな」

「そういう茶番はあとで好き放題やってちょうだいっ。ナニよあれ！　普通にバケモノじゃないっ」

　紅が眼下に現れた奇妙なモンスターたちに怖おぞ気けを振るったのは無理もない。怪物たちのフォルムの基本。それらはリリアーヌがいったように地球上に存在する動物たちとほぼ変わらないのだが、一点だけ普通とは違った特徴があった。犬も猫もライオンもトラもゾウも、みな一様に頭部にリーゼント状の髪が付与されていた。

（間違いない。こりゃカプセルトイのリーゼントアニマルシリーズだ……！）

　かつて上総が浮世の憂さ晴らしに集めていたガチャポンのひとつに、動物の頭部へと二十世紀末に一世を風ふう靡びしたいわゆる「ツッパリ」の髪型であるリーゼントをくっつけただけのしょーもないシリーズがあった。

　上総は呆あつ気けに取られながらもリーゼントの髪型をした動物たちがガチャ玉が開くたびに内部から排出されたちまち構内を埋め尽くすのを見て首を左右に振った。

「リーゼントだ。リーゼントアニマルたちの逆襲だ……」

「なんかよくわかんないけど、とりあえず敵って認識でいいのね」

「概おおむねは」

　と、紅とそんなやり取りをしている間にもリーゼントライオンやリーゼントゴリラ、リーゼントウルフなどがゆっくりと間合いを詰めて来る。

　やるしかないのか？　できれば罪もない動物を傷つけることはしたくない。

　が、ダンジョンマスターにかりそめの命を与えられたダンジョンモンスターたちが上総の葛かつ藤とうなどを慮おもんぱかるはずもなく、冷酷無慈悲に襲いかかって来る。

「きゃああっ」

　リリアーヌが悲鳴を上げながら両手をぶんぶん上下に振った。リーゼントライオンが先陣を切って軍艦の先端のような髪をこちらに向けながら飛びかかって来る。

「とやたっ」

　すかさず横に回っていたクリスが激しい気合をほとばしらせながらリーゼントライオンの脇腹に痛烈な跳び蹴りを喰らわせた。

　通常野生動物は分厚い毛皮と強きよう靱じんな筋肉で身を守られており、刃物ですら真っ向から叩きつけても簡単に防いでしまうほどだ。

　だが内ない家か拳けん、いわゆる気を操る修行を存分に積んだクリスの一撃は百獣の王と呼ばれるライオンすら軽々と吹っ飛ばし亀裂が入るほどの速度で壁にめり込ませた。

　リーゼントライオンは華きや奢しやといってもいいクリスの蹴りで中身を滅茶苦茶に破壊されたのか、苦悶の表情のまま動かなくなった。

「クリスだけにいいカッコさせてらんないな」

「しょーがない。あたしはなんとかしてあのガチャガチャを破壊するから上総は下をお願いね」

「応よ」

　下方にいるリーゼントアニマルたちをすべて倒しても大本のガチャマシーンが残っていればイタチごっこもいいところだ。上総と紅は素早く作業を二手に分担するとそれぞれの持ち場に向かった。

「勇者さまをサポートさせていただきます」

「わたくしはここでサポートしていますわっ」

　魔力が回復していないリリアーヌがグッと眉間にシワを寄せて支援する構えを取る。上総はクリスと連れ立って異形の群れに飛び込んでいった。

「クリス、俺が大物をやる。おまえはせいぜい敵を適当に引きつけて逃げろ」

「お任せください。でも倒してしまってもかまわないでしょうか──？」

　駆けながらクリスが微笑ほほえんだ。

「好きに、しろっ！」

　上総は聖剣を素早く抜き放った。白刃が妖しくぎらりと輝く。鋼の凶暴な光を目にしたリーゼントアニマルたちが、その存在を悟ったのか本能的にざわめいた。

　大上段に聖剣を構えると腹の奥から怒声を発しながら斬りかかる。

　通常生活では到底聞くことのできない太古の時代に人間が持っていた発声法だ。

　横おう隔かく膜まくをビリビリと震わせながら威圧的な声を轟とどろかせた。

　あらゆる動物が恐ろしく聞こえるように吠えるのは無駄な争いをさけるためだ。

　生存競争に勝ち残るためにはよほどのことがない限り戦闘をさけなければならない。

　無意味に戦えば傷を負うし、そうなればエサを捕獲できる可能性は低くなる。栄養が摂取できなければ当然ナワバリ争いに敗れる。そうなればメスを得て子孫を残せなくなる可能性が高まるのだ。

　上総は飛び降りながらまず第一に一番巨大であったリーゼントゾウに狙いを定めた。

　リーゼントゾウはその巨体から鼻を伸ばして牽けん制せいするが上総はあえて打ち合うことをせず、半身を開いてさけると右方に転じて脇腹あたりに刃をすべらせた。

　ゾウの灰色の皮膚は固く分厚いタイヤを斬りつけている感触だった。

　だが上総は巧みに剣を使って深々とリーゼントゾウに切り込みを入れると、転がりながら手近な場所にいたアニマルたちを破壊した。

　想像通りリーゼントアニマルたちは切りつけても血液を流さなかった。その代わりといってはなんだが、血肉の代わりに上総の鼻をロウソクのような臭気が衝いた。

　極めて人工的な臭い──。

　クリスは先ほどの恰かつ好こうのよいセリフから、いかにも「囮おとり役やくだが結局敵の強キャラも倒しちゃったぜ」感を見せつけてくれるかと思いきや、ウサギや犬猫に追われながらぴゅうと駆け去ってゆく。後ろ姿はメイドとそれを追っかける動物さんなのでファンシー極まりないが本人は必死なのであろう。

「って、おっと！」

　上総が油断している間にもリーゼントタイガーががぶりと丸かじりにせんと聖剣に嚙かみついてくる。タイガーのリーゼント先端部分が上総の顔に触れるので非常にウザい。

　元の素材はなんなんだろうか。少なくとも通常の血肉と筋骨でできているわけではないらしい。この虎も見た目の大きさほど重くはない。

「ほい、よっと」

　上総はリーゼントタイガーの喉に左手を入れるとそのまま頭上に放り投げた。

　落下するところをわずかに下がって聖剣で打ち払う。

　リーゼントタイガーは胴のあたりで奇妙に両断されると転がって動かなくなった。

　ふう、とひと息ついていると後方から素早く胴の部分をぐるぐる巻きにされて持ち上げられた。

　振り返るとそこにはリーゼントゾウが自慢の鼻で上総の動きを封じた上で一気に絞め殺そうと力を込めるために一拍置いているのがわかった。

「キリがねぇ上にただの造りもんじゃんか──ようし！」

　上総は片手でゾウの鼻をすっぱり斬り落とすと落下しながら縦に聖剣を振るう。

　額から顎あごまでを斬り割られたリーゼントゾウは短くなった自慢の鼻を揺らして絶叫を上げた。そして腰を落として、次いで真っ直ぐ突っ込んで来るリーゼントサイとリーゼントウータンを手早く斬り伏せる。そして元来た階段を上がってゆきながら叫ぶ。

「リリアーヌ、ザック開けて。一番上の缶取って！」

「はいですわ！」

　上総はリリアーヌからホワイトガソリンを受け取ると蓋を開け、追いかけて来るリーゼントアニマルたちに投げつけた。

「ローグ流──火炎車輪」

　聖剣を振りかぶって投げつける。聖剣の刀身が高回転で音を立てながら熱を帯おびて真っ赤に染まる。

　聖剣はホワイトガソリンを浴びたまま向かって来るリーゼントアニマルをかすめながら落下し、片っ端から着火させた。

　──同時にリリアーヌは異世界から呼び出した精霊七十二柱のうちのひとりであるフォカロルによって大風を起こしていた。

　とはいえ、リリアーヌの魔力も連戦によって減少していたため、風を起こした魔人の姿はちっちゃなインコほどの翼を持ったオッサンだったのだが。

　高回転による聖剣の摩ま擦さつ熱ねつとホワイトガソリンそれに精霊フォカロルの大風。

　それに石油製品であり燃えやすかったリーゼントアニマルたちのプラスアルファで眼下の景色は業ごう火かのうずに包まれていた。ガチャトイモンスターたちは逃げ回ったりしているうちに互いに触れ合い火が引火して、しばらくのち全滅した。

　敵の増援はない。

「はー。なんとかこれで終わりみたいね」

　視線を上げるとそこにはガチャガチャマシーンを完かん膚ぷなきまでに破壊した仏頂面の巫み女こがいた。上にゆくと様々な機械部品やプラや動物の体毛のようなものが散らばっている。

　確かに諸悪の根源であるガチャマシーンを壊すように頼んだのだが……。

　紅はずいぶんとハッスルしたようだが。と、そんなことを考えていると筒から出された外道丸がなにかを悟ったような表情で佇たたずんでいた。

「兄さん、オレっちは知ってしまったんでさ。もう、純真なあの頃には戻れな、いたっ」

「人聞きの悪いこといわないでちょうだい。普通にガチャをぶっ壊しただけだから」

「頼んでおいてなんだが、酷ひどいな──ゴメン、俺のことは解体しないで」

「するはずないでしょうっ」

　しばらくすると階下から逃げ回っていたクリスが戻って来た。あの大火に巻き込まれて頭髪がドリフのコントのようなアフロに縮れているとかそういった斜め右上の展開はなく「ひどいですよー勇者さまぁ」で終わったのは残念だが当然である。

「てか、上総。こんなん拾ったんだけど」

「ん？　どらどら見してみ」

　上総は紅が差し出したカプセルを手にして首を捻った。中にはリーゼントアニマルシリーズの白眉であるとされる『リーゼントサーバルキャット』が入っていた。

「たぶんこりゃマジックアイテムだ。ガチャマシーンを壊したときドロップしたんだろーな」

「え、噓うそ。なんか気持ち悪い。これあんたにやるわよ」

「おいおい……まあ、いらんならもらっとくけど」

　もらった──。

　上総は速やかに手に入れたカプセルをポケットに仕舞うのだった。




　ここで上総はみなの疲労を鑑かんがみてテントを張っての休憩を提案したが、これを大いに不服としたのは紅だった（基本リリアーヌとクリスはイエスマンならぬイエスウーメンである）。

「反対よ！　こんなところでぼやぼやしてたら、いわ──東とう京きよう都と民みんの人たちに多大な迷惑がかかるでしょうっ」

　紅は明らかに本来の対抗馬である岩いわ手て彦ひこのことを口走りかけていた。上総と外道丸は紅の真意に気づいてシラケ顔であった。しかし純朴なリリアーヌとクリスは素直にその滅めつ私し奉ほう公こうぶりに賛同し上総に対し意見を翻ひるがえしはしないが、無言でジッと見てくる攻撃（男にはよく効く）を使ってきた。

「わかった。じゃあ間を取って小休止を取ろう。通常八時間のところを四時間。これでどうだ」

「四時間あったら車で長野まで行けちゃうわよっ」

「仕方ないだろう。それに紅だって自分の疲労度がわからないわけじゃないだろう。無ぶ事じ是これ名めい馬ばという格言もあるし。俺だって譲歩したんだからそっちだって歩み寄って欲しい」

　──と、今度はリリアーヌとクリスが無言で紅の顔を見つめ出した。

「ぐっ。卑ひ怯きようよ、こんなピュアな子たちを手玉に取って。上総のくせに、生意気なのよっ」

「しょうがねーだろ。上総だって生きているのです」

　わけのわからぬ問答を繰り返して、結論としてパーティーはとりあえずこの場で休憩することに決定した。ガチャガチャマシーンの据えつけられていた場所からわずかに離れた地点でテントを張る。

「とりあえず、ここは見通しはいいからひとり一時間交代で見張りをしようや」

「ったく。こんなとこで休みなんていらないのに」

「そこ。決まったことに不平不満をいわない」

「わかってるわよ。じゃあ、あたし、上総、クリス、リリアーヌの順番で……って寝るの早ッ！」

「すかー」

「ひよひよひよー」

　見れば狭っこいテントの中、リリアーヌとクリスのお姫とメイドコンビは早々に寝息を立てていた。

「ちょっとこの子たち、寝つきよすぎじゃない？」

「休めるときに全力で休む。長丁場になるほど、瞬間的に休めるやつのほうが有利になる。リリアーヌもクリスもそのへんはわかってるのさ」

「ふ、ふんっ。でも、それって無警戒と同じじゃない？　あたしや上総がもしかしたら強敵を支えきれず遁とん走そうすることだってないわけじゃないしっ」

「信じているんだよ。俺と紅のことを」

「えっ」

「ふたりは俺たちのことを底抜けに信用してる。ピンチになればすぐ助けてくれる。危険が迫れば守ってくれるってさ」

「……バカじゃないの。それにアンタたちがあたしのこと信用するのは勝手だけど、あくまで利があってのことだって忘れて欲しくないのよね」

「紅、おまえさ」

「お説教ならたくさんよ。おじさん、あたし先に見張り入るから。アンタも寝なさい」

　紅はどこか突き放すような口ぶりでいうと入り口の吹き流しから出ていった。上総の膝の上では外道丸が悲しそうな目をして髭ひげをぴこぴこ揺らしていた。

「兄さん。悪くとんねーでくれよな。紅はさぁ、こういうの慣れてないんだよ。本心じゃ、兄さんや姫さんやメイドちんと仲よくできてうれしんだって」

「……おじさんっていわれた」

「そっちかよ！」

　外道丸のツッコミは玄人くろうとを唸うならせる素晴らしい切れ味だった。




　秋葉原ダンジョンに昼夜の違いはない。こうしてテントを張っている場所も屋根がある駅構内そのものの空間ではあるが、通常外の景色が見えるはずの中空は黒と灰色とが混じったマーブル状の異空間である。音がない。聞こえるのはテントの中からわずかに感じられる上総たちの身じろぎする音。それになんとなくぼんやり伝わる彼らの気配だけだ。

　こうして動きを止めると自分の身体が汗でべたついているのがわかる。紅は長い黒髪に指を通してわずかなベタつきを感じ鼻にシワを寄せた。腹のムカつきは上総ではなく、こうしている間にも先に進んでいるであろう岩手彦たちのことだった。上総たちと話したり、戦闘中や移動中にはまったく気にもならなかった岩手彦との過去のやり取りが、ギュッと抑えようもなく膨ふくらんではしぼみ胸がむかむかしてきた。自分の髪を弄もてあそびながら、数年前、姉が土産みやげとして持って帰った古風なかんざしを思い出していた。

　あの方があなたにって──。

　姉のよろこびと嫉しつ妬とが混ざった複雑な視線にどこか優越感を抱いていた。岩手彦にとっては手駒の機嫌を取るなんでもない行為なだけだったのに。今思えば、自分は姉を通して岩手彦という男にどこか歪いびつな恋情を抱いていたのだ。妄想の中に作られた幻は姉の無残な死とともに怒りに代わり、それらは消え失せることなくこの胸に息づいている。

　この感情がなんなのかはわからないが、少なくとも明確にあの男から一本取らねば自分は新たなステージに進むことはできないだろう。

「冷た」

　尻を直接床につけていたので、これでもかというくらいに冷えた。ふと、隣に置かれた簡易椅子セットに目を向け座る。年頃の少女らしくもない「どっこらしょ」という言葉が無意識に出た。これじゃおばあちゃんじゃないか。丸まっていた椅子はやはり山岳用のもので、簡易かつシンプルな構造だった。

「あいつやたらと道具の軽さばっか重視して。タダのアウトドアオタじゃないの」

「オタじゃないぞ。どーせなら山ヤと呼んでくれ山ヤと」

「ひ！　いいい、いきなり出てくるんじゃないわよ！」

「し、しーっ」

　上総が音もなくテントの中から這はい出でて背後に忍び寄っていたことに紅は愕がく然ぜんとしていた。

　まったく気配を感じなかった──。

　少々気が抜けていたとはいえこれは通常ならばありえないことだ。

（あたしの勘も鈍ったものね。なんか、この男たちといると調子が狂いまくりよ）

　と、心中ではぶつくさ文句を垂れるものの、実際問題上総は紅の想像以上に善戦していた。それどころかお荷物と思っていたリリアーヌやクリスまで、もはやいないことが考えられないほどの戦力を持っていた。

　悔しいが、実力・場数ともに自分は彼や彼女らに劣っている──。

　姉の跡目を継いで甲こう州しゆう陰おん陽みよう師じの名みよう跡せき白しら河かわ家を継いだ紅はそれなりに自分の能力に自信があったが、上総たちの戦いぶりを見て自ずとその力の差が歴然としていることに気づかされていた。

「なにしに来たのよ。まだ十五分も経たってない。お姫さまやメイドの隙を衝いてあたしに無理やりヤらしいことでもさせる気？」

「なっ──！　ち、ちがくてぇ」

　よってこのようにひと回りも年上の青年をことあるごとにからかってしまうくらいは許されるべきであると紅の中に謎の理屈が生まれていた。

「い、いやあ、なんかさぁ。さっき機嫌悪かったみたいだから、だから気になってよ」

　くしゃりと困ったように笑うその顔は、先ほどまで縦じゆう横おう無む尽じんにダンジョンモンスターたちを屠っていた身震いするような怖さも強さもない。街にいる気弱なありふれたひとりの青年となんら変わりないものだ。

「別に。ひとつ忠告しておくけど、そうやって女の機嫌ばっかり取ろうと媚こびへつらう男は自然と見下されるから、あんまやんないほうがいいわよ」

「そ、そっか。それじゃほどほどにしておくよ。紅に嫌われたくないからなぁ」

　そういうと上総は手早くバーナーを点火させ鍋にぐらぐらと湯を煮立たせ出した。

「なにしてんの？」

「いや、こういうときってやっぱお茶かなって。旅に語らいと茶はつきものだろ。それに談話中にはお茶がデフォだろ。俺、お茶淹いれんの得意なんだぜ」

「ええ、なにその仕事のできない窓際臭のする行為。あんた会社でもダメダメのダメおじさんだったのね」

「ち、ちげーって！　とにかくお茶は重要なんだよ！」

　くせっ毛をクシャクシャっとやって片目をつむるその表情がやけに魅力的に見えて紅はますますしなくてもいい態度を取ってしまった。

「知んないし。第一、あたしコーヒー飲まないのよ」

「えっ、あっ。マジで？　いやぁ、困ったなっていうか、俺アホだなぁ。とほほだよ」

　上総は手にしたドリップコーヒーセットを前に途方に暮れていた。

（なんか、やだな。あたしって……すっごいヤなやつ）

「噓よ。なんでも飲むわよ。ホラ、お湯が冷めないうちに淹れなさいよ」

「お？　おう。へへへ、喫きつ茶さ雪ゆき村むら開店でござぁい」

　一転してよろこびの表情を見せる上総はどこか子供っぽく紅は自然と笑みを引き出され、くすりと口元をほころばせた。

「ミルクと砂糖はたっぷりにね」

　当然、注文をつけるのも忘れない。




「で、でさぁ。なんでそんなに焦あせっているんだよ」

　ふと顔を上げると先ほどまでやわらいでいた紅の顔が再び凍結したかのように固まっていた。

（あっちゃあ、またやっちまったよ……）

　もうなんというか、壊滅的に自分は女心を解きほぐすのに向いていないと思う。はじめて会った日に改札口で出会ったダークスーツの苦み走った壮年男性。岩手彦とかいったか──とにかくあの人物が紅を危険過ぎる過度な功名心に駆り立てているのは相違なかった。女の相手をするのが得意であれば、あるいはまた違ったやり方もあったのだろうが。上総はとことん自分の不器用さが嫌であった。

「ほんっと、あんたってストレートよね。いいわ。隠しても意味ないだろうし、上総が調べようと思えばいくらでも調べられるだろうから、今教えてあげる。最初にアタシたちが出会った日に、巫女たちを率いていたやつが岩手彦といって、姉さんの愛していた男なの」

「紅の姉さんの恋人？　でも、それじゃあ、そんな人と争ってるなんて紅の姉さんが知ったら悲しむんじゃ」

「姉さん、ほたる姉さんはもう死んだのよ。いいえ殺されたわ。正確にはあの岩手彦に使つかい潰つぶされたのよ。そう、これは極めて単純な話なの。あの岩手彦よりもあたしが抜群の功を上げてアッといわせてやりたいの。アイツのことを終わらせればあとはどうだっていい。鼻っ柱をへし折ってぎゃふんといわせてやりたいっていう。ただ、それだけのことなの。どう、失望したかしら？　でも、途中で抜けるなんていわせないからね」

「姉さんの仇あだ討うちか……でも、理由はなんだっていいじゃないか。誰かのためになればさ」

「は？」

　紅は困ったような顔で唇を尖らせた。こういう部分は酷く子供じみて、下へ手たをしたら中学生くらいにも見えるなと上総は思った。

「そもそもこういったことは曖あい昧まいな世界平和とか、隣人愛とか、そういった偽善的なことばかりじゃ続けられないと思う。そういった意味では紅の戦う理由、先を急ぐ理由は俺の中じゃスッと胸に落ちたかな。うん。全部話してくれてありがと」

　紅は下を向くと黙った。急に気分でも悪くなったのだろうか。心配になって顔を近づけると、いきなり上総は鼻のてっぺんをガブリとやられた。

「ばぁか。あたし、休むからあとは頼むわよ」

　悶もん絶ぜつしながら片手を上げる。世界は理不尽だ。もっともその理ことわりは上総にとっていつものことだった。理不尽で不可解で意味不明な上に傍ぼう若じやく無ぶ人じん。もうわかっていただろうに。上総は赤くなった鼻の頭を撫でながら巫女が消えていった天幕をそっと見、静かに嘆たん息そくした。

　微妙に気まずい雰囲気を残しながら休憩は終わった。

「いやぁ気分スッキリパワー全回復ですっ」

「アンタはＲＰＧの住人か」

「はにゃっ」

　んばっと両手を天に突き出しながら伸びをするクリスに紅がツッコミを入れている。

「どうしたのですかカズサさま。先ほどよりもなにかお顔の色がすぐれぬご様子ですが」

「そうだぜそうだぜ、兄さん。兄さんはパーティーの要かなめなんだからしっかりしてくれよう」

「いや、ちょっとな……ま、こういうのは慣れてるから大丈夫だよ」

　リリアーヌとその肩に乗った外道丸はしきりに上総のことを心配していたが、先ほどの話をそう簡単に話すわけにもいかないので、適当に笑って誤ご魔ま化かすしかない。上総は気を取り直すと再び延々と続く駅構内を歩き出した。

　変化は十分もしないうちに現れた。目の前に階下へ続くエスカレーターが現れたのだ。

「ここで迷っていても仕方ねぇ。行ってみるか」

「そうね」

「動く階段楽チンですー」

「これを動かしている奴ど隷れいたちはさぞかし大変でしょうね」

　上総、紅、クリス、リリアーヌの順で下に続くエスカレーターに乗り込んだ。降りるにつれ徐々に光が乏しくなっていくが、終点には何の変へん哲てつもない通路が左右に伸びており、天井には最新のライトが灯ともされて明度に支障はなかった。

「左か右か。どっちだ、外道丸」

「うーん、ちょっと待ってくれよう」

　外道丸はひょこひょことリズミカルな動きでつるつるした床をすべるように歩く。

　立ち上がってきょときょと左右を見回すとおもむろにしっぽを曲げた。

「左だよ、たぶんね」

「間違ってたらねじねじの刑だからね」

「ひぎぃ！」

「どーでもいいけど、ことあるごとにあんまイジメるなよ。そいつグレるぞ」

「遅い。もうグレてるわよ」

「ひぃいいん。オレってばすっごい役立ってるのにィ」

「あらあら。おかわいそうに。おーよしよし」

「えひん、えひひひぃん」

　外道丸はぽむっとリリアーヌの胸の谷間に顔を埋めると脚としっぽをバタバタさせて哀れっぽい声を出した。しっぽがくねるたびに豊満なリリアーヌの乳房がぽよぽよとたわんで酷く卑ひ猥わいな光景に変わり上総は視線を逸そらせた。

「なに想像してんの？　ヤらしい……」

　ハッと気づくと紅が袂たもとで口元を隠して本気で嫌そうな顔をしていた。リアルＪＫの現実的な軽けい蔑べつの視線に晒さらされ上総は心に深い傷を負った。

「ううっ。ぜんぜんそういうつもりはないのに」

「さすが姫さまですねえ。クリスにはできない超人プレイです。勇者さまの男心を鷲わし摑づかみです」

「いえいえ。こういった部分は母性の象徴ですので。カズサさまも、いつでもリリアーヌをお使いくださいね」

「お使いくださいって……ひとりの女性を性欲解消の道具扱い……上総はやっぱり女の敵ね」

「だあああっ。だから違うってのに！　マジで泣くぞ」

「冗談よ。ちょっとスッとしたから先にゆきましょう」

「ううう、なんか登った梯子はしごをはずされた感が凄すごすぎる……」

　外道丸の人知を越えた超絶的方向探知能力（山勘ともいう）によって一行は左の道を選んだ。しばらく進むと近代的な通路は消え失せてレンガが積み上がってできた古臭いダンジョンのそれへと変わってゆく。薄うす暗ぐらくなった通路の天井近くには無数のランプが据えつけられ、わずかな光であたりを不気味に照らしている。

（また、このパターンかよ。ん？）

　幾度も曲がりくねってきた道が不意に開け、左右に無数の人形が配列された地点にたどり着いた上総たちは驚きの声を上げた。













　ドール、という粋すい人じんのための世界がある。一般的には六十センチ程度の人形素体にウイッグや服や小物を着せ替えて悦えつに入るいわば大人おとなのお人形さん遊びといえよう。だがお人形さん遊びと侮あなどるなかれ。ドール本体自体はピンキリの値段だが、オーソドックスなものでも四万円台から六、七万円台はザラにする大人の趣味だ。上総かずさたちがたどり着いた通路の両脇にはそういったドールといわれる種類である人間サイズのものがズラリと並べてあった。

「なによコレ……ガチャの次はドールってワケ？」

「わああ、姫ひめさま姫さま。見てください。おっきなお人形さんがたっくさん並べてありますよ」

「あらあら。凄すごい数ですね。わたくし、これほどのたくさんのお人形さんを一度に見るのははじめてでございます」

　女性陣は三者三様の反応である。確かにここに並べてあるドールはマネキンというよりもヘッドもボディも最新の工夫を凝こらした今風のモノである。上総はそれほどアニメに詳しいわけではないが、某ソシャゲのヒロインとコラボしたデザインの女性を模した人間大ドールを見て息を呑のんだ。

　こういうのがあるってのがいかにもなアキバっぽい感じなのだが──。












「ううう。兄さん、なんかオレってこういうの苦手だ。早く突っ切っちまおうぜ」

　外げ道どう丸まるは上総の肩に乗ったままどこか気持ち悪そうにドールたちを眺めている。

　だが、薄うす暗ぐらい苔こけむしたレンガの通路に所狭しと置かれた人形のド真ん中を歩くのはいささか度胸がいる。

「ねえ上総。いくらアンタがこういうの集めるの好きだからって感慨に耽ふけらないでよ。あんまし時間ないんだから」

「そそそ、そんな趣味は俺にはありませんっ」

「え？　てっきりひとり身の上総のことだから、こういうドールを幾つも集めてベロベロ舐なめまわしたり、モエーとか叫びながら頰ほお擦ずりしたり、なんかねばねばした液体ぶっかけて悦に入るのが日常風景だと思ってたのに、違うの？」

「ンなことするわけあるかーっ」

「……うっ」

「どうした？」

「なんかアンタがひとり真っ暗な部屋でそういう闇やみ遊ゆう戯ぎに耽ふけっているとこ想像したら気分が悪くなってきて」

「あのなぁ。おまえ、俺をなんだと思ってるんだよ」

「変態」

　紅くれないの疑義はクリスの「勇者さまのお部屋にお人形さんは飾ってありませんでしたよ」との証言でとりあえず晴れた。

「で。誰が最初の贄にえになるの。あたしはイヤよ」

「贄とかいうなよ」

「じゃあ外道丸ね。恨むのなら上総を恨むのよ」

「ひいいっ」

「おい、ナチュラルに呪術の下地を作るんじゃないよっ」

「しょうがないじゃない、あたしこれでも陰おん陽みよう師じの端くれなんだから」

「あ、はいはーいっ。最初は私がチャレンジしたいでーす」

　元気よく先陣を名乗り出たのはブラウンショートがよく似合うクリスである。だが現実とはいつも悲しいもので、彼女が挙手したと同時に通路の壁際に並んでいたドールたちが一斉に両手を動かし出した。どこぞでモーターが回るような音とともにドールたちは無機質な瞳のまま素早く両手を振りながらその場で足踏みしている。注意深く見るとドールたちの脚にはがっちりとした鎖が嵌はめられており、その場の台座からは動けない設定になっていた。

「おおおっ、なんだ？」

　と、気を取られていると通路の終わりにあるＴ字の分かれ道に設しつらえてある祭さい壇だんの大きな盆の中にボッと火が灯ともった。左右の壁際に並んでいるドールたちはザッと数えても二百体近くある。

「罠わなか。それとも試練なのか……」

「いやいや、どう見ても罠以外ありえないでしょう。なぜ試練？　アンタどんだけファンタジー脳なの？」

「念のため俺ひとりで行ってみる。おまえたちは下がってろよ」

　紅たちは素直にうなずくと距離を取った。

　上総が聖剣を持ったまま前に進み出る。そろりそろりと摺すり足あしで前進し、ドールの前に出た途端繋つながれていた二体の足あし枷かせの鎖がはずれ襲おそいかかって来た。

「どわあっ」

　突然の強襲に上総は手にした聖剣を素早く振るってドールたちの顔面を真っ向から斬りつけた。

　カツッ

　と固い音が鳴ってドールは倒れ込みながら停止する。

　上総はもたれかかってきたドールを肩で押しやって前に出た。

　剣の切っ先がドールのいる場所まで来ると、再び両側に並んでいた一組だけが襲いかかって来る。

　長いドレスを着た女騎士風のドールと緑系統の軍服を着た女軍人風のドールだ。

　今度はわかっていたので冷静に剣を振るって二体の首と胴を切断したのだが、やや斬り込みが浅かったのか女騎士ドールは首なしのまま後方の女たちに襲いかかった。

「まずッ」

　振り返ると慌てふためいたリリアーヌがスカートの裾すそを踏んづけてひっくり返った。

　上総は素早く先ほどドロップしたアニマルが入ったカプセルを放り投げる。

　中からは額に立派な御お髪ぐしを載せたリーゼントサーバルキャットが解放され華か麗れいなジャンプを見せるとドールに飛びかかった。

　リーゼントサーバルキャットは力強く吠ほえると鋭い爪と牙きばを振るって女騎士ドールをたちまちのうちに斬り伏せた。

　大猫は特徴的な耳とリーゼントを震わせ上総の顔を見ながらみゃあみゃあと鳴いた。

　どことなく得意げな様子がマジックアイテムであるとわかっていてもかわいらしい。

「さすがだ。サバンナのサーバルキャットはネズミを捕るときもいちいち跳ちよう躍やくするといわれているが再現度が無駄に半端ないな」

　上総はすかさず役目を終えたリーゼントサーバルキャットをカプセルに戻す。どうやらこのマジックアイテムは使い切りではなかった。

　しかし妙だ──？

　上総はある共通点に気づき聖剣を鞘さやに仕舞うと後方のリリアーヌに預けた。無手のままそろりそろりと進む。

「ちょっと。丸腰でどうしようってのよ」

「ま、そういうなって。ちょっと見てろよ」

　声を上げた紅を制して上総は前に出る。同時にドールたちは襲いかかって来るが、足首の枷はそのままだった。

「わかったぞ。つまりこの人形たちは一定のラインを踏み越えた侵入者には襲いかかるシステムになっているんだ」

　上総は無表情のまま摑つかみかかって来るドールの腕をさばきながら後方に戻った。

「なんか中途半端ね。じゃ、しゃがみながら進めばいいってことなの」

　紅の問いに応こたえるべく上総は手刀で両断したドールの下半身を通路の中央に投げる。ほとんど同時に両脇に並んだドールたちはかがんで下半身を摑み上げるとその凄すさまじい握力でバラバラに砕いてしまった。

「ダメらしいな」

「うーん、どういたしましょう勇者さま。わたくしの招しよう喚かん精せい霊れいで焼き払いましょうか？」

「いや、リリアーヌの術は使ってあと一回か二回が限度だろう。動かない敵ならやりようがあるだろうし、ここは節約したいな」

「はいはーいっ。だから私に任せてくださいなってば！」

　存在を無視された恰かつ好こうになっていたクリスがぷんすか顔を真っ赤にして声を張り上げる。

　もちろん上総は彼女の徒手格闘能力がどれほどすぐれているかは誰よりも知っていた。

「うん、任せた」

「はい、任されました」

　クリスはふーっと息を長く吐き出すと首をぐるぐる軽く回しウインクした。

　ちょっとダイジョブかなと思ってしまった。

「上総、今クリスのこと心配したでしょ」

「そ、そんなことはないぞ」

　三人の視線を集めていることに気づくとクリスはわずかに照れて笑った。

　それからの行動は素早かった。

　両壁に配置された二列のドールたちの間は六十センチほどだ。

　普通に歩いていけば侵入者と察知され、摑みかかられて、その剛力でたちまちに引き裂かれてしまうだろう。

　クリスはたたっと小走りに駆け出すと徐々に速度を増して突っ込んでゆく。

　膨ふくれ上あがった殺気と変わらない人形の表情の対比の中でクリスは巧みに両腕を動かして伸び来る腕をさばいていった。両者に合意があったかのように思わせる攻防は続く。彼女がＴ字路のドン突きにある祭壇に到達するまでそれほどかからなかった。

　華麗なダンスを踊るような徒手格闘の冴さえは上総たちに、しばしダンジョン内にいることさえ忘れさせるほど美しかった。クリスは女性として決して大柄でもなく背も高いわけではない。だがその動きは力強く充分に錬成され実戦で磨かれた巧みさを見る者に感じさせた。

　腕、肩、腰、指先にいたるまでくるくるくるりと回転するように動きドールたちの攻撃を一度たりとも許さなかった。クリスが短く呼気を吐き出すたびにドールの腕や指は破壊され粉々に砕け飛び散ってゆく。塩化ビニールの破片が細かく空に散らばってあたりは濛もう々もうとした白い霧に包まれた。

「はい、おしまいです」

　白煙が晴れたのち前方に視点を移すと祭壇の炎はすっかり消え失せ、ピースサインで立つクリスの姿があった。




　やがて上総たち一行は巨大な扉の前に到達した。ここまで来る道程にあった古めかしいファンタジー的なものをカケラも想起させない近代的な造りの扉である。一種、清潔な都心の人ひと気けのない高層ビルの一室を思わせる造ぞう作さくだった。

　だが、桁けた外はずれにデカい。巨人が容易に出入りできるような規模の観かん音のん扉とびらだ。

　その扉だけは妙に時代がかって古めかしく銅のような素材でできており縁には錆さびの浮いた鋲びようが打ち込まれていた。

　その扉のある一室には先客の一団があった。

　隣にいた紅がぶるりと身を震わせ一瞬で全身に鬼気を纏まとう。

　若い巫み女こたちに囲まれるようにしてダークスーツの偉い丈じよう夫ふが音も立てず振り向き、かけていたサングラスを取った。

「岩いわ手て彦ひこ……」

　怨えん嗟さとひと握りの情が入り混じったような声で紅は唇を強く嚙かみ締しめた。上総はクシャクシャになったくせっ毛をわしわし掻きながらよく知った友人に出会ったかのような無造作な動きで前に出る。

「よっ。どこぞで会ったような気がしないでもないんですけど。なにかお困りですかな」

　ダークスーツの主人を守るようにして巫女たちが進み出る。岩手彦は感情を感じさせない瞳でそれを静かに制すると低く通るバリトンの声でいった。

「雪ゆき村むら上総だな。まさかここまでおまえたちが到達するとは、さすがに思っていなかった」

　紅がカッとなって叫ぼうとするのを上総は肩に手を置いて止める。感情を激してもこの場ではなんの利も生まないことを察した紅は歯は軋ぎしりが聞こえそうな表情のままなんとかこらえている。えらいぞ紅。人がアニマルと違ってすぐれているのは感情を制御することに長たけているからだ。上総は無言のまま彼女を心の内で褒ほめた。

「へぇ。そういえば名乗ってなかったけど、よく俺の名前知ってるね」

「調べればわかる。ほとんどのことは」

「そのほとんどのことがわかる御仁が立ち往生してるってのはどういうワケで」

「我々は途中で敵にほとんど出くわさなかった。つまりおれとおまえたちは別ルートを通って来たということだ。察するに、この扉は特殊な鍵がなければ開かない構造になっている。結論として我々は努つとめて敵との交戦をさけてきたおかげでここを通るキーを手に入れ損なった。時間さえあればこの霊術的構造を持つ扉を破壊することは難しくはないが、今は地上へ戻る時間がない」

「ああ。コイツを壊すのはちょっと大儀だな」

「腹の探り合いをしている時間も惜しい。雪村上総、こちらは君の経済状況をすべて調べ上げている。今すぐここを通る方法、あるいはなんらかの迂う回かいルートに関する情報をこちらに譲渡してもらえるなら謝礼の用意がある」

「は。そりゃま用意周到なことで」

「二千万。今すぐ戻ってどこのＡＴＭでも引き出せる」

　岩手彦は手にしたクレジットカードと暗証番号らしいメモを手のひらに載せて見せたが上総は渋い顔をした。

「あのなぁ。ガキじゃねぇんだからこんな使えるかわからないもん信じるわけないでしょ」

　すると岩手彦はすぐそばの巫女に目配せして旅行用キャリーバッグを引かせて上総の前に突き出した。パカッと開くと中には輪ゴムで乱雑に止めた札束がぞろぞろと出てくる。千円、五千円、一万円と種類がそろっていないところが余計に真実味を帯おびさせた。

「キャッシュで七百。残りは後日君のアパートに現金で届けさせる。地下迷宮の主の部屋は近いと見える。これでどうだ」

　上総はぽかんと口を開けてまばたきを激しくした。

「な、なな、七百万……？　あ、あんた、ダンジョン攻略に現ナマ持って挑んでんのかよ……」

「地獄の沙さ汰たも金次第といってな。今回の行動費の一部だ。我らにはこのようなものはあまり価値はないが、ときには役に立つこともある。ことを収めるのに必要とされるのは第一にスピードだ」

　上総が額に手を当てて急激に渇いてゆく喉に痛みを覚えていると、目の前のバッグは生白い素足で蹴り飛ばされた。かがんでいた岩いわ手て組ぐみの巫女にぶち当たって悲鳴が漏もれる。上総がちょっとイイなと思っていたストレートロングの銀行員のような綺き麗れいめ美女が般はん若にやのような顔で紅を睨にらむ。

「岩手彦、アンタあたしたちが金で転ぶとでも思ってんの……？　それもこんなやっすいやっすいはした金で……！」

「い、いや紅さん。これってばとんでもないすっごい大金でおじゃりますよ」

「黙って！」

「はい」

「今おれが話しているのはおまえではなく雪村上総だ」

「なんですって──！」

　摑みかかろうとする紅を上総が羽交い絞めにするが、ガブリと腕を嚙まれた。

「いだっ。おまえは狂犬かっ」

　たまらずリリアーヌとクリスを呼んだ。

「ちょっ。おまえたち、紅を止めろって」

「はいはいー。クレナイさま静かにいたしましょうね」

「お行儀あまりよくありませんわ。淑しゆく女じよならばもう少しお淑しとやかに参りましょうね」

「ふかーっ」

「ったくいきり立つなって。ンなんじゃ交渉ごとはできねーぞ」

「あんなやつと交渉なんてできるもんですかッ」

「どうどう。おい、クリス」

「はいですー」

　以心伝心。上総が軽く視線をやるとクリスは素早く紅が肩掛けカバンに仕舞ってあった黄金の鍵を取り出した。

「あ、ちょっ、コラ、勝手なことしないでよっ。あとで怖いんだからねっ」

「そういわれましてもー。すべては勇者さまの指示で行ったことなのですので、責めは勇者さまにお願いしますねー」

「上総ぁ、アンタあとで酷ひどいからねっ」

「なんでそういきり立つんだよ。情緒不安定過ぎるぞ、おまえは」

「それは……？」

　目め敏ざとい岩手彦が黄金の鍵を見るなり表情を変えた。岩手組の巫女たちも二十センチはあろうかという黄金の鍵に驚嘆の声を上げているが、それは別に豊富な金を使用して作った鍵だからというわけではない。

　この皇帝イルカの王冠が変化した鍵はそれ自体がかなりの霊力や神秘を備えている強力なマジックアイテムだからである。

「そ、ご明察通り。ここに来るとき途中でぶっ倒したモンスターからドロップしたアイテムだよ。岩手彦さんは小利口に敵をさけてここまで来たみたいだけど、ことわざにもあるでしょ。急がば回れってね」

　そんなことをいいながら上総が黄金の鍵を持って扉の前に移動する。と、先ほどまではのっぺらぼうだった扉の一部にまるで黄金の鍵に合わせて出現したような鍵穴が現れた。

「おあつらえ向きってとこだな」

　上総は鍵を手の中でくるりと踊らせると躊ちゆう躇ちよすることなく扉の鍵穴に差し込んだ。

　くいと右に回すとかちりと硬質な音が鳴った。

　鍵穴と黄金の鍵が同時に消え失せ上総の喉から悲嘆の声が漏れる。一同が見守る中で扉は重たげな音を響かせながら左右に引っ込んでゆく。

　上総たちの目の前には四方が真っ白な空間と真っ直ぐ伸びる道が出現した。道には黄色味がかった敷石が規則正しく敷き詰められておりモダンである。白い空間は目を凝らすと、どうやら無限に続くわけではなく大きめの体育館ほどの広さだ。百メートルほど先には見た限りでは特徴のない小さな扉があった。

　おそらくあそこにダンジョンマスターがいるのだろう──。

「あら？」

　風が動くのを感じて振り返ると、岩手彦と巫女たちが凄まじい速さで脇をすり抜けてゆく。

「なにしてんのよっ。先、越されちゃったじゃない！」

　キョトンとダークスーツの背を見送っていると、今度は解き放たれた紅にもの凄い剣幕で詰め寄られ引っ繰り返りそうになった。

「いやぁ、別にいいじゃん。どっちが先にダンジョンマスターにたどり着いたって。協力して戦えばさぁ」

「あのね。アレを見て。あいつらは手柄をひとり占めする気よ」

　頭を抱えた紅のいうとおり上総の進行方向には武装した十人ほどの巫女たちが勢ぞろいして一歩もここを通さないという気迫で立ちはだかっていた。手に手に短剣や弓、錫しやく杖じようや鼓つづみに薙刀なぎなたと物騒極まりない。

（別にこのカワイ子ちゃんたちと争う気は微み塵じんもないのだが……）

　岩手彦の率いる岩手組の構成員はすべて粒ぞろいの美人巫女たちだった。どこかの女優をまとめて掻かっ攫さらって来たかのように顔立ちが整っている。

　日頃、あまりにも女性と縁がなかった上総からしてみればうらやましい限りだが、紅はむしろ自分たちの前に立ちはだかる彼女たち退たい魔ま巫女を毛虫のように忌いみ嫌きらって憎悪を隠すことなく表情に現していた。

「ここは一歩も通しませぬ」

「我ら岩手彦さまのためならばどのようなこともやってのけます」

「命が惜しくば岩手彦さまが迷宮の主を討つまでジッとしていることですね」

「そこよりわずかでも前に出ればタダの怪け我がではすみませんよ」

　声もいい。

　上総たちの立つ位置から十メートルも離れていないのだが綺麗な高音がよく届く。

（にしても、スゲェ美人ぞろいだなぁ。これ絶対あのオッサン顔で選んでるだろ。特にあの端のセミロングの子タイプだなぁ。ちょっとお話ししたいナ）

　なんというか上総的にはドストライクだ。古い言葉でいえばトランジスタグラマーというのだろうか。小柄なのに胸がかなり大きめなのも得点が高い。ふと、強烈な視線を後頭部に感じ振り返る。上総のよからぬ思いがすべて丸聞こえだったかのように、リリアーヌとクリスの表情が硬く強こわ張ばっていた。

　それもあからさまに怒りを面おもてに出しているわけではない。彼女たちふたりは薄ら笑いのまま、その下に憤ふん怒ぬの塊を無理やり押さえつけ今にも爆発するのを我慢しているかのようだった。

「クリス。あの方たちはカズサさまのゆく手を阻む悪です。排除なさい」

「わかりました」

「それとすぐに終わらせてはいけませんよ。特に端の女性。彼女はカズサさまに色目を使いました。許せませんね。手心など無用と思いなさい」

「できるだけむごくですか」

「慈悲を忘れなさい」

「お任せください」

　──メチャメチャ怖いんですけど。




　岩手彦は敷石の道をただひとり往ゆきながら逸はやる気を抑えていた。雪村上総に関してはあとで手当てをしておけば問題ない。残して来た巫女たちの実力からいってあの男にはかなわないだろうが時間稼ぎくらいはできるだろう。その間にこの怪異を自分の手で除去してしまえばいい。

　思えば今回の秋あき葉は原ばら事件は岩手彦の知るものとは勝手が違い過ぎていた。彼の経験に照らし合わせても理解できないことが多過ぎた。

　危険をできるだけさけてこの階層にまで到達したのは見落としを生む結果となっており、岩手彦の中では汚点であった。

　岩手彦は常にできるだけ完かん璧ぺきに近い仕事をなすことを信条としていた。あくまでパーフェクトを目指してはいるがそれに達しないことは自分がよく承知している。

　扉を開いて中に入るとその空気は今までの白い空間とまるで違った別物になっていた。

　空気が濃い──。

　むせ返るような樹木と土の臭気に頭がくらくらする。白い空間とは打って変わって中は赤茶けたレンガで四方が構成されていた。

「おやおや。これはぼくが待ちかねていた人物とはまるきり違う木こっ端ぱのようだね」












　部屋の中央にある赤い椅子に腰かけていた女がしゃなりと緑のドレスをすべらして淫いん靡びな表情で微笑ほほえんだ。

　褐色の肌に肩まで伸びた巻き髪が印象的だった。パッと見はアラブ系のクッキリした彫りの深い顔立ちだ。だが瞳は人間にはありえないほど青一色に染まっていた。

「辿たどりつけたんだ。でも、君は違うなあ。やっぱり」

　女はくすりと蔑さげすむように笑うと興味を失くしたかのように岩手彦から視線をはずし、悠然と手にしていたグラスをちびちびと舐めはじめる。

「おまえが秋葉原駅に怪異をもたらした元凶か？」

「そうだけど、あまり君の相手はしたくないな」

　岩手彦は軽く困こん惑わくしながらも右手に持った呪じゆ符ふと左手の短剣を構えジリジリと距離を詰める。

「質問に答えろ」

「答えないよ」

「なぜだ」

「だってぼく、つまらないニンゲンの相手をしているほど酔狂ではないからさ」

「会話は不可能か。強引に除去させてもらうぞ」

　女はふうとくたびれた様子でため息を漏らすと片手を軽く下げて心底退屈だというような顔をした。

　それが岩手彦のわずかばかりに残っていた心の熾おき火びを大きく燃え上がらせた。岩手組は退魔機関において一流であると自負している。これまでいかなる案件もこなしてきたし、その座がほかの組に脅おびやかされるなどあってはならない。秋葉原駅一帯を侵食する怪異のわざわいは目の前の女によってもたらされたのは間違いないのだ。

　──畢ひつ竟きよう、持てるすべての力を駆使しても排除を行わなければならない。

　岩手彦は手にした呪符にありったけの霊力を込めて女に解き放った。

　彼が十二で初うい陣じんを飾ってから三十八になる今日まで幾多の怪物を仕留めた必殺の技だ。

　呪符に込められた霊力は椅子に座ったままの女にぶち当たると同時に猛火を出現させた。

　神水と高名な神社で清められ磨き上げられた退魔士垂すい涎ぜんの呪符である。

　ゴーゴーと唸うなりを上げて燃え盛る炎はたちまち部屋の天井を焦こがすほどの勢いを見せた。

　岩手彦は警戒して素早く後退すると身を護る結界をその場に張って、吹きつけてくる強烈な熱波に激しく顔を歪めた。

　この技は凶暴な鬼や魔獣を屠ほふってきたフェイバリットである。

　あくまで牽けん制せいのつもりであったが、やり過ぎたであろうか──。

　だが、相手はこれほどまでの異界を都心のド真ん中に拵こしらえる怪物だ。

　左手に握った短剣へ力を込めて敵の様子を窺うかがおうとしたとき、耳元で小さな音を聞いた。

　ぴっ

　とわずかに空気を振動させて小指ほどの石が素早くこめかみのすぐそばを通り抜けた。

　サングラスのツルが鳴ったかと思った瞬間岩手彦は後方へと弾はじき飛とばされていた。

　どのような回避行動を取る暇もなかった。

　背中を壁に思うさま打ちつけると目の前が赤白に明滅した。

　喉元を血の塊が競り上がってほとんどこらえる間もなく吐血した。

　背面を打ちつけた瞬間にアバラや脊せき椎ついを強打したのだろう。

　自分の臓器が巨大な遠心分離器にかけられたと錯覚するほどに岩手彦は打ちのめされていた。

「ふぅん。まったくなにもできない雑ざ魚こ虫むしってワケでもないみたいだね。ぼくに防御させるなんてこの世界の魔術師もまったく見るべきトコロがないわけでもないんだ」

　女の声。

　岩手彦は霞かすむ視界の向こう側で岩の塊が楽しそうに喋しやべりながら小さく揺ゆれるのを見た。

　パキパキと細かな音が鳴って岩の表面が剝はく離りしていく。

　そこには岩手彦の猛火などまるでなかったかのように薄く笑う女の姿があった。

　そうか。この怪物は自分の身体を一瞬に硬い岩でコーティングすることによって炎を防いだのだ。

　同時に小粒のような石を投げつけることによって、あっさりと岩手彦に強烈なダメージを与えた。

「望外だよ。でも気づかなかったのかな。ぼくは君たちの通る場所にはモンスターを故意に配置しなかったんだよ。もっともそうしたところで彼以外が最下層まで到達できるとは思っていなかったんだけどな」

「ふざ、けるな……おれを、小者扱いする、気か？」

「だって小者じゃん。ぼくは小石をチョンと弾いただけなのに、もうそんなにフラフラしている。やはり普通のニンゲンじゃ楽しめないなあ。これじゃ魔王さまをお迎えするまでの暇ひま潰つぶしにもなりはしない」

「魔王、だと……？　おまえはなにをいっているんだ」

「ここまで来られたご褒ほう美びに名前くらいは名乗ってあげてもいいかな。ぼくは魔王五ご星せい将しようのひとり、土のエルアドラオーネ。もっとも君はすぐ死ぬから関係ないよね」

　エルアドラオーネはようやく椅子から立つと片手を上げてスッと目を細くした。

　なんだ、これは──？

　岩手彦にはまるで理解できないほどの霊力がエルアドラオーネの指先に集まってゆく。

　かわす。

　そうでなければ明白な死が目の前に迫っている。

　ほとんど本能的に立ち上がると遁とん走そうを開始した。

　先ほどまであった退魔士としての経験も陰陽師としての自負も、誇りも、恥も、名誉もが圧倒的な力の前には掻き消えた。

「逃げられないよ。どこまで甘い世界で生きてきたのかな、君は」

　周囲の壁や天井に嵌め込まれたレンガがバラバラに砕けてひとつに集約されていく。

　岩手彦の頭上に人間大の岩の塊が出現した。

　赤い光が視界を灼やいたかと思うとパッと花火のように弾けた。

　後方へ跳んだ。

　一ミリでも遠く、あの怪物から逃れたい一心だった。

　砕けた岩石は機関砲のように激しく撃ち出され、細かなつぶてが岩手彦の身を灼いた。

　痛いと感じる暇もない。

　脳裏に真っ白な閃せん光こうが出現したかと思うと岩手彦は次の瞬間地に転がっていた。

　指先一本動かせそうもないほど全身が礫つぶてのシャワーで満まん遍べんなく打たれていた。

　す、と頭の上にパンプスの先端が乗せられた。

「無様だね。君はこの国では一流の魔術師だろうが大陸では三日と生き延びられないよ」

　死ぬ。

　おれはこの女に殺される。

　靴底に込められた膨大な力の根源を思えば、エルアドラオーネの気分ひとつで自分は頭を砕かれてしまうだろう。

　岩手彦が自然と震えだす筋肉の反射に怒りを覚えていると、軽やかな足音が近づき後方からどこかで聞いた間の抜けた声が走った。

「ちょっと待ってもらえないか。勝負はついてる。無意味な殺せつ生しようはよくないと思うぞ」

　雪村上総はそのような場違いなセリフを吐いてゆったりとした歩みで近づいて来た。




「ふんっだ。このクリスさまに歯向かおうだなんて一億万年ほど早いと知るがよいです」

　上総が岩手組の退魔巫女たちと対たい峙じして数分後──。

　彼女たちは稀き代たいの格闘家クリスの手によってコテンパンに叩たたきのめされた。多数をもってして退魔巫女たちがクリスを囲んだかと思いきや、わずかの間に勝敗は決していた。

　クリスは踊るように退魔巫女たちを思うさま翻ほん弄ろうして、ひとりひとりをご丁寧に傷つけず昏こん倒とうさせた。美び貌ぼうを誇る少女たちは目を回しながら折り重なって「きゅう」と呻うめいている。おっかねぇなァ、と内心上総がメイドの少女に怯おびえていると、視線を感じたクリスはパタパタと駆け寄って目を輝かがやかせていた。

「勇者さま、私にかかればあんな小娘どもはチョチョイのチョイなのです」

「あ、うん、そうだね」

　クリスはしっぽでもついていれば千ち切ぎれんばかりに振りそうな勢いで「褒めて褒めて」と目で訴えている。リリアーヌを見る。彼女は泰たい然ぜんとした様子でニッコリ微笑み無言で褒めてあげてくださいなと女主人の風格をこれでもかとばかりに醸かもしていた。

　思えばかつては上総より年上だった彼女だ。浦うら島しま太た郎ろうではないが、一度現代日本に戻って年ねん齢れい差はわずかではあったが逆転してしまった。万感の思いを込めて撫なでようと手を伸ばす。

「なっ！　クリス？」

「ぎゅーっ、です」

　クリスは上総が触れるよりも早く抱きつくと胸板に頰をこすりつけて来た。リリアーヌの泰然とした表情にヒビが入り、紅は呆あきれたようにため息を吐ついた。

「クリス？　わたくし、そこまでカズサさまに褒めてもらえとはひとことも口にしておりませぬが」

「あ、ごめんなさい。私、ちょっと焦あせってすべっちゃいました。主に全体的に」

「あのな──」

　いいかけて上総は身体を強張らせた。岩手彦が抜け駆けして飛び込んでいった部屋から途方もない鬼気が吹きつけてきた。間違いなくこのダンジョンに潜ってからは最大級の魔力である。上総は紅と顔を見合わせるとどちらからともなく、地を蹴って駆け出した。




　振り返ると、紅が表情を固くしているのがわかった。

　岩手彦。

　見るも無残な姿で横たわっていた。

　洒しや脱だつで折り目ひとつなかったスーツが目を背けたくなるような赤黒い血と塵じん埃あいで汚れ切っている。一見して生死すら定かではない。だが、わずかに仰向けになった胸が動いているところからすればまだ息はあるようだった。なによりも上総の注意を引いたのは岩手彦の傷ついた姿ではない。

「これはこれは。半ばそんなことじゃないかと思って待っていたのだが、君に再び会えるとはこの地にわざわざやって来た甲か斐いがあるというものだよ」

　華きや奢しやそうな見た目とは裏腹な巌いわおを思わせるような分厚くみっしりとした存在感のある桁外れな魔力。

「おまえがここのダンジョンマスターか」

「つれないね。ぼくは君のことをようっく知っているってのに、君はぼくのことなにも知らないなんて。これこそ不公平というやつじゃないかな」

「生憎とこっちはおまえさんの正体以外の事なんかにゃさらさら興味がないんだ」

「あはっ。なんかぼく、大切な部分がゾクゾクしてきたよう」

　エルアドラオーネは自分の豊満な胸を両手で揉もみしだきながら、媚こびたような視線を送って来たが上総が見るところ一分の隙もなかった。いつ斬りかかられても対応できるという絶対的な自信があってこその道化じみた態度だ。これほどの強つわ者ものは異世界でも今までの経験からいって稀まれであった。ひたりと汗がシャツと背の間を流れ落ちた。

「名乗れよ」

「ふぅん。ぼくは君のご明察通りここのダンジョンマスターに違いない。魔王五星将のひとり、土のエルアドラオーネ。君に恋い焦がれていたんだよ、ロムレスの勇者くん」

「なぜ、俺のことを知っている？」

「できの悪いアニメやコミックのように問われたことをベラベラ喋ると思うかい？　君もこの国に戻ってだいぶ苦労したみたいだけど、いや、人ってのは簡単に堕落するものだね。ぼくが知る限り、魔王さまを討ったときの君はギラギラしていたよ。──それこそ飢え切った野良犬のようにね」

「野良犬とはまたいってくれるな」

　無言でリリアーヌとクリスが前に出た。両者とも元々白い肌が透き通るように蒼ざめている。上総に対するエルアドラオーネの侮ぶ辱じよくがよほど許せなかったのだろうか。人相が鬼を思わせるような峻しゆん烈れつさに変へん貌ぼうしていた。紅も岩手彦の惨さん憺たんたるありさまを見て平静ではいられないまでも、逆上したふたりに倣ならうかのごとく前に進み出る。

「どうする？　一斉にかかる？」

「カズサさま、この女の始末わたくしにお任せを」

「姫さまや勇者さまのお手を煩わずらわせるまでもありません。私が──」

「おまえらは下がってろ」

　上総が断定的にいうと三人をかばうように出た。上総が女性に対して威圧的な口調で接することはあまりない。よってリリアーヌたちの表情に困惑が生じた。

「コイツの力は魔王十三公と遜そん色しよくがない。俺ひとりでやる」

　リリアーヌとクリスが電流に打たれたかのようにびくりと身体からだを震わせた。

「ちょっと待ってよ。なによ、その十三公っていうのは」

　紅のみが上総の言葉の意味が理解できなかったのか唇を尖とがらせた。

「十三公とは魔王の藩はん屏ぺいたる強大な力を持った魔族の実力者です。かつてカズサさまは随分と苦労なされました。近距離戦が得意でないわたくしや準備が不十分なクリスでは──」

　リリアーヌはぎりと唇を悔しそうに嚙み締めるとうつむく。

「そんなに、ヤバいやつなの……？」

「て、わけだ。とりあえず俺に任せてくれ」

　上総は鞘に納めた聖剣の柄に手をかけたまま距離を詰めた。すれ違いざま無様に転がった岩手彦の視線を感じたがそちらに意識をやる余裕はない。目の前にいる相手はそれほどまでにこのダンジョンで戦ってきた相手とは実力が隔かく絶ぜつしていた。

（十三公とほぼ同程度の魔力だ。正直なところロートルの俺には荷が重いかもしれない）

「俺としてはこのままコアをこちらに渡してくれさえすれば無理に戦うつもりはないんだけどな」

　上総がいっているのはダンジョンコアといって迷宮空間を支配するダンジョンマスターが所持する、すべてを支配する核のことだ。一種の命令権でもあるダンジョンコアを用いれば、ダンジョンを自在にデザインすることから拡張・廃棄に至るまでを行える重要アイテムである。

「冗談だろう？　ぼくは正式に名乗りを上げているんだ。それに、伝説の勇者が相手となればこっちもさっきのように手を抜いて、というはずもないだろう。ゾクゾクするよ。ようやくのこと、本気で遊べる相手ができてさあ。さびしかったよ、本当にね」

　エルアドラオーネは長い指先を自分の下腹につつとすべらせながら妖よう艶えんな笑みを浮かべている。

「談だん判ぱん決けつ裂れつか……なら実力でコアを破壊させてもらうぞ」

　上総がそういうとエルアドラオーネはくるりとその場で回転して片手をすいと頭上に上げた。

　岩手彦を軽く半死半生に至らしめたあの技だ。

　彼女の紫色をしたネイルの先端にたちまち直径二メートルほどの岩石が出現した。

　エルアドラオーネは「そぉれ」とつぶやくと指を振る。

　ごお

　と猛烈な音を響かせて岩石が飛来し上総の目の前で弾けた。

「カズサさま──！」

　リリアーヌが絶叫するのも無理はなかった。

　飛散した岩粒は機関銃の弾丸のように上総を狙って驟しゆう雨うのように降りそそぐ。

　硬質な音がして上総の身体のありとあらゆるところから白煙が立ち昇った。

　が──。

「どうした。こんな小石程度じゃ俺にゃあ傷ひとつつけられないぞ」

　顔の前で交差させていた両腕をゆっくりと解く。

　スーツは穴だらけに破損したが上総はかすり傷ひとつ負わず平然とその場で立っていた。

　岩の弾丸の貫通力が軟弱だというワケではない。

　足元の床石は跳弾によって無数に深く抉えぐれているが聖剣の力をいかんなく発揮させている上総には爪つめ痕あとひとつつけられないのが実情だった。

「ならパワー上げてみるよ」

　エルアドラオーネがにこと笑みを深める。

　なんとか起き上がろうともがいていた岩手彦は呻きながら上総の実力に愕がく然ぜんとしていた。小石の一撃でこめかみを割られるほどの破壊力を秘めているエルアドラオーネの凄さはその身でよく知っていたので、上総が無傷だということに納得できないのだろう。

「おまえをさっさと斃たおして秋葉原ダンジョンを攻略する」

　上総は聖剣を下段に構えたまま走り出した。

　距離は三十メートル。

　常人であればそれなりの間合いだが上総からしてみれば一瞬で詰められる指呼の間だ。

　真っ直ぐではなく駆けながらジグザグに進んだ。

　エルアドラオーネは後方へ飛とび退すさりながら呪文を念じて床に放った。

　敷石がみるみるうちに形を変えて巨大な腕に変化すると上総に向かって摑みかかってきた。

（なるほど。名乗りのとおり土系統魔術のプロフェッショナルってワケか）

　左右から押し迫る魔術の力で作り出された腕は込められた魔力からいって相当に上級クラスのものだろう。

　上総は、鋭く呼気を吐き出すと左右から自分を押し潰さんと迫り来る石の腕を素早く斬って捨てた。

　聖剣の刀身はまばゆいほど青白く輝く。刃は巨大な石の腕を溶けかけのバターを切るようなたやすさでたちまちに両断し四散させた。

「ハッ。やるじゃないか。そうこなくっちゃね！」

　エルアドラオーネはますます頰をほころばせると、重力を無視した動きで跳ね上がり右手を天井に接着させる。

　上総は、足元が波打ってたちまち巨大な凸とつ型の岩が隆起したことに気づき、左右にステップを切ってかわした。

　が、ほぼ同時に両側の壁から長方形の柱が凄まじい速さで競り出してくるのを認め舌打ちする。

　かわせない。防御だ──。

　聖剣を持ったまま両肘を畳み込んで脇腹をガードする。

　同時に左右の壁から生えた柱に挟まれ、さしもの上総も呻いた。

「お、おおおっ」

　心気を合一させなんとか身体を捻ねじって抜け出す。

　その隙を狙ってか前方から拳こぶし大だいほどの岩の弾丸が放たれたことに気づき顔を歪ゆがめる。

　がづっ

　と固い音がして脳が揺れた。

「上総っ」

「カズサさまっ」

「勇者さまっ」

　紅、リリアーヌ、クリスの悲鳴がほぼ同時に響き渡った。

　パッと血煙が目の前に舞って視界が霞む。

　上総は額を割られたことに気づくと転がりながらもエルアドラオーネが繰り出す連弾をさけて、歯軋りをした。

　右膝を突いて上体を起こすと激しく飛来した礫を聖剣で打ち落とした。

　山砲が爆発したような音がして床が大きく穿うがたれた。

「なんだァ。まだ君は本気で戦おうって気にならないみたいだね。それじゃあつまんないよ」

「あいにくと、こっちはずっと全力投球だ」

　上総は額からほとばしる血潮に右眼を閉じながら、片手を上げて駆け寄ろうとするリリアーヌたちを制止した。

「そうこなくっちゃ」

　正眼に構えたまま摺り足で前進する。

　途端に足元の床が奇妙にうねりはじめる。

　間違いなくエルアドラオーネが誘いをかけているのだ。

　容易に踏み込めば、床石を変化させた攻撃をもう一度喰くらってしまう。

　となればどうしても慎重にならざるを得ない。

　床が激しく波打っている。

「来ないの？　来ないならこちらからいくけど」

　あえて誘いに乗った。

　聖剣を下段に構え直すと走った。

　予想通り床のあちこちから巨大な腕が出現し、上総に向かって襲いかかって来る。

　意識的に大きく呼吸を行い、臍下丹田に力を込め直した。

　あの程度の硬度であれば幾度でも破壊する自信はあった。

　巨大な手のひら。

　聖剣を細かく使って右に左に斬り払う。

　切っ先が触れるたびに硬い音が鳴って石の腕は弾け飛んでゆく。

　だが、五つ目の巨大な腕に斬りかかったとき状況は一変した。

　まずい──。

　と思ったときには聖剣の半ばが呑み込まれていた。

　土属性の魔術師であるエルアドラオーネは瞬間的に錬成した石の腕を粘土質のものへと変化させていたのだ。

　ぐちゃりと切っ先が入った瞬間に聖剣は絡め取られた。

　軟性に富んだ巨大な腕は上総であっても破壊することはできない。

　柄をしっかり握りしめたまま上総はこらえたが、凄まじい勢いで床石から生えた巨大な腕の力で上総の身体は天井へ軽々と放られた。

　背面を強烈に打ちつけ目の前が真っ赤に染まる。

　エルアドラオーネは錬成した粘土の腕を意図的に床から分離させたのだ。

　ずるり、と血に塗まみれた上総が地上へと落下した。

　リリアーヌたちが近づこうとした瞬間、間を隔へだてるように巨大な土の壁が出現したのを霞んだ視界に捉えた。

　上総は脳裏に激しく明滅する真っ赤な光と吐き気を催す激痛にこらえながらなんとか立ち上がった。

　天井近くまで競り上がった土壁の前で叫んでいるリリアーヌたちの声が聞こえた。どうにかして壁を破って上総を助けようとしているのだろうが、明らかにエルアドラオーネの魔力のほうが上らしくどうにもできないらしい。不快げにエルアドラオーネが片目を閉じて冷たくいった。

「ダメだよ。観客が勝手にステージに上がっちゃさ。これからようやく盛り上がるんだから、と。それにしてもイマイチな感じだよなぁ勇者くんは。もうちょっと本気を出してもらわないとこっちもやる気が起きないよ」

「きゃああっ」

「リリアーヌっ！」

　上総たちを隔てていた土壁の真ん中がぽっかりと開くと無防備に立っていたリリアーヌを土の触手が絡め取ってエルアドラオーネのそばまであっという間に運び込んだ。

　リリアーヌは床から出現した巨大な腕にギリギリと引き絞られ苦痛に喘あえぐ。

　剣を──！

　見ればクスクス笑うエルアドラオーネが土の触手を器用に操って聖剣ロムスティンを見せつけるようにぶんぶんと振っている。

「お探しはぁ、こーれ？　さすがの勇者くんも伝説の聖剣がなけりゃパワーは半減かな？　でも、もっと苦しんで欲しいんだよ。君たちが苦しめば苦しむほどその痛苦とエナジーはぼくたち魔族の糧かてとなる」

「くそ……エルアドラオーネ。おまえたちは何がしたいんだよ……？」

「いわないっていってるでしょう。でも、君たちニンゲンが予想できる最悪のケースを想定してもらえれば、それほど遠くはないだろうね？」

「東京そのものを、ダンジョンで呑み込むつもりか……」

「ま、それができれば一番効率的なんだろうけど、こちらも駒不足でね。あっちの世界では遅れを取ったけど、この世界のニンゲンたちは魔術を使った攻撃にはまったく無力極まりない。ええと、なんの話だったっけか。そうだ！　あまりやる気の出ない勇者くんのためにこんなものを用意しておいたんだ。いわゆるサプライズプレゼントってやつだね」

　エルアドラオーネがスキップしながら指をぱちりと鳴らすと足元からごごごと鈍にぶい音がして砂をかぶった液晶モニタがせり出して来た。

「アキバはなんでもあるんだねー。この世界のニンゲンはとってもヨワヨワだけど、工人の技術はロムレスとは比べものにならないよ。ホラ、80インチってのは中々いい大きさのテレビでしょ」

「いったいなにがしたいんだよ──」

「まぁまぁそう焦らずに」

　エルアドラオーネがリモコンの電源を入れると民放が特別番組をやっていた。

　秋葉原駅周辺、末すえ広ひろ町、小川町、岩本町、小こ伝でん馬ま町、馬ば喰くろ町、神かん田だ和泉いずみ町周辺で正体不明の被害者が続出しているらしかった。

　アナウンサーは血相を変えて現場の状況をまくし立てており、流れるテロップは「ガス漏れか、あるいはテロか？」と人々の恐怖を煽あおるような文言がしきりに躍おどっていた。

　秋葉原駅周辺は特別警戒区域に指定され立ち入りは許可されていないが、テレビを見る限りはバンバン報道のヘリが飛んでいるのがわかる。そして画面には救急車で運ばれる多数の都民たちが青白い顔で痙けい攣れんしていたり、中には白目を剝むいて叫び出し明らかに混乱している者まで映っていた。

　推定被害者は現在九千人を超える──。

　消防車や警察や医い療りよう機き関かんの人間、ついには自衛隊まで出動しての大混乱に陥おちいっていた。

「現在入手した最新の情報によりますと、死者はすでに五百名を超え、今もなおその数は増え続けており、現場は各機関が原因を一刻も早く究明──」

　人相の悪い中年のアナウンサーはサウスフェイスのダウンジャケットにしたたり落ちる汗を拭ぬぐいながら、突とつ如じよとして両眼を見開いた。

「おぶえっ」

　喉元を押さえ手にしていた書類をバラ撒まくと仰のけ反ぞって引っ繰り返る。

「沢村さん？　沢村さーんっ！　おいっ、タンカだっ」

　沢村アナはスタッフに囲まれながらげぇげぇと黄色い吐と瀉しや物ぶつを吐き散らかしながら激しく呻いていた。

　想像を絶する陰惨な光景に上総は絶句するがエルアドラオーネは真っ赤な喉を見せてからからと楽しそうに笑っている。

　画面左隅に映るＬＩＶＥという文字が上総には歪んで見えた。

「なん、だよこれ。なんのつもりだよ、これ」

「うん。やろうやろうと思ってたけど絶妙なタイミングだったよね。わかりやすくいえば、このダンジョン周辺に住んでいるニンゲンたちのマナを吸収させてもらったんだ」

　青い瞳を一層輝かせてエルアドラオーネは赤く輝く球体を手のひらで転がした。これがダンジョンコアだ。

　マナとは魔力の根源にして人間の誰もが持っている生体エネルギーのことだ。エルアドラオーネは秋葉原ダンジョンの勢力範囲を広めることによって都民の命を好き勝手に奪い出したのである。

「ふざけん、なよ……もう、五百人も死んでるんだぞ」

「たった五百人でしょ。戦争じゃ誤差程度に過ぎない。勇者くんだってロムレスの兵隊を顎あごで使って動かして今まで何十万人殺して来たんだい。批判されるのは心外だな」

「罪なき人々を手にかけたのはあなたたち魔族でしょう！　カズサさまのお心などなにひとつ知らないくせにっ。恥を知りなさい！」

　巨大な石の腕に握られていたリリアーヌが叫んだ。

　エルアドラオーネは興が削そがれたというように片眉を上げると不機嫌な声を漏らす。

「──うるさいなぁ」

「あっ……ぐっ……っ」

　その声と同時にリリアーヌの身体は巨大な腕によってギリギリと締めつけられていく。

「ぼくさぁ。今、勇者くんと話してるんだよね。リリアーヌだっけ？　君って後方支援が主だったくせに、ノコノコとこうやって前面に出てくるから痛い目に遭あうんだよ。メサイアパーティーのときだって強いお仲間たちに守られていたから活躍できたのに。あまり調子に乗らないで欲しいな。でないと──死ぬよ？」

　長いリリアーヌの黒髪が流れて波打った。エルアドラオーネは念動力で奪った聖剣を宙でくるくると躍らすと、切っ先をリリアーヌの胸元に突きつけた。

　ぷつりと先端がリリアーヌの白い肌を傷つける。

「ああっ……ううっ……んあっ……！」

　徐々に身体を絞り上げられ皮膚を薄く切り裂かれる。たわわな乳房のほとんどが露あらわになり、つうと赤い血のしずくが切っ先を伝って落ちた。

「大きくていやらしい胸だな。君はこの肉で勇者くんを堕落させたんだろう？　いけないなァ。王女たるものがそのようなことをしてはダメだよ。君は国民の模範にならないと。あ、そうだ！　このまま勇者くんたちを屠ほふったあとは、王女、君を洗脳してあのテレビに映った憐あわれな民草たちの慰みものにするっていうのはどうかな。この世界は、実にいいね。布告を出して民衆を集めなくても、かのロムレス王女が野や卑ひな男たちにオモチャにされるさまを、あっという間に世界中に広げることができるのだから」

　エルアドラオーネは自らの思いつきに酔いしれて、身をよじって高笑いを続ける。

「──なせ」

「え？」

　上総の声。地の底から響くようにくぐもって響いた。エルアドラオーネは目尻に浮かんだ涙を指先で拭いながら顔をひょいと前に突き出した。

「放せっていったんだよ」

　瞬間、閃光が走った。

　上総の胸元に輝く勇者の証あかしである紋章が白く輝いたのだ。

　一瞬で彼ひ我がの間合いをゼロにすると上総は一気に地を蹴って飛翔。

　リリアーヌの胸元を傷つけていた聖剣を奪い返すと同時に巨大な石の腕をこれでもかとばかりに切り刻んだ。

　このときばかりは材質など関係ない。怒りが上総の力を限界まで引き出し、全盛期の動きを取り戻させたのだ。

　バラバラに砕け散った文字通り敵の手の中からリリアーヌを救い出すと、返す刀で無防備なまま棒立ちになるエルアドラオーネへ聖剣を叩きつけた。

　光量の少ない地下世界に太陽が顕現する。

　上総は左脇にリリアーヌを抱えながらものの見事にエルアドラオーネを袈け裟さ懸がけに斬って捨てた。

　聖剣はエルアドラオーネの右肩から左腰までを見事なまでに両断していた。

「な、ば、バカな……こんな……」

　わけがわからないといったふうにエルアドラオーネは驚愕の表情のまま、上半身だけの体をジタバタさせた。赤黒い血がドッとあふれてその場に池を作っている。エルアドラオーネは精気を失った瞳で虚空を見つめながら酸素不足の金魚のように口をパクパクと動かした。

「傷が、傷がふさがらない……なぜ……なぜ？」

　斜めに切り分けられたエルアドラオーネはずるずると血ち溜だまりを這はいながらなんとか傷を回復させようと試みるがそれは不可能というものだ。

　聖剣ロムスティンには邪を打ち払い魔を清める神聖な力が宿っている。神代の時代より伝わった超金属で打たれた剣はこの世のものであってそうではない。

「コアは破壊させてもらうぞ」

　上総は左手でしっかりとリリアーヌを抱き寄せながら、握ったダンジョンコアを強く握り締めた。

　白く輝く球体にぴしりと亀裂が入りたちまち曇る。次いで上総の手のひらの球から膨大な魔力が飛散して室内は荒れ狂うような暴風で目も開けていられなくなるほどに変化した。リリアーヌは怯えてギュッと上総に抱きついてくる。上総は静せい謐ひつを湛たたえた瞳でエルアドラオーネの動きをジッと凝ぎよう視しした。

「ぎざまぁああ……なんで、なんでごどおおおっ……！」

　エルアドラオーネはドス黒い表情のまま絶叫すると、次の瞬間口から真っ白な煙を吐いて目くらましを放ってきた。

　さすがに上総もまともにそれを喰らうほど気を抜いてはいなかった。後退してよけると、強烈な破砕音とともに部屋のあちこちが強烈に揺れ出し崩壊の調べを奏ではじめた。

「カズサさま。部屋が、ダンジョンがっ」

「見ろ、リリアーヌ。エルアドラオーネは地上に逃げたぞ。ここはもうもたない。皆を連れて脱出だ」

　天井に嵌め込まれた石が次々に剝はく落らくし、周りの壁という壁が崩れ出した。上総がダンジョンコアを破壊したためにすべてが終わりに向かって動き出したのだ。

「上総っ」

「カズサさまに姫さま──！」

　上総たちを隔てていた土壁はダンジョンマスターの逃走によって砕け散っていた。

　紅とクリスは無事な上総たちを目にすると、跳ねるように駆け寄って来る。そのはるか後方では人事不省に陥った岩手彦を介抱する巫女たちの姿が見えた。

　上総はすでに固まった額の血の塊をゴシゴシこすり落とすと、リリアーヌを見やって軽く目くばせをした。ツーカーの仲である。リリアーヌはやや疲れた表情であるが、瞳に籠こもる意志はむしろ強みを増し頼もしいくらいの光を帯びていた。

「リリアーヌ。疲れているところ悪い。このままじゃ、全員が地下に生き埋めだ。できるな？」

「はいっ、お任せください。すべては御心のままに」

　リリアーヌは替えの上着を羽織りながら力強く応えた。




　しばらくして──。

　上総たちはリリアーヌが招喚した精霊七十二柱のひとりであるバシンの力によって秋葉原駅電気街口にまで一瞬で移動していた。

　バシンは蒼ざめた馬に乗った蛇の尾を持つ壮年の騎士の姿をしていた。この精霊の力によって、上総たちと岩手彦率いる岩手組の巫女たちは崩落するダンジョンに呑み込まれることなく地上に戻っていた。

「よくやってくれたリリアーヌ。ありがとな」

「ふふふ、このくらいどうってことないですわ」

　強がるリリアーヌであるがその顔は蠟人形のように青白い。秋葉原ダンジョンにおける異空の壁を力ちから業わざで打ち破るのはリリアーヌに残った魔力を根こそぎ持っていったのか、相当な疲労度であった。

「な、なによこれ」

「一瞬で、地上に？」

「うそ、ありえないわ、こんなの」

　岩手組の退魔巫女たちはポカンとした表情で上総たちを見やっていた。ロムレス王家の血を引くリリアーヌであるからこそ可能な招喚魔術の粋であるが、日本の退魔士ではこれほど強力な術を行使できる人物など聞いたことも見たこともないのだろう。人間、自分の想像を超える範囲のできごとが起これば思考停止に陥ってしまうことが多々ある。

（それよりもなによりも──なんだこの空気は。事態はまったくもって終わっちゃいない気がする）

　確かにダンジョンマスターである魔王五星将である土のエルアドラオーネは撃退したはずであるが、駅周辺を包んでいる鬼気は薄れるどころか一層強みを増していた。

　駅周辺には警備の警官が配置されているはずなのに、人の気配というものが一切ない。

　死に絶えた街というフレーズがぴったりしていた。異常な雰囲気には慣れているはずの岩手組の巫女たちも想像を絶する事象の連続に神経が耐えきれないのか、しくしく声を殺して泣き出したりその場にしゃがみ込んで動けなくなっているものが多数いた。

「妙だな」

　上総は抜き身の聖剣を構えたまま電気街口を出た。左手にダイビル、右手に駅を臨む広場まで到達すると遅れて紅がとたたっと肩に外道丸を乗せ軽やかに駆け寄って来る。

　ダンジョンに臨んだのは夜であるが手元のスマホに目を落とすと丁度、翌日の夕方を示していた。迷宮の中でさ迷ううちにこのような時間になってしまったらしい。そして、バッテリーの残量はほとんど残っていない。

　ふと、顔を上げる。

　その怪物はＵＤＸに続く階段の半ばにあった。

　血塗れで息も絶え絶えなエルアドラオーネは瞳を真っ赤に燃やしながら上総のみを真っ直ぐ睨みつけている。斬り割られた部分を無理やり接合させているのか、傷口からはどくどくと真っ赤な血があふれ出ていた。

　上総が無言でこの異世界の怪物に対峙していると後方で留まっていたリリアーヌとクリス、それに岩手組の巫女たちが小さな悲鳴を上げた。

　エルアドラオーネはくるりと反転すると飛ぶように階段を登ってゆく。ここで逃がせばどれほど災わざわいが拡大するかわからない。

「待て！」

　上総はエルアドラオーネを追ってＵＤＸ内に突入した。

　続いてバラバラと紅たちが追いかけて来る。

　がらんとしたアキバスクエアにエルアドラオーネはいた。

「よくもやってくれたよね。これで計画が後退したよ。まさかこんな深手を負わされるとは。……だが、この程度で終わったと思われちゃぼくも立つ瀬がないんでね」

「エルアドラオーネ。もうおまえの負けだ。そこまで魔力を減じた状態で勝負になると思うのか。せめて苦しまずに一刀で終わらせてやる」

　その言葉を無視するかのようにエルアドラオーネは懐から四十センチほどであるドールの素体を取り出した。

　上総が怪け訝げんそうに眉を顰ひそめると、横合いから半死半生であったはずの岩手彦がいきなり飛び出して手にした呪符をエルアドラオーネに向かって投げつけた。

　電雷を帯びた呪符は青白く発光しながら真っ直ぐ飛ぶが、エルアドラオーネの目の前にある見えないバリアで弾き落とされた。

「くっ……！」

　せめて一矢報いようと気張ったらしかったが岩手彦の攻撃は手負いの魔人をさらに怒らせただけに過ぎなかった。

「なんなんだよ、おまえは……！　今はぼくと勇者くんが話しているんだよ。雑魚がいちいち首を突っ込むなよ。おしおきだ。君の頭の中にある彼女、少し使わせてもらうよ」

　エルアドラオーネは左手をそっと岩手彦に向かって差し向けた。

「な──はぐっ」

　同時に岩手彦は頭を抱えるとその場に跪ひざまずき激しく苦く悶もんし苦しみの声を響かせる。

「どうしたんだよっ。おい、しっかりしろ！」

　上総が右膝を突いて岩手彦の身体を揺する。相当な苦痛が彼を襲っているのか、喰いしばった歯の間から真っ赤な血がドロドロと流れ出していた。

「なによ、あれは……」

　紅の声。

　見ればエルアドラオーネが所持していたドールはいつの間にか常人と変わらぬ程度の大きさの女性に変化していた。

　お仕着せを纏ったメイドであるとわかる。

　ただし、材質は灰色の石で構成されていた。

　その精巧過ぎる石造りの顔。

　どこか紅に似通っているように上総には思えた。

「記憶、拝借させてもらったよ」

　メイドの発する霊気からエルアドラオーネが作成した魔力を込めた人造人間──ゴーレムであろうと推測できた。

　が、ゴーレムを目にした紅と岩手彦の反応はあからさまにおかしかった。

「顔のないゴーレムでもよかったんだけど、せっかくなら君たちの知っている人物のほうが盛り上がると思ってさ。スーツの雑魚と勇者くんのお気に入りの巫女が大事にしている思い出を借用させてもらったよ。勇者くん、君は自分よりも大切な他者を傷つけるほうが堪こたえるみたいだしねぇ」

　エルアドラオーネが、ニヤと笑う。

　青白い瞳がこれからはじまる殺さつ戮りくを思ってか歓喜に濡ぬれていた。

「そんな……ほたる姉さま」

　感情のない瞳で静かに立っているゴーレムを見つめたまま、紅はただ立ち尽くしていた。




「普通のゴーレムに見えるかい。だけど、これは土のエルアドラオーネであるぼくが今持ちうるすべての魔力を費やして作った最強のゴーレムだ。コイツが負けたらぼくも潔く負けを認めるけど。ああ、そう。それと勇者くんと巫女以外は出て行ってもらえるかな。このショウだけは雑音を入れずに見たいんでね」

「雑音だと──！」

　岩手彦は上総が制する前に飛び出した。彼は決して弱くない。むしろこの世界の退魔士としては指折りの実力だろう。

　上総もまさか満まん身しん創そう痍いの岩手彦がそこまでの速さで打ちかかるとは思ってもいなかったのか、一瞬動くタイミングが遅れたのだ。

　猛もう獣じゆうのような吠え声を上げながら岩手彦は右手に呪符を握り締め悠然と待ち構えるゴーレムに飛びかかったが、勝負は一瞬だった。

　ゴーレムの右腕が、

　しゅっ

　と軽やかな動きで前に伸びたかと思うと岩手彦の身体は弾かれたゴムまりのように後方に吹っ飛ぶと分厚いガラスを粉々に砕きながらボロきれのように転がった。

「ゴミを片づけて」

　エルアドラオーネの指示に従ってゴーレムが駆け出した。すべるような動きは一切の無駄がなく全身に満ちあふれる気はここにいる消耗した誰よりも充実していた。

　好こう悪おの情はともかく目の前で岩手彦を殺させるのはさすがに看かん過かできなかった。

　聖剣を正眼に構えながら進行方向をふさぐように立ちふさがる。

　が、上総が目の前に立ちふさがったことなどものともせずゴーレムは機敏に動くと、石像とは思えぬなめらかさで回転しながら回し蹴りを放ってきた。

「く──！」

　咄とつ嗟さに聖剣を立てて直撃を防ぐが上総はその凄まじい威力の籠もった蹴りに耐え切れず握っていた柄から手を放す。

　同時に正拳──！

　ゴーレムの拳が深々と鳩尾みぞおちを抉った瞬間なにひとつ考えられない状況に陥った。

　上半身が消し飛んだかのような衝撃だった。

（冗談じゃねェ……こんなもん喰らったのは魔王戦以来だ）

　ひゅっと後頭部に風圧を感じ反射的に左腕を上げたのは奇き跡せきだった。

　痛烈な打撃に全身が消し飛びそうなほどだ。

　上総はゴーレムの振り下ろしたチョップをガードしながら床ごと階下に落ちた。

　全身を魔力で強化していたから肉塊になるのを防ぐことができたのだ。

（マズい……このまま体勢を立て直せないと殺やられる）

　ガードした左腕は骨折していないにしろチョップの衝撃で完全に数十秒は機能を停止するだろう。

　その間をあのゴーレムが見逃すはずがない。

　取り立てて凶悪なフォルムを持たぬからといって弱いと決めつけるのは愚の骨頂だ。

　そんなことは冒険の日々で嫌というほど学んできたはずなのに──！

　砕け切った床のフラグメントを追うようにしてゴーレムが矢のような跳び蹴りを垂直に落として来る。

　その蹴りはどんな槍やりや剣よりも鋭く自分を打ち貫くことは目に見えていた。

　いくら全身を強固な魔力のフィールドで覆っているとはいえあんな一撃を頭部に喰らえばおしまいだ。

　舌を巻くほどの強者がちょっとした油断で命を落としていくのを何度も見ていたくせに。

　俺ってば学習能力ねぇんでやんの、けどよ──！

　ゼロコンマ数秒の間に勝敗は決してしまうだろう。

　けれどあきらめない。

　上総は自分の頭が割り砕かれる寸前まで希望を捨てずに戦うと決めていた。

　落ち行く刹せつ那なのとき──。

　ゴーレムの表情がどこか取とり繕つくろって冷たく振る舞おうとする彼女とダブった。

「待ちなさいったらっ」

　紅の声。

　同時にゴーレムの後方から目もくらむような光が追って放たれ世界が白熱した。

　彼女が閃光の術を使ってときを稼いだのだ。

　上総はわずかな瞬間に追うようにして落下して来た紅を抱きかかえると、片足で床を蹴って距離を取った。

　ゴーレムは動かない。

　電池の切れた時計のようにその場で静止していた。

「あは……ドジっちゃった」

　紅は青ざめた表情でぺろりと舌を出したが途端に顔を歪めた。

　右足。

　落下の衝撃で傷ついたのだろう。

　床を浸すほどの血液が流れ出していた。

　リリアーヌの治ち癒ゆ魔術ならばすぐにでも治るだろうが痛々し過ぎる。

　自分の弱さを突きつけられたようで上総は小さく喘いだ。

　紅は酷く弱々しく笑って見せた。

「なんで、こんな真ま似ねをしたんだ」

　岩手彦を出し抜いて功を上げるためならば、まず第一に自分の命の保全に努めなければならないのに。

　死んでしまえば先はなく、若い紅ならば経験を積んで他日に期すこともできるのだ。

　だが、問いながらも答えはわかりきっていた。

「さあ、なんでかな。もしかしたら……アンタのバカが感う染つっちゃったのかもね」

　──彼女が底抜けにやさしい女だという事実に。

「紅……」

「アンタみたいなバカ、見殺しにしたら寝覚めが悪いじゃない？」

　紅の閉じた目ま蓋ぶたから一筋の涙が流れた。

　上総の顔から表情が消えた。

「姉さん、傷ついてる」

　そういえばこうしている間にもゴーレムはまったくもって攻撃して来ない。

　奇妙だった。

　涙を流してこそいないが無言のまま闇の中に立っているゴーレムはどこか自分の存在自体を嘆き悲しんでいるようにも見えた。

「あのゴーレム、あたしや岩手彦の記憶から無理やり引き出されて勝手に作り出されたのに……あたし他人に思えないよ……」

「もういい。もう喋るな」

　紅は上総の身体を押しやるとその場に座り込み哀願するように叫んだ。

「お願い、上総。もうこれ以上姉さんの魂を誰にも穢けがさせないで」

　上総はすべての迷いを振り切った表情で立ち上がるとメイドゴーレムに対峙した。

「お話はそろそろ終わりかな。ダンジョンコアを破壊されたことでぼくも相当に消耗している。とっとと君を倒してゴーレムにそそいだ魔力を戻さないと、こっちの命が危ういんでね」

　穴から降り立ったエルアドラオーネが告げた。

　上総は聖剣を構え直した。ＵＤＸを抜けてダイビル前に移動する。ゴーレムも上総を追うようにして広い道路に出た。音のない世界で両者の距離だけがジリジリと縮まった。

　ゴーレムはエルアドラオーネが持てるすべての魔力をそそぎ込んだだけあって、そうして立っているだけで体内に異様な密度の魔力を溜め込んでいることがわかる。長引かせる意味も必要もない。

　リリアーヌたちの声が聞こえたような気がしたが、やがてそれらも綺麗に掻き消えた。

　暑くもない気候だ。むしろ肌寒いほどの温度にもかかわらず上総の脳天は瘧おこりにかかったようなけだるい熱で満たされていた。

　指先の感覚がなくなってゆく。

　上総の五体が剣と溶け合って境界は曖あい昧まいになる。

　聖剣ロムスティンの刀身が青白い炎に包まれゆるく発光しはじめた。

　戦いの潮合が極まった。

　疾はやい。

　ゴーレムが一瞬で距離を詰めて来た。

　到底人に出せる速度ではない。

　上総は身を低くして前傾姿勢になるとゴーレムが振り下ろした拳の音を耳元で聞いた。

　ひゅっ

　という軽やかな音とともに左耳が熱くなり髪が焼け焦げる臭いを嗅かいだ。

　拳の放った衝撃波で背後のダイビルの壁面に巨大な亀裂が走った。

　それはみるみるうちに四方八方に広がると一瞬で膨大なタイルの破片をあたりに雨あられと振り撒いた。

　爆音が遅れて響き秋葉原の街を渡る。

　濛々と土煙が立ち昇る中で──。

　上総はがら空きになったゴーレムの脇腹に聖剣を振るった。

「むううっ」

　渾こん身しんの力を込めて薙ないだ。

　刃がゴーレムの右脇から胴に入って中心部に達するのを確かに見た。

　両足を大きく開いてスタンスを取り腰を回す。

「ぢあああっ！」

　吠えた。

　剣を振るのは腕力ではなく腰の動きだ。

　下半身に加えた力を過不足なく剣を持つ両腕に伝えて斬ざん撃げきを行う。

　青白い雷光が秋葉原の大気を割って水平に長く走った。

　聖剣を振り切ったとき勝敗は決した。

　ゴーレムの上半身と下半身はふたつに千切れて飛び散った。

　天高く石像の上半身が舞い上がる。

　虚こ空くうに躍るゴーレムの顔はどこか満足げに見えた。

　両断された石像の身体はあっという間に砂に変わるとびょうと吹いた風に吹かれ大空に舞い上がった。

「見事。君の勝ちだよ──勇者カズサ」

　戦いを見届けたエルアドラオーネは無駄にあがくことなくそうつぶやくと全身を緑色の発光体に変えると続いて宙に四散した。

　ゴーレムに注入した魔力を取り戻せぬと悟ったのか。潔く勝負を投了したのだ。

　上総は聖剣を鋭く振って血振りすると慣れた手つきで鮮あざやかに納刀する。

　かつ、と硬い鍔つば鳴なりがした。

「秋葉原ダンジョン、攻略だ」

　誰にいうでもなく胸の内でつぶやいた。

　秋葉原にとりあえずの平和がもたらされた瞬間だった。













　東とう京きよう都と市いちヶが谷やの地下に建設された、知る人ぞ知る陰おん陽みよう機関の本部──。

　内閣調査室の下部組織ながら絶大なる権限を持つこの機関の長である安あ倍べ晴はる房ふさはスクリーンに映し出される破壊されてゆくＵＤＸの映像を前にし説明を行っていた。彼は日本陰おん陽みよう師じのドンと呼ばれている名門中の名門だ。

　晴房は日本人離れした長身と五十男の貫かん禄ろくに満ちた覇は気きあふれる男であったが、秘密撮影した画像が爆炎とともに乱れる瞬間だけはわずかに頰ほおを強こわ張ばらせた。

　このようにして首相、官房長官、外務大臣、防衛庁長官、法務大臣、東京都知事も名を連ねる今回の「秋あき葉は原ばら駅えき特殊零れい号ごう対策委員会」の会合は件くだんの撮影動画から波乱含みで開始された。

　各省庁及び機関の関係者は最初は流れる動画を口々に揶や揄ゆしていたが、荒れ狂う石像が生き生きと動きながらＵＤＸ内を傍ぼう若じやく無ぶ人じんに破壊してゆくくだりとなると一様に押し黙った。

「この動く石像、便べん宜ぎ上じよう私たちはゴーレムと呼んでいます。そして、この後方に立っている人物がこのゴーレムを動かしていると思われます」

　晴房が映像の一部をズームすると監視カメラに映ったエルアドラオーネの姿が拡大され、関係者たちから異様などよめきが生まれた。

「しかしこの強力な石像をいくら陰陽機関といえどどうやって倒したというのだね？」

「ゴーレムを斃たおしたのは、我が陰陽機関の俊英である白しら河かわ組の長です」

　晴房が片目をつむると画面に女子高生の制服を着た少女が映し出された。登下校のシーンを盗撮したのか、紅くれないの姿はどこか弛し緩かんした様子である。関係者たちは、ただの女子高生に過ぎない紅が今回の騒動の大本である魔人を斃したという事実に頭の回線を上う手まく繋つなげられず、ざわめきは強くなった。あちこちで疑いの声が上がる。

「皆さまがお疑いになるのはいたしかたありませんが、すべて真実です。彼女は白河紅といってこの道では名門の家柄。彼女は弱じやつ冠かん十六ながら去年の暮れには和歌山で五十メートル級の牛鬼を単騎で討とう滅めつしていますので、今回も我々としては特に驚いてはおりません」

　一同のざわめきが途切れたところを見計らって晴房は再び話を本筋に戻した。

「さて、皆さま方に現状を認識していただいたところで、まだご説明せねばならないことがあります。実は、秋葉原の事件、これでまだ収束したとはいえないのです」

「なんだって……！」

「バカな、まだこれ以上なにか起きるというのかね」

「正確には、すでに起きているのです。ご覧になってください。これが現在の東京の地図になりますが、順に、新しん宿じゆく、品しな川がわ、池いけ袋ぶくろ、渋しぶ谷や、新しん橋ばしと五か所の駅を中心とした場所に特異点が形成され異様なエネルギーが観測されています。つまりは、残りの五か所はいついかなるときに秋葉原駅と同様異界に変異してもおかしくはないのです」

　関係者は各駅における機能停止時の経済的損失試算を目にした途端肌寒さを覚えぶるりと身体からだを震わせた。想定をはるかに超える都内の経済負担にそれこそ蜂はちの巣を突つついたような騒ぎになり、晴房は議題を元へと戻すため忍従を強いられるのだった。




　長い会議のあと、決まったことといえば対処療法的に、今後各駅に秋葉原駅と同様の超常現象が起きたときは今回と同様に陰陽機関の退たい魔ま士しを割り当てて適てき宜ぎ対処するということだった。

　さらに各関係者の課長たちにおいては「いざとなれば警察の特殊チームを大量導入すればどうとでもなる」というレベルのものであり、晴房はその危機意識のなさに誰もいなくなった会議室の中でひとり嘆たん息そくするばかりだった。

「お疲れさまでした所長」

「猫ねこ屋や敷しきくんか……冗談抜きで今日ばかりは疲れたよ。あの石頭どものものわかりの悪さと来たら」

　晴房は秘書を務める猫屋敷りおんの運んできたカップに口をつけると舌を焼きそうなほどの熱いコーヒーをこれみよがしに音を立てて啜すすった。

　ぴったりとしたパンツスーツがよく似合う日本人離れした体形を持つりおんは「しょうがないな」というように晴房のどこか子供っぽい態度に苦笑している。

　りおんは大きくやや垂れ目がちなおっとりとした顔つきだが、いうことはキチンという気の強いハッキリした性格だ。

「であればなおのこと。所長が気づいていたことを包み隠さずお伝えすればよかったのでは」

「バカいうな。そんなことをあいつらにストレートにいってみろ。予算減額どころか、おれは機関を追放されて街を追われるハメになる。縁起でもないってな」

　そういって晴房は残ったカップの中身をグイッとひと息に空あけると、会議室のスクリーンに東京の地図を映し出した。地図には今回発端となった秋葉原駅と主要な各駅が映し出されりおんが小首をかしげた。

「これは……？」

「秋葉原、新宿、品川、池袋、渋谷、新橋の六か所。件の霊的磁力が異様なまでに強まった地点だ。これらをラインで繋げると、こうなる」

「あ、六ろく芒ぼう星せい！」

　画面上には晴房がいうように歪いびつではあるが、確かに六本の線が交差する星が生まれていた。

「そう。綺き麗れいな形ではないが、都内の中心部に魔術的といってもいいヘキサグラムが誕生している。それにつけ加えていうと、これは各お偉方には黙っていたのだが、ライン上においては軽けい微びではあるが怪異と思われる現象がチラホラ上がってきている。単純に考えて、今現在東京で起こっていることは、敵方がなんらかの霊的大儀礼を以もつて洒落しやれにならんものをこの地に招しよう喚かんしようとしているんだ」

「鬼……ですか？」

「いや。猫屋敷くんが想定している七年前の事件をいっているのなら、今回は桁けたが違う。そうでなくても秋葉原の事件で死者はすでに八百人を超えている。敵の真の狙いはわからないが、この規模における魔方陣が発動すれば東京都下の犠牲者は下へ手たをすれば数百万人規模に膨ふくれ上あがる。──冗談ではなく、日本は滅亡するだろう」

「そんな……」

「ま、それほど心配することもない。そうならないためにおれたちが動いてるワケだ。幸いにも、今回活躍してくれた白河くんが秋葉原の事件を起こしたと思われる首謀者から、色々と使える情報やらなんやらを手に入れている。それを解析すれば、大丈夫さ」

「所長、あまり怖がらせないでください。頼りにしていますよ」

「おいおい、猫屋敷くん。こんなロートルを頼りにしているようじゃダメだよ。君もそろそろいい歳としなんだから、いい相手をだな──」

「所長。それってセクハラ案件ですよ」

「え。おいおい、勘弁してくれよ。そういえば、さっき会議の前に今回の事件で活躍した白川くんや岩いわ手て彦ひこたちに特別褒ほう賞しようを渡してきてな」

　晴房は顎あごに手をやると、くくくとさもおかしそうに思い出し笑いをした。

「特別褒賞？　退魔士の方々にですか。珍しいですね。いつもは面倒臭がって出ないじゃないですか」

「いや、今回はたまたま東京まで出ることがあったし時間も空いていたからな。それに今後の退魔士のみなの士気を鼓舞する必要性もあったしな」

「どうしたのですか」

「いやぁ。昨今の若いやつは、草食系だなんだといわれているが、中にはまだまだ骨っぽい男もいたもんだ。表彰の途中でな。まあ、岩手彦のやつが白川くんに余計なことをいったんだよ。アイツは巧まずして人をイラつかせることをいうからな」

「岩いわ手て組ぐみの岩手彦ですか。あの怖い人ですね」

「それでな。白川くんは、その場は耐えたんだが……協力者かな。一緒にいた青年が、殴ったんだよ」

「殴った……！　まさか。あの岩手彦ですよ」

　陰陽機関の中でも岩手彦の実力は鳴り響いている。りおんは蒼そう白はくな表情で口元に手をやった。岩手彦は物静かではあるが、その凶暴性は退魔士の中でも並外れている。若いころの暴力沙ざ汰たはもはや伝説級となっているほどであり、そのくらい晴房の言葉が信じられない暴ぼう挙きよとしか聞こえなかったのだ。

「それで、その青年は──」

　りおんの言葉には「当然青年は酷ひどい目に遭あった」というニュアンスが含まれていた。

　なにせ、先年、新宿で元プロボクサーを含むヤクザ七人を病院送りにしているのだ。

「いやあ、凄すごかったよ。一発でノックアウトだよ」

「かわいそう……」

「岩手彦がな」

「……は？」

「一応は双方から事情を聞いたんだが、今回は岩手彦の分が悪い。だが、その青年は恩人の白川くんが侮ぶ辱じよくされたことがどうしても我慢ならなかったらしかった。聞けば彼は失職して経済状況も悪く、黙っていれば特別国家公務員になれたはずなのに、よほど腹に据えかねたんだろうな」

「いやいやいや。それってタダの危ない人なのでは？」

「うん、おれは任にん俠きようものが好きなんでね。親分と子分。女子高生が親分じゃチトおさまりが悪いが。うんうん。けどね、おれはああいう骨っぽいやつにこそ、今後の陰陽機関を支えていって欲しいと思ってるんだが。んで、そのあとオファーをかけたんだが、不ふ祥しよう事じを起こした自分はその任に相応ふさわしくないと固辞しているんだ。奥ゆかしいじゃないか。おれに娘がいれば、是非とも嫁がせたいくらい気に入ったね。どうだね、猫屋敷くん。その青年と一度会って──」

「絶対イヤです」




　ただ黙っておとなしくしていればすべて上手くことが運ぶはずだった。

「やっちまったなぁ」

　上総かずさは東とう郷ごう元げん帥すい記念公園前を歩きながら、先ほど自分が行った暴挙を嘆いていた。

　──アンタは紅に助けられたんだろ。礼をいうのが筋じゃねえのかよ！

　報奨金及び白河組という退魔士の一員にして正式な国家公務員に任命される式場の場で上総は岩手彦を手加減なしで殴りつけていた。

　それからあとは乱闘となった。上総を制止しようとする職員とその場に居合わせた退魔士の各組員を無我夢中で千ち切ぎっては投げの格闘戦。

　ただ、どうしても上総は通りすがりに岩手彦が投げつけた言葉が許せなかった。

　──姉に助けられたな。

　どんな気持ちで紅が姉の面影のあるゴーレムを破壊しろと自分に頼んだのか。白河組の領りよう袖しゆうになったのは紅が望んでのことではないとわかっているはずなのに。姉が死んだことを彼女がどこまで嘆なげき悲かなしんでいるかは、つきあいの長い岩手彦のほうがよくわかっているはずなのに。今回の表彰で常勝を誇っていた岩手組が実質正規メンバーひとりの白河組に負けたことがよほど自尊心を傷つけたのだろうか。

　だが、それらを加味しても。

　紅の胸中を慮おもんぱかれば岩手彦の心無い言葉は絶対にありえなかった。

　──ねえ怒らないで。あたしは大丈夫だから、さ。

　蒼あおざめた表情で屈辱と怒りに耐える紅を見れば上総は胸に湧き上がる烈火のような怒りを押し留めることができなかったのだ。あのあとに現れたお偉いさんに事情を説明したのであるが、これでもはや夢の公務員推挙は実質上不可能だろう。

　ジッと拳こぶしを見る。岩手彦の砕けて刺さった歯の痕あとも勇者の紋章の力ですでに治ち癒ゆしていたが、行った暴挙は消えてなくならない。ため息も出ようものだ。おまけに長い説教で夕方になってしまった。とんだ時間の空費で疲れも倍増である。

「ねえ、ちょっと。ちょっと待ってよ！」

「紅か」

　振り返る。

　そこには息せき切って肩を上下させる可か憐れんな女子高生の姿があった。市ヶ谷駅にリリアーヌとクリスを待たせている。無職であることが完全に確定した今となっては顔を会わせづらいのだ。ならば多少気まずくても紅と一緒のほうがいいか。上総は自然と隣に並んだ彼女に歩調を合わせた。

「なんで、あんなことしたのよ……」

「いやぁ、なんででしょうね」

　耐えるのが大人おとなだというのに自分は本当になにをやっているのだろうか。よくわからないがスッキリしたことだけは確かだった。本当に自分はダメな人間である。

「これでアンタ就職もパーじゃん。明日からどうすんのよ」

「いやぁ、どうすればいいんでしょうかね」

「いやぁ、じゃないでしょうよ！」

　そのまま連れ立ってしばらく無言で歩いた。ルクセンブルク大使館を右に折れてとぼとぼ歩くと市ヶ谷の駅が見えて来た。

　前方から特徴的な女性ふたり組が駆けて来る。

　間違いなくリリアーヌとクリスだった。

　夕日が巨大な火の玉となってふたりを照らしている。

　それが上総の胸を余計に切なくさせた。

　さあ、どういいわけしようかな。戸と惑まどっているとリリアーヌとクリスは互いに顔を見合わせ、ふんわりとした表情を作り上総の言葉を待った。

「いやぁ、なんか就職ダメになっちまった」

　肩を落としながらいった。

　しばらく目をつむっていたが、ええいままよと片目を開ける。

「カズサさま、お疲れさまでした」

　リリアーヌは怒るでもなく嘆くでもなくすべてを包み込むような笑顔で楽しそうに微笑ほほえんでいる。

「あのね。怒りなさいよ。コイツはあたしのせいでなにもかもダメにした大馬鹿野郎よ！」

　紅が目を三角にして吠ほえた。

　リリアーヌとクリスは顔を見合わせくすくす笑う。

「なに笑ってんのよっ。コイツ、社しや畜ちくから無職にジョブチェンジしたのよ？　お荷物になったのよ。アンタたちふたりに食わせてもらう気満々なのよっ」

「ひでェ」

「でも、それがカズサさまですから」

　リリアーヌは目を細めて頰をゆるめる。

「お金のことはご心配なさらずにっ。勇者さまは正しいと思ったことをおやりになってくださればよいのです」

　クリスは両手両足をバッと広げ元気よく声を張り上げた。通行人がなにごとかと一瞬足を止めるが、すぐに歩き出す。

「バカよ、アンタたち、ホントバカなんだから……」

「まぁ、自分ながらもそう思うよ」

　外げ道どう丸まるは人混みの中なので口を利きくこともできずに紅の肩に乗って困ったようにしっぽを揺ゆらしていた。

　だが、その目は確かな喜びを湛たたえていた。

　紅は両手で顔を覆うと手のひらの隙間からぽろぽろと涙を垂れ落ちさせた。

　流れ落ちる涙はぼたぼたと地面を濡ぬらしシミを広げていく。

　リリアーヌが紅を抱き寄せ頰ほお擦ずりしながら慰なぐさめる。

「でも、ありがとうね」












　紅の言葉。

　胸に染み入った。

　真っ赤な炎のような夕日が紅の横顔を艶つややかに染め抜いていた。

　輝かがやくような笑顔を目にし、上総は照れ臭げにあちこち跳ねたくせっ毛を掻かく。

「──ん。決めた」

「え、なにが」

「し、仕方がないからあんたのことあたしがこれからも個人的に雇ってあげるっていってんの！　覚悟しなさいよ。それこそ並みのブラック企業が天国に思えるほど休みがないようにこき使ってやるんだからね！」

「そいつは、厳しいな」

　知らず、上総も微笑んでいた。

　切れたと思った紅との縁は当分は途切れそうもなかった。

　社畜勇者の安息はまだ遠い。









あとがき






　はじめまして。三み島しま千ち廣ひろと申します。このたびは「東京ダンジョンマスター　～社畜勇者（28）は休めない～」をお買い上げいただきありがとうございます。

　いえ、毎度のことながらあとがきって書くの苦手なんですよね。あとがき書くの好きです！　って方もいますが、自分は苦手なんですよ。

　ホラ、オチとかつけにくいじゃないですか。

　てなわけで、今回は東京ダンジョンマスターを執しつ筆ぴつした経緯でも語らせていただこうと思います。

　いえ、私地方在住の田舎いなか者ものなんですよ。

　基本公共交通機関が発達してない田舎は移動が車なのです。

　もう、そりゃどこ行くのも車がなきゃはじまんないのが田舎でして、それこそ私なんぞは家から百メートルのところにあるコンビニ行くのも車で行くくらいなんで、もう全然都会に住んでる方のほうが歩いているわけですよ。

　特に駅なんて無人駅ばっかりですし、会社の同どう僚りようや友だちなんかは「もう十年以上電車に乗ってねえ」って人もいるくらいで。私も酒飲みに行くときくらいですかね、電車に乗るのは。電車に乗るのは年間、ホント数えるくらいです。オヤジなんて電車のことを汽車っていいますからね。おい、汽車の時間は何時だ、とか。アンタはいつの時代の人間なんだ。これだから戦中生まれの人間は、と。古いなぁホントにもう。

　そういう人間が用事があって大都会東京なんて行くと、これはもう覿てき面めんに迷うわけですよ。スマホのアプリがないと目的地になんかたどり着ける自信がない。私はわりかし人に道を聞くのですが都内の人も自分の生せい活かつ圏けんから外れた場所だと、もう、あんまわかんないみたいで……でも道を聞くと結構どの人もわからないなりにいっしょに悩んでくれるわけですよ。人間ってあったかいですね。

　で、そんなこんなで（意味不明）なんか自分の中では東京の駅ってダンジョンみてぇだなって。これを題材に一発書けばどうかな？

　ってんでもし東京駅がファンタジー世界のダンジョンになったら面おも白しろいかな、と。

　えー、今年の正月休みくらいに書きはじめて、トントン拍子で完成しました。

　いやあ、もう夏も終わりそうですし長かったなぁ。

　第一弾は秋葉原駅が舞台になっております。

　この作品はＫＡＤＯＫＡＷＡのＷＥＢ小説投稿サイト「カクヨム」で連れん載さいしておりまして、これからも一層面白くしていくつもりで日夜頑張っておりますので応援よろしくです。

　で、読んだら評価してもらえると小こ躍おどりします。東京ダンジョンマスター以外にもいろいろあるんで見てってくださいな。

　なんというか駅自体に恨うらみがあるというわけではないのですが、モンスターたくさん出していきたいと思います。上う手まく地域の特産品などを作中に取り入れてね。

　読者さま、こんなとこ面白いよ、っていうのがあればコッソリ教えて欲しいです。

　東京ダンジョンマスターは分類的にローファンタジーのつもりで書きましたが読者さまに楽しめていただければ幸いです。

　それとこの作品を見み出いだしてくださったファミ通文庫さまと関係者のみなさま方には感かん謝しやの二文字しかありません。ありがとうございます。

　それではみなさま、またいつかどこかでお会いできることを願っております。
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皆様今年の夏はエンジョイできましたか？　私は毎週海で肌を焼きながらＢＢＱでお酒を飲んだくれていたせいで５㎏も太ってしまいましたという噓を涙ながら入力している線香花火の様に切ない夏でした。太ったのは本当です。
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